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プロローグ









　混こん濁だくした意識の中に、市いち之の瀬せ達たつ哉やはたゆたっていた。

　揺ゆらぐ記き憶おく、移ろう思考。過去と現在が曖あい昧まいとなり、事実と空想が交差する。様々な可能性の現像が、彼の眼前を過よぎっていった。

　暗転。

　昼下がりの教室。白茶け、色いろ褪あせた光の中、彼は席に着いていた。

「大切な友達が、何かを隠かくしてるみたい。本当のこと何も言ってくれない……」

「この前の模試が悪すぎた。最悪だ……」

「将来どうなっちゃうんだろうな、あたしたち」

　眼鏡の幼おさな馴な染じみが、長身の親友が、そしてなぜかこの教室にいる妹が、不安や悩なやみを口にしている。

　特に幼馴染みの言葉は、少しこたえた。彼女に隠し事をしている『友人』とは、まず間ま違ちがいなく彼自身のことなのだから。

　だから彼も、胸にわだかまる思いを素す直なおに告げた。

「人を、殺したんだ」

　正直に。何も包み隠さず。

「仕方なかった。楽にしてやるしかなかったんだ。この手で、撃うった。そしてこのままだと、俺をコピーした無人ＡＳアーム・スレイブが世界中で人を殺す事になる。だから俺は、そいつらを全部ぶっ潰つぶしてやる」

　暗転。

　狭せま苦くるしいＡＳのコクピットの中。

　炎えん上じようしながらヘリが落下してくる。爆ばく発はつ。

　燃えさかる機体に、彼は泣きわめきながら駆かけ寄った。

　あれには、大切な人が乗っているのだ。──仲間？　──戦友？　いや、違う。

　彼女は、自分にとって──

　暗転。

　暗い暗い闇やみの中。何も見えない。何も聞こえない。

　ただ柔やわらかく暖かな感かん触しよくだけが、彼を包んでいた。

　何なのだろう？

　誰だれなのだろう？

　分からない。何も分からない。

　再び訪おとずれた混濁の帳とばりが、彼を包んだ。




「……若」

　かけられた静かな声に、ユースフは振ふり向いた。

「サミーラか、いかがした」

「……これを」

　忠実な侍じ女じよが差し出したのは、湯気を立てる紙コップのコーヒーだった。

「……インスタントしか調達できなかった。若の口に合うかどうか分からないけど、せめて──」

「いただこう」

　最後まで言わせず、ユースフはサミーラから紙コップを受け取った。熱い湯気を立てるコーヒーに、口をつける。

　苦みばかりを感じる味わいだが、それでも疲つかれ切った体を温めてくれる。何よりも、サミーラの配はい慮りよがありがたかった。

「負けたな」

　その言葉は、すんなりと口から出た。

「……まだ、続ける？」

　何が、とは問わない。その対象は二人にとって、自明の理だから。

「当然よ」

　だからユースフは、率直にうなずく。

「今ここで、退ひくことはできぬ。ここで退けば、私は私として立っていられぬ。私のためにも──友のためにもな」

「……そう」

　静かな笑えみを浮うかべながら、ユースフは語る。そんな主あるじを見やるサミーラの目線は──悲しげで、危あやうげなものだった。




　場違いなほどに清潔な病室のベッドで、アデリーナはうなだれていた。

「……負けたのか、わたしたちは」

　一人、唇くちびるを嚙かみしめる。

　乗機ごとヘリを撃ち落とされたはずだが、アデリーナの体に目立った傷はない。だがその奇き跡せき的な強運にもかかわらず、敗北の衝しよう撃げきは彼女の心を強く蝕むしばんでいた。

　と、病室の扉とびらがノックされた。アデリーナは、だが当然のように無視を決めこむ。しばし後、扉は外から開かれた。

「お久しぶりですね、ケレンスカヤ候補生」

　かけられた懐なつかしい声に、アデリーナは顔を上げた。入室した赤毛の女性を、少女はじっと見つめる。

「……ナターシャ」

　半ば呆ぼう然ぜんと、かつての上官の愛あい称しようをつぶやく。

　ナタリア・イワノヴナ・ヤコブレワ。彼女の来訪を、アデリーナは予想していた。だが実際に再会を遂とげたこの時、自分でも驚おどろくほど激しい衝動がこみ上げてきたのだ。

　怒いかり、疑念、悲ひ哀あい──溢あふれる感情に耐たえかねて、アデリーナは胸を押さえる。

「う──く……」

　あの時に負った心の傷は癒いえたと、そう思っていた。もう、痛むことはないのだと。

　だが今、胸の疼うずきは如によ実じつに、古傷の存在をアデリーナへと伝えている。

「…………」

　声もなく呻しん吟ぎんするアデリーナを見やりながら、ナタリアはベッド脇わきの椅い子すに腰こしを下ろす。眼鏡のレンズに隠された彼女の眼まな差ざしは、他者にはうかがい知ることができなかった。




　時は進み、流れ、決して戻もどることはない。

　だからこそ人は、過去を思い、悩み、そして再び歩き出す。

　これから語るのは、そんな過ぎ去った日々の断だん片ぺんだ。

　それは、当然のように繰くり返されると信じた日常の一ひと欠片かけら──

　あるいは、輝かがやかしき勝利の栄光──

　そしてまた、現い在まの自分へと至るその根源──

　繰り返そう。新たに語ろう。少年たちの歩んできた、その道みち程のりを。








第一話　夕ゆう陽ひのサンクチュアリ










作者：メイプル



　一〇〇万ＰＶ突とつ破ぱの大人気ネット小説、待望の映画化!!

　物心ついた時からいつも一いつ緒しよだった、幼馴染みの少年少女──木き場ば真しん一いちと三み輪わ美み奈な。互たがいが互いの側そばにいることを、まるで空気のように自然だと思っていた。

　だが高校三年の夏、そんな二人に転機が訪れる。

　卒業を前にして、真一は地元企き業ぎようへの就職を、美奈は東京の大学への進学を、それぞれ選ぶ。

　別わかたれた進路という、ごく当たり前の出来事。だがその当たり前に、なぜか真一も美奈も戸と惑まどいを隠せない。

　変わりゆく二人、変わりゆく関係、そして変わりゆく想おもい──そしてその中にあってなお、決して変わることのない『何か』とは、一体？

　ほろ苦く、切なく、だがどこか甘やかな、瑞みず々みずしい青春群像──来年春、全国公開！




「これじゃあ全く売れんだろ、これじゃあ」

　社長の第一声は、まずそれだった。

「はあ……」

　丸まる山やま映画企き画かく局の山やま名なプロデューサーは、どうとでも取れる曖昧な声こわ音ねで答えた。机の上へとぞんざいに投げ出された企画書に、ちらりと視線を向ける。

　ネット層の積極的な取りこみを狙ねらい、複数の投とう稿こう小説サイトと提てい携けいしたネット小説の映画化企画。その第一弾だんに選ばれたのがこの『夕陽のサンクチュアリ』だったのだが、どうやら社長のお気には召めさなかったようだ。

「しょせんは素人しろうと作家だな。山もなければ盛り上がりもない、当然ながらオチも弱い。こんな地味な話のために、わざわざ一八〇〇円も払はらって映画館まで来る客がいると思うのかね、山名くん。バカを言っちゃあいかんよ、バカを言っちゃ」

「ですが社長。サイトでの投票でこの作品が一位だったのは、紛まぎれもない事実ですが」

「一位とは言っても、本命や対たい抗こう馬ばに軒のき並なみ多重投票その他諸もろ々もろの不正が発覚して失格、その隙すき間まに潜もぐりこんだだけだろう」

「それは確かにそうですが」

　渋じゆう面めんを作った社長の前で、山名は企画書を手に取った。ほぼ暗記している文面に、ざっと目を通す。

（社長の言うことにも、一理ある……）

　幼おさな馴な染じみの少年少女の、恋れん愛あい未満な淡あわい思いを描えがいた青春ストーリー。いい話だとは思う。自分の手で、映画にしてみたい。

　だがそれが売れる映画になるかどうかは、また別問題なのだ。

「いいかね、山名くん。映画ってものは何よりもまずエンターテインメントなんだよ、エンターテインメント」

　社長の言葉を聞き流しながら、山名は脳内でソロバンを弾はじく。

「最近、ウチは鳴かず飛ばずが続いとる。もう失敗は許されんのだぞ」

「ですが社長、あれだけ大々的に宣伝を打ったんですよ。ここまで来て手を引いたら、それこそ丸山映画の信用に関かかわります」

「分かっとるわい」

　仏ぶつ頂ちよう面づらになった社長が、山名の手から企画書をひったくる。その目がふと、書面の片かた隅すみに止まる。

「この主人公、ＰＳパワー・スレイブを動かせるのか」

　ＰＳとは、土木建築作業用の人型重機だ。軍用の人型兵器であるＡＳアーム・スレイブの技術が転用されており、ここ十年ほどで普ふ及きゆうが進んでいる。

「ええ、土建屋の息子むすこでして。それほど重要な設定ではありませんが、面おも白しろいアクセントになっていますよ」

「これは使えるんじゃないか？　ロボットものは手て堅がたい人気があるだろう」

「それってまだ社長が若いころの話じゃないですか」

「とはいえＡＳ主体の実写映画は、まだ日本ではほとんど撮とられていない。うん、いけるぞこれは」

　満足そうに何度も何度も、社長はうなずく。

「ＡＳ？　ＰＳじゃなくてですか？」

「当たり前だろう、それは。うむ、何だか見えてきたな」

「一いつ介かいの高校生が、何でＡＳを操縦できるのですか？」

「それは、つまり、あれだ──高校生とは世を忍しのぶ仮の姿で、実は特とく殊しゆ部隊に属するエリートパイロットなんだよ！　どうだね!?」

「……いや、どうだねとおっしゃられましても」

　頭痛をこらえる山名の前で、社長はどんどんテンションを上げていく。

「そうなるとだな、ヒロインの方も色々と考えんといかんな。……そうだ、世界情勢をひっくり返すほどの大天才というのはどうだ？　その彼女を人知れず守るため、主人公は学校に潜せん入にゆうしている──これだよ、これ!!」

「…………」

　長い長い沈ちん黙もくの後、山名は首を縦に振ふった。

「分かりました。その方向でまとめてみます」




『もしもし、丸山映画の山名です。お久しぶりです、メイプル先生』

「お久しぶりです、プロデューサーさん。でも、先生ってのはかんべんしてください。私なんて、ただちょっと運がよかっただけですし、その、何だか恥はずかしくて」

『はは、それはすいませんでした、メイプルさん。実は、ようやく企画書が通りましてね』

「本当ですか!?」

『ええ。これから脚きやく本ほんの作業に入りますが、ストーリーや設定の細かい箇か所しよをいくつか、手直しさせてもらうことになると思うんですよ。小説と映画では、話の見せ方も色々と違ちがいますので』

「あ、はい。それについては問題ありません。そちらにお任せします。私、来年の受験で時間が取れませんし」

「ありがとうございます。お任せください」

「映画ができるの、楽しみに待っています！」




　　　　１




　十月の朝──そろそろ肌はだ寒さむさを感じ始めた路上を、一台の自転車が走っていた。

「ふわぁーっ」

　とろとろと失速寸前の速度でペダルをこぎながら、市いち之の瀬せ達たつ哉やは大きくあくびをする。

　達哉は日本の高校生とアメリカの民間軍事会社ＰＭＣ社員という二足の草鞋わらじを履はいた勤労学生だ。今日は陣じん代だい高校へ久しぶりの登校なのだが、昨夜の遅おそくにカリフォルニアの訓練キャンプから東京に戻ったばかり。時差ボケと寝ね不ぶ足そくでどうも頭が働かない。

　本当はもう少し余よ裕ゆうを持って帰国するはずだったのが、ＡＳ同士の決けつ闘とう騒さわぎという予期せぬ出来事があり、予定が遅おくれたのだ。

（まったく、リーナのやつ）

　遥はるか太平洋の向こう岸にいるはずの同どう僚りようの顔を思い浮うかべながら、達哉は車道と歩道の狭せまい隙間をふらふら進む。

「……と」

　学校が近づくにつれ、歩行者も自動車も増えてきた。達哉は自転車から降り、歩道を押しながら歩く。

　そこでようやく、達哉は見慣れた後ろ姿に気づいた。明るい色合いのショートヘアにピンと伸のびた背筋は、幼馴染みの牧まき島しま楓かえでに間違いない。

「よう、楓」

　何気ない朝の挨あい拶さつを、楓はあっさり黙もく殺さつした。足も止めず、振り向きもせず、そのまままっすぐに歩いてる。

「なんだ、あれ？」

　その態度の不ふ審しんさに、達哉は軽く首を傾かしげた。早歩きで楓に近づき、今度はすぐ真横から声をかける。

「うっす、楓」

　だが返ってきたのは、またもや無視だった。よく見ると楓は眼鏡越ごしに何も存在しない空中を見つめ、小声で何やらぶつぶつとつぶやいている。

（おいおい、大だい丈じよう夫ぶかこいつ？）

　段々と心配になってきた達哉は、今までよりも大声で呼びかけてみる。

「おーっす、楓！」

　同時にポンと楓の肩かたを叩たたいた途と端たん──

「うぬひゃあっ!?」

「うおっ!?」

　奇き声せいを上げて飛び退のいた幼馴染みに、達哉の方が驚おどろいた。

「え──ちょっと、タ、タッくん!?　もう、いきなり肩なんて叩かないでよ。びっくりしたじゃない」

「俺、さっきから何度も声かけたんだが」

「……あれ？」

　達哉がそう言うと、楓は目を白黒させる。

「ボーッとしすぎだぞ。寝不足か？　いくら受験生だからって、あまり根をつめすぎるのは良くないんじゃないか」

「あ、うん──そうなんだよ。ありがと」

　達哉がそう言うと、楓はあわててうなずいた。




「楓さんの様子が変──やっぱり気づいたかい」

　二時限目の体育。達哉が親友の武たけ村むら健けん司じにそう告げると、返ってきたのは苦く笑しようだった。

「ひょっとして、前からそうなのか」

「うん。ここ二、三日ってところかな」

　体育館の床ゆかに座りこみ、ぼそぼそと二人は話す。

　今日の体育は男子がバスケットボール、女子がバレーボールのミニゲームだった。受験が間近に迫せまった三年生たちだが、息いき抜ぬき代わりに楽しんでいるものが大半である。

　もっとも中には他教科のノートや参考書を持ちこんでいる、真ま面じ目めなのか不真面目なのかよく分からない生徒もいるが。

「時々変にぼーっとしたり、何だか考えこんだり、かと思うと妙みようにそわそわしててね。気にはなってたんだけど、聞いても何でもないの一点張りで」

「ふーん」

　女子がやってるバレーボールのコートに、達哉は目を向ける。ちょうどプレイ中の楓が、ぼーっと虚こ空くうを見上げていた。

「あれのことか？」

「そうそう、あんな感じ──」

　達哉の問いに健司がうなずいたその時、体育館に鈍にぶい音が響ひびいた。

「あ」

「あ」

　相手チームの放った渾こん身しんのサーブが、ダイレクトアタックで楓の顔面にめりこんでいる。そのまま楓は、声も出せずにひっくり返った。

「き、キャーッ！」

「ご、ごめん楓ー!!」

「牧島さん、大丈夫!?」

　ちょっとした騒ぎになる体育館。

「おーっと牧島くん顔面ブロックだーっ！」

「ボケてる場合じゃないだろ市之瀬!!」

「だよなっ!!」

　達哉たちも慌あわてて、友人の元に駆かけ寄った。




「うう、ひどい目にあった」

　放課後の帰り道、夕焼け空の下で楓はそう言った。

　幸いにも眼鏡は無事だったが、鼻の頭には大きな絆ばん創そう膏こうが貼はられている。

「あまりボーッとしてるからだよ。自業自得とまでは言わないけど、ちゃんと気をつけないと危ないよ」

「反省してる、ケンちゃん」

「ま、凹おう凸とつの少ない顔で良かったよな。もし変に鼻が高かったら、ぽっきりいってたかもしれないし」

「どーせ私は日本人的な平面顔ですよ」

　頰ほおをふくらませた楓から半目でにらまれ、吹ふき出しかけた達哉は慌てて頭を下げる。

「悪い悪い、ちょっと言い過ぎた」

「ちょっとじゃない。ていうかぜんぜん反省してないでしょ、タッくん」

「まあまあ、市之瀬にだって悪気があった訳じゃないんだし」

　すかさず健司がフォローに回る。口を尖とがらせながらも、楓は舌ぜつ鋒ぽうを収めた。

　そんな取り留めのないやり取りを交かわしながら、達哉は楓を見やる。

（ようやくいつもの楓に戻もどってきたな）

　達哉と楓は、幼よう稚ち園えんの頃ころからの幼友達だ。互たがいのことは熟知している。

　例えば楓が自作のポエムを書きためたノートが、ついに一ダースを越こえたこと。あるいはワールドボン太くんシリーズのぬいぐるみをほぼコンプリートした挙げ句、収納場所に四苦八苦していること。

　そんな達哉から見て、今日の楓は明らかに変だった。

（やっぱり、聞いとくべきだよな）

　元より達哉は、腹の探さぐり合いなどが大の苦手だ。あれこれ手管を使うのは止やめ、まずは正面から当たってみる。

「一体、何があったんだよ、楓」

「────」

　直球の問いに、楓は足を止めた。うつむいたまま、視線だけをチラチラと達哉と健司に向ける。

「その、ごめん、二人とも。何か、心配かけちゃって」

　その顔に、はにかんだような笑みが浮かぶ。

「でもね──ちょっと言えないんだ。あ、もちろん悪い話じゃないんだよ。本当にごめんね」

「お、おう……」

　沈しずみかけた夕ゆう陽ひが、楓の笑みに複雑な陰いん影えいを落とす。幼おさな馴な染じみが初めて見せる表情に、達哉は戸と惑まどいを隠かくせない。

　と、その時、達哉の制服のポケットで携けい帯たいの着信音が鳴り響く。

「誰だれだよこんな時に──ってリーナ？」

「アデリーナさん？　ってことは仕事の話でしょ。早く出ないと」

　表示を見てわずかに緊きん張ちようした達哉を、楓はうながした。

「いや、でもだな、さっきの話の続きを──」

「はいはい、ちゃんと就職かかってるんでしょ？　とっとと出なさい」

　先ほどの笑みを引っこめた楓は、いつもの快活な物もの腰ごしできっぱりと言った。

「じゃあ、私たちは先に帰るから。行こう、ケンちゃん」

「うん、ああ──それじゃあ市之瀬」

「タッくんバイバイ」

「おい、ちょっと」

　遠ざかる楓と健司を呼び止めようとする達哉だが、まだ鳴り続ける携帯の着信音がそれを邪じや魔まする。

　観念して、通話ボタンを押す。

『もしもし』

『遅いぞ』

　つい身構えてしまう達哉に、クールな少女の声が答えた。アデリーナ・ケレンスカヤ、達哉にとってはＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスの同どう僚りようであり、そして様々な意味で意識している異性である。

『しばらく仕事はなかったんじゃないのか？』

『それが急な任務でな。今ニホンに来ている』

『へいへい、そいつは一大事──ってもう来てるのかよ!?」

　急な展開に達哉は目を瞬しばたたかせる。だが続く返答は、さらに予想を越えていた。

『ああ、もう君の家に到とう着ちやくした。今夜は君の妹が、特製のポトフを振ふる舞まってくれるらしい。それで話というのはだな、マスタードが切れかけているから帰りに調達してこいと、ユカリが──』

『……はい？』

『聞こえなかったのか？　マスタードの調達だ。以上』

『いや、だからちょっと──』

　問い直す間もなく、電話は一方的に切られた。

「何がどうなってるんだ、一体」




「ただいま」

「お帰り、お兄ちゃん」

『遅おそかったな、タツヤ』

　達哉が自宅に帰った時、すでに夕食は始まっていた。

　居間のテーブルで湯気を立てる土ど鍋なべと、それを囲む人ひと影かげ。親子三人のつましい食しよく卓たくが、いつもの倍の人口に膨ふくれ上がっている。

　父の俊とし之ゆき、妹の由ゆ加か里り、そしてアデリーナに加え、同じＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．第三班の同僚であるユースフ・アル・ケートリーと、その侍じ女じよのサミーラ・ビント・ハッサンが押しかけて来たのだ。

『ほらよ、マスタードだ』

『ご苦労。だが、代用のマヨネーズで十分だったようだ』

『いやちょっと待て、何をどうやったらマヨネーズがマスタードの代わりになるんだよ』

『何を言う、両方ともマから始まってるだろうが』

『マしか合ってねえよ』

「牛骨と牛スジのスープか。それが野菜によく染しみておる。ユカリよ、そなたの料理の腕うで、中々のものであるな」

「あ、ありがとうございます、ユースフ様。はふ～ん」

「由加里、そいつに様付けする必要なんぞないからな」

「……御ご主しゆ人じん、まずは一いつ献こん」

「おお、すまねえなメイドの嬢じようちゃん」

「サミーラ、イスラム教徒が酒の酌しやくをしてんじゃねえ！」

「……自分が飲まなければ無問題──多分」

「多分って何だよ多分って！」

　茶の間に飛び交う、日本語と英語の百家争鳴。

「つーかお前ら……」

　三人の唐とう突とつな客人を見回しながら、達哉はうめいた。

『一応聞いとくけど、何でうちに来てるんだよ？　仕事なんだろ』

『経費節減の一いつ環かんだ。無論、滞たい在ざい費ひは払はらうぞ』

「わざわざこんなボロ家に泊とまらなくてもなあ」

「何を言うのだ。市井しせいの民家を宿とするのは、旅における最上の楽しみの一つであるぞ」

「……同意」

「ああそうかよ」

　困こん惑わくする達哉の姿に、由加里は小さくため息をついた。

「別にいいじゃない、お兄ちゃん。せっかくのお客さんなんだし」

「つーこった。達哉、そもそもお前が世話になってる相手だろうが」

　父の俊之も、すっかり乗り気なようだ。

「どうせ部屋も余ってるしな。おい由加里、後で布ふ団とんを用意しとけよ」

「はーい」

「……御造作をかける、御主人」

「なーに、いいってことよ。気にすんなメイドの嬢ちゃん」

　ぺこりと頭を下げるサミーラに、俊之は大声で笑った。

　そんなやり取りを横目で見やりながら、達哉はアデリーナたちに問いかける。

『それで結局、仕事って何だよ？　また自衛隊相手のドンパチか？』

　まったく気のない声だったが、それに対するアデリーナの返答は、達哉の予想をはるかに超こえていた。

『いや、映画の撮さつ影えいだ』

『映画？』

　思いがけぬ答えに、達哉は首を傾かしげる。

『いつからうちの会社は、副業に芸能プロダクションを始めたんだ？』

『なに、映画と言ってもスタントというやつよ。それも、ＡＳを用いたな』

『ＡＳでスタント？　──ああ、そういうことか』

　ユースフの言葉で、ようやく達哉は察しがついた。

『要するに、カースタントみたいなものか』

『そういうことだ』

　軽くうなずきながら、アデリーナは達哉に書類の束を差し出した。

『「主役」として見み栄ばえのいい第三世代型ＡＳを注文された。Ｍ９と〈シャドウ〉が一機ずつ、それと二機の〈サベージ〉を用意した。君にも、学校が休みの日には参加してもらうぞ』

『なるほど、ＯＫ。面おも白しろそうだ』

　うなずきながら、達哉は資料に目を通す。

「ふんふん、丸山映画制作で『夕陽のサンクチュアリ』ね。監かん督とくは坂さか上がみ丈じよう二じか、また明後日あさつての方向に凝こりまくるんだろうなあ」

　アデリーナから渡わたされた資料を、達哉は鼻歌交じりでめくる。

「主演が、志し堂どう恭きよう吾ごはいいとして──うわ、神かん奈な綾あや瀬せか。あの大根アイドル、勘かん弁べんしてくれよ。お、吉き良ら浩こう介すけも出るのか」

　その言葉に、由加里がぴくっと顔を上げる。

「お兄ちゃん、それ本当!?」

「ああ、敵のボス役みたいだな。最近しばらく落ち目なのに、ずいぶんといい役をもらえたもんだ──ってうお!?」

　なにげなくつぶやくと同時に、達哉は大きくのけぞった。由加里が、手にしたお盆ぼんを水平に振り回したのだ。

　もし反応が遅おくれれば、達哉のこめかみにお盆の角がめりこんでいただろう。

「お、落ち目って言うな！　吉良さんは、いつまでもスターだもん!!」

「いやでも、近ごろ落ち目なのは事実だろうが。ほら、去年の大河ドラマとか」

「あれは原作と脚きやく本ほんが酷ひどかっただけだもん！　吉良さんは悪くないもん！」

「マイホームパパな武たけ田だ信しん玄げんとか、いったい何をトチ狂くるったらあんな代しろ物ものができるんだろうなあ」

　顔を真っ赤にして兄に食ってかかる妹と、手て酌じやくで酒を吞のみながら慨がい嘆たんする父。そんな家族の姿をながめながら、アデリーナは手を叩たたく。

『とにかく、明後日の土曜日から撮影開始だ。タツヤ、それまでに台本は読んでおけ』

『了りよう解かい』




『もしもし、丸山映画の山名です』

「ど、どうもメイプルです。あの、映画の方は……」

『予定通り、撮影はもう開始しています。スタジオでの撮とりですが、坂上監督には珍めずらしく、スケジュール通りに進んでいますよ』

「スケジュール通りが、珍しい？」

『ああいや、何でもありません。いよいよ、週末からは野外ロケですからね。アメリカから専門のチームを、呼びましたし、これはいいものができますよメイプルさん』

「ア、アメリカの専門チームですか？　一体、どのシーンで使うんです？」

『ああ、いや、はい──その、映像的に引きつけるため、操縦のシーンで色々と仕し掛かけをしているのですよ』

「…………操縦？」




　　　　２




○山中（昼）


　対たい峙じする木場真一と日くさ下か部べ遼りよう。

　遼は、気絶した三輪美奈を抱だきかかえている。




真一「やはり貴様が黒幕だったのか、〈ホワイトファング〉」




遼「久しいな、小こ僧ぞう」




　冷れい笑しようする遼、真一にぐったりとした三輪美奈の肢し体たいを見せつける。




遼「俺の勝ちだな。貴様はそこで指を咥くわえて見ているがいい」




真一「黙だまれ、まだ終わっていない！　今ここで貴様を倒たおし、彼女を平和な世界に取り戻もどす」




遼「ククク、よく言ったものだ。ならば見せてみろ、貴様の力をな！」




真一「来い、〈クサナギ〉!!」






「あ、あの、吉良さん」

「なんだ？」

　マネージャーの声に、吉良浩介は台本から顔も上げずに答えた。

　浩介は、今年で二九歳になる二枚目俳優だ。

　芸歴はおよそ一五年。持ち前のシャープな顔立ちに年相応の成熟が加わり、影かげのあるストイックな容よう貌ぼうをつくっている。

　とはいえ最近の彼の顔には、ストイックを通り越こして明らかな焦しよう燥そうの表情などが浮うかぶことも多いが。

「何か飲み物でも……」

「けっこうだ」

　奥おく多た摩まにあるロケ地の控ひかえ室、まだ若手なマネージャーの申し出に、浩介はきっぱりとそう言う。

「今日の撮影では、相当に激しいアクションがあるのは知っているだろう。胃は空にしておきたいんだ。当然だろ」

「わ、分かりました」

　押し黙ったマネージャーを意識から追い出し、浩介は食い入るような目で台本を見やった。もう完全に暗記した文字列を、もういちど冒ぼう頭とうから一字一句、頭に刻みこむ。

　撮影のため、浩介は薄うす汚よごれた野戦服を身につけ、顔にもそれに合わせたメイクをしている。そんな格好で目を血走らせて台本をにらんでいると、戦争で負けが込んだ国の若手将校のようにも見えた。

　役作りとしては、ある意味で成功かもしれないが。

「あ、あの吉良さん……」

「何だい」

　マネージャー再度の呼びかけに、浩介は苛いら立だたしさを隠かくそうともせずに答えた。

「今、僕は集中してるんだ。それくらい、見れば分かるだろう。もう僕には後がないってことを知ってて、それでも僕の邪じや魔まをするのか」

「じゃ、邪魔なんて……でも──」

　刺とげ々とげしい言葉に気け圧おされたマネージャーだが、それでもきっぱりと言葉を続ける。

「あまり、入れこみすぎるのもかえって良くないと思います。先週のドラマの収録も、それで失敗しましたし」

「────！」

　思わずカッとなった浩介だが、感情の爆ばく発はつをこらえるだけの理性はまだ残っていた。大きく深呼吸をし、気持ちを落ち着ける。

「……撮影まで、まだ少し時間があるな。ちょっと外の空気を吸ってくる」

　そう告げた浩介は、のろのろと椅い子すから立ち上がる。

「それと、その──すまなかった。少し言い過ぎたよ」

「いえ、こちらこそ余計な差し出口をしてすいません」

　去り際ぎわの言葉に、マネージャーは気弱そうに笑った。




「吉良先せん輩ぱい」

　屋外で一息ついた浩介に、横合いから声がかけられた。そちらを向くと、人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべた少年が、小走りに駆かけ寄ってくる。

「恭吾くんか。ずいぶん気合入ってるみたいだね」

　志堂恭吾。子役上がりのアイドル俳優で、この『夕ゆう陽ひのサンクチュアリ』では主役の木場真一役に抜ばつ擢てきされている。

　浩介と事務所は違ちがうのだが、以前に共演した時に色々と面めん倒どうを見たことがあり、それから妙みように懐なつかれていた。

「久しぶりに先輩との共演ですからね。どうですかこれ、似合いますか？」

　恭吾が着ているのは、撮影用のＡＳ操縦服だった。黒を基調にしたスマートなデザインで、恭吾のやや小こ柄がらな体格にぴったりフィットしている。

「はは、格好いいよ。僕も負けてられないな」

「お手て柔やわらかにお願いします、〈ホワイトファング〉」

　おどけた調子で、恭吾は浩介を作中の異名で呼んだ。浩介の演じる〈ホワイトファング〉こと日下部遼は、主人公真一の宿敵として何度も立ちふさがるのだ。

　こういう場合、役作りのため敵かたき役の役者と撮影期間中は距きよ離りを取り、馴なれ合いを避さける俳優もいる。だが浩介はどうにも、この人懐っこい後こう輩はいを突つき放せなかった。

「ところで、スタジオでの収録はどうだい？」

「それが……」

　ばつの悪そうな顔をした恭吾が、ちらりと視線を向けた。その先では学生服を着た少女が、台本を手にプロデューサーとあれこれしゃべっている。

　ヒロインである三輪美奈役の、神奈綾瀬だ。某ぼう巨きよ大だいアイドルグループの一員で、今度の役も事務所の力押しで、かなり強引にねじこまれたものらしい。

「なるほど、聞きしに勝まさるということかい」

「一昨日おとといなんて、撮り直しの嵐あらしでしたよ。せめて台詞せりふだけでも覚えてくれれば、こっちも合わせようがあるんですが」

「それはご愁しゆう傷しよう様さまだったね」

　気楽に笑う浩介を、恭吾は半目でにらむ。

「人ごとじゃないでしょう、先輩。今日の撮さつ影えいでは日下部と美奈の絡からみがメインなんですから」

「……そう言えばそうだな」

　たちまち憮ぶ然ぜんとなった浩介に、恭吾は微び苦く笑しようを浮かべている。

「さて、そろそろ撮影時間か──っと？」

「あれは」

　濛もう々もうと砂すな煙けむりが舞まい上がる。乾かわいた未み舗ほ装そうの大地を削けずりながら、大型のトレーラーが四台、ロケ地に到とう着ちやくした。

　トレーラーから降りた作業員が、手早く荷台のシートを剝はがす。現れたのは、全長八メートル前後の人型をした機械だった。

「あれが撮影用のＡＳか」

「へえ、カッコいい。俺も乗ってみたいなあ」

　恭吾は少年らしく、目を輝かがやかせている。

「おいおい恭吾、俺もも何も、真一は作中で何度も乗るじゃないか」

「いやー、ＡＳ乗りの役を演じるんじゃなくて、実際に俺があのＡＳに乗って動かせないかなーって。……無理ですかね」

「そりゃ無理に決まってるだろ」

「ですよねー──って先輩、あれ！」

　恭吾の指さした方を見やり、浩介も目を剝むいた。

　トレーラーの隣となりに、一台のリムジンが停とまっている。鈍にぶい銀色に輝く車体と、翼つばさを模した前部のエンブレム。

「ロ、ロールスロイス？　どんな大おお御ご所しよがやって来たんだ」

　啞あ然ぜんとする浩介の前で、ロールスロイスから降りてきたのは、ＡＳ操縦服を着た四人の男女だった。遠目にもまだ若く、様々な人種や民族が入り交じっているのが分かる。

　彼らはきびきびした動作でトレーラーに駆け寄ると、作業員たちと身み振ぶり手振りを交えて打ち合わせを始めた。

「えーっと、つまりあの人たちが、あのＡＳを動かすスタントマンの人たちってことなんですかね？」

「だろうな。ロールスロイスでロケにやってくるスタントマンがいればだが」

「最近のスタント会社ってゴージャスですね」

「……かもな」

　どこかピントのずれた恭吾の言葉に、浩介はあえてつっこまなかった。




「こりゃまた、ずいぶんといじくったものだな」

　露あらわになったＡＳの姿を目まの当たりにし、達哉は思わず口笛を吹ふいた。

　二機の〈サベージ〉は、特に外見上の変化はない。だがＭ９と〈シャドウ〉は、頭部を中心にその姿が一変していた。

「四つ目の〈シャドウ〉に、二つ目のＭ９か。変われば変わるものだな」

『そうだな。うむ、説明してやろう』

　隣のアデリーナが、我が意を得たりと言わんばかりにピッと指を立てた。最近の日本語学習の成果が出たのか、聞き取りはかなりこなせるようになったようだ。

『あの〈シャドウ〉は、中身こそ我が社のZy─99Ｍだが、外見は試作型のZy─98を模している。頭部のデザイン変へん更こうにばかり目がいくだろうが、肩かたや上じよう腕わん、腰よう部ぶの装そう甲こう形状を見てみろ。あれだけ似せるのは、まさに匠たくみの技わざだ』

『大変だったろうな、ダニエラさん』

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．整備課長を思い出し、達哉は心中で頭を下げる。

『Ｍ９の方については、特にモデルはないな。以前に資料で見た試作機のＤ系列に似ているが、おそらくは偶ぐう然ぜんの一いつ致ちだろう。そもそも、映画では陸上自衛隊Japanese Armyの新兵器という扱あつかいだからな』

『そういう設定なら、それこそ〈レイヴン〉でも持ってくれば良かったんじゃないか？　溝みぞ呂ろ木ぎのセンセイ、泣いて喜ぶぞ』

『ドクターだけでなく、ミスタ・キリガヤもそう主張したらしいがな。シモムラ大佐カーネル・シモムラに制圧されたらしい。おそらく、時じ期き尚しよう早そうとの判断だろう』

[image: ]

『……制圧？』

　やたらと物ぶつ騒そうな物言いに、達哉は首を傾かしげた。

『アメリカからはるばるお疲つかれ様です、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のみなさん』

　と、背後から訛なまりの強い英語の声がかけられた。振ふり向くとスーツ姿の中年男性が、こちらに頭を下げていた。

『企き画かく担当の山名です。どうかよろしくお願いします』

『こちらこそ、ミスタ・ヤマナ。よいビジネスを』

　山名プロデューサーが差し出した右手を、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を代表してアデリーナが握にぎり返す。

『では早さつ速そくご紹しよう介かいさせてもらいます、こちらが坂上丈二監かん督とくです』

『坂上だ。本場のＡＳアクションには期待させてもらうよ』

　ハリウッドでの経験もあるだけに、監督の英語は達者なものだった。

『さて、今回は外部からの撮影だけではなく、君たちのＡＳにもカメラを取り付けることになる。つまり演技中は常にカメラを意識し、フレームの外に飛び出さないようにして欲しい。できるかな？』

　どこか挑ちよう発はつ的な監督の物言いに、だがアデリーナはあっさりとうなずく。

『以前、ＡＳのＰＶ撮影に参加したことがある。似たようなものと甘く見る気はないが』

『私も儀ぎ仗じよう兵へいらと共に、その手の経験はあるな』

『……右に同じ』

　ユースフ、サミーラもそれに倣ならった。達哉だけがただ一人、そっぽを向いて視線をそらす。

『ＯＫだ。じゃあ今日のダンスの振り付けを説明する』

　ＡＤが運んできた屋外用のホワイトボードを前に、坂上監督はマジックを構えた。




　撮影初日から二日後──

（まだ変だな、楓のやつ）

　休日明けの陣代高校、昼休みの教室で達哉は向かいの幼おさな馴な染じみを半目で見やった。

　健司を含ふくめた三人で机を合わせて昼食を食べているのだが、相変わらず楓は心ここにあらずといった様子で、弁当箱の中身を機械的に口へと運んでいる。

「駄だ目めだこりゃ」

「本当にどうしたんだろうね、楓さん」

　達哉と健司のこれ聞こえよがしなため息にも、楓は全く反応しない。諦あきらめて自分の弁当に向き直った達哉の脳のう裏りに、ふと悪戯いたずら心が芽生えた。

（……待てよ、今なら）

　さりげなく、そっと、達哉は楓の弁当をうかがう。中身はまだ、半分近く残っていた。カラリと茶色に揚あがった鶏とりの唐から揚あげに狙ねらいを定め、ロックオン。

（今だ！）

　何気なさを装よそおって伸のばされた達哉の箸はしが、電光の速さで閃ひらめく。だが次の瞬しゆん間かん、勝利を確信した達哉の両目は、驚きよう愕がくに見開かれた。

「な、何！」

　会心の一いち撃げきは、瞬時に引き戻もどされた楓の箸によって阻はばまれたのだ。しかもそれだけの妙みよう技ぎを披ひ露ろうしておきながら、楓本人は未いまだ上の空のままでぼーっと宙を見つめている。

（ならば──）

　達哉、即そく座ざに標的を肉団子の甘あま辛から煮にに変更。するりとかい潜くぐった箸は、だが再び楓の箸によって防がれる。

「くっ」

　三合、四合と続く攻こう防ぼう。正手奇き手しゆを取り混ぜた達哉の攻せめに対し、受ける楓の箸は本人の意に依よらずして閃き、本命の殺し手のみを着実に防ぐ。

　無念無想、あるいは剣けん禅ぜん一いち如によ──まぎれもない達人の業わざを目の当たりにし、達哉は愕がく然ぜんとした。

「箸と箸を合わせるな!!」

　突とつ如じよとして響ひびいた声に、達哉も楓も箸を引く。健司の一いつ喝かつが、高度かつ不毛な仕合に幕を下ろした。

「いいかい二人とも。箸を振り回して話したり、箸で人や物を指したりするだけでも踊おどり箸と言って礼れい儀ぎ知らずなことなんだよ。それなのに、箸でチャンバラの真ま似ね事ごとをするなんて言語道断。親しき中にも礼儀あり、そもそも──」

　普ふ段だんの温厚さが噓うそのようにくどくど説教する健司に、達哉と楓は顔を見合わせた。

「相変わらずケンちゃん、食事のマナーには変なスイッチが入るよね」

「でかい図ずう体たいのくせして細かいヤツだ」

「何か文句があるのかい？」

「い、いや、何も」

「ご、ごめん」

　触さわらぬ神に祟たたりなし、達哉も楓もそそくさと自分の昼食に戻る。それを見た健司は、小さくうなずくと話題を変える。

「ところで市之瀬、またケレンスカヤさんが来てるんだろ」

「ん、仕事でな。今日も朝から現場に向かったよ。映画のスタ──エキストラなんでな」

「相変わらずよく分からない会社だね。何て映画だい？」

「ん、丸川映画の『夕ゆう陽ひのサンクチュアリ』ってやつ」

「～～～～!?」

　その途と端たん、楓が飲みかけていたお茶を吹き出した。そのまま体をエビのように丸めて、激しくむせる。

「お、おい、どうした楓!?」

　慌あわてて腰こしを浮うかす達哉を、楓は真っ正面からにらんだ。

「た、タッくんが、あの映画に、参加？」

「あ、ああ」

　達哉の返答に、楓の顔色がさっと変わった。真っ青になったと思えば真っ赤に、まるで歩行者信号のように、目まぐるしく変化する。

「ど、どうだった？」

「え？」

「だからどうだったのよ、その映画!?」

「いや、何でお前がその映画を知ってるんだよ？」

「いいから!!」

　やけっぱち気味の大声で怒ど鳴なりつけられ、今度は達哉が目を白黒させた。

「ああ、あの映画がね。うーん、その──」

　首を傾げた達哉の口元に、困ったような小さな笑えみが浮かんだ。

「正直、あれはないと思ったね」

「……え」

　小さく息を吞のんだ楓が、愕然と達哉を見つめる。

「そう、なの？」

「ああ、ありゃあねえよ、いくら作り話でもさ」

「……そう、何だ。タッくんにはあれ、そう見えたんだ」

　うつむき、肩を震ふるわせる楓の姿を、健司は気づかわしげに見やる。

「楓さん？」

　一方の達哉はそんな様子には気づかないまま、調子よく口を開いた。

「だってよ、謎なぞの転校生の正体は、陰かげから天才少女を守るため高校に潜せん入にゆうした、超ちよう一いち流りゆうのエージェントだった──って与よ太た話のアクション映画だぞ」

「……は？」

　ぽかんと声を出しながら、楓は身を起こした。呆ぼう然ぜんとした顔からは、眼鏡が半ばずり落ちかける。

「そ、そりゃまた、いくらなんでもベタっていうか、安直すぎるね」

「だろ、しかも格かく闘とう戦から射しや撃げき戦、最後にはＡＳまで持ち出してドンパチだぞ。いくらフィクションとは言え、さすがにあれはねえよ」

　苦く笑しようした健司の前で、達哉は大おお仰ぎように肩をすくめた。

「もういっそのこと、セガール呼んで来いよセガール──って」

　ふと達哉は言葉を切った。ちょうど近くを通りかかった担任教師の小お野の寺でら孝こう太た郎ろうが、何やらギョッとした表情でこちらを見ていたのだ。

「どうしたんすか、オノＤ？」

「……お前ら、その話どこで聞いた？」

「へ？　どこでも何も、撮さつ影えい中の新作映画の話ですけど」

「映画？」

「ええ、俺が今、バイトでエキストラやってるんですよ」

「なんだ映画の話か、驚おどろかせやがって」

　あからさまにホッとした様子の小野寺を、今度は達哉が不ふ審しんげに見やる。

「……オノＤ？」

「ああ、いや、何でもない」

「え？」

「いや、本当に何でもないんだ」

　頭を振りながら、小野寺は足早に立ち去る。その様子に、達哉と健司は首を傾げた。

「どうしたんだろ、オノＤのやつ」

「さあ」

　一方の楓は、まるで石像のように凍こおりついていた。




『はいもしもし、丸山映画の山名です』

「ど、どうもメイプルです。あの、映画ですが、アクションとかＡＳとか、一体どうなってるんですか？　私、そんなの書いてないんですけど」

『ああ、その件ですか。以前にお話しした、ちょっとした変へん更こう点ですよ』

「ちょっとした、ですか？」

『ええ、話の流れは全く変わっていません。ほんの少し、客寄せのため申し訳程度のアクションシーンを付け加えただけですので』

「で、でもですね。この話は、ごく平へい凡ぼんな少年少女の関係ってのが一番大事なところで、一流エージェントとか天才少女とかは、その──」

『分かっています。ええ、分かっていますとも。そんな肩かた書がきは、ただの記号ですよ、記号。大だい丈じよう夫ぶ、実際に見てみれば、メイプルさんの伝えたかったことは観客に一〇〇％伝わりますよ。私が保証します』

「──分かりました、では」
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　黄昏たそがれの浜はま辺べを、真一が操あやつる〈クサナギ〉は疾しつ走そうする。

　立ち塞ふさがる敵機──二機の〈サベージ〉の姿。だが、僅わずかなりとも彼の足を止めることはできない。

　飛鳥のように跳ちよう躍やくした〈クサナギ〉、その両手でＡＳライフルの銃じゆう口こうが鈍にぶく光る。

　激しいマルズフラッシュと同時に、撒まき散らされる銃じゆう弾だん。瞬時に撃げき破はされた〈サベージ〉は、断だん末まつ魔まの舞まいと共に横転した。

「待っていろよ、美奈！」

　討うった敵には目もくれず、真一と〈クサナギ〉は加速した。




「はいＯＫ！」

　響き渡わたる監かん督とくの声に、達哉は撃破された〈サベージ〉から這はい出した。

「あー、死んだ死んだ」

『ご苦労だったな』

　首をコキコキ鳴らす達哉に、アデリーナがドリンクのペットボトルを差し出した。

『ん、サンクス』

　礼を言って受け取り、口をつける。そのまま達哉は周囲を見み渡した。

『スケジュールは順調みたいだな』

　休日なので約一週間ぶりにロケ地に出てきた達哉だが、休きゆう憩けい中でも撮影現場の活気は十分に感じられた。

　と、主役機である改装Ｍ９から降りたユースフが、悠ゆう然ぜんとこちらに歩いてきた。

『中々に面おも白しろいものだな、映画とは』

　よほど上じよう機き嫌げんなのだろう、ユースフは顔をほころばせている。その後ろには、サミーラがいつも通りひっそりと従っていた。

『イーサー叔お父じ上うえが、自ら出資して映画会社を設立した理由が分かった。映画とは見るだけならただの娯ご楽らくだが、作るとなればこれはもう──文化だ！』

『はあ、そうっすか』

『また始まったようだな』

　ひどく白けた目で、達哉とアデリーナはユースフの上気した顔を見上げる。

『……若、あの放ほう蕩とう殿でん下かの真似をするのはやめるべき』

『何を言う。確かに私も今までイーサー叔父上を軽かろんじていたが、その蒙もう昧まいを悟さとったぞ。一度、心ゆくまで語り合いたいものだ』

　サミーラの諫かん言げんも、今のユースフには届いていないようだ。

（あいつが妙みように入れこんでる時って、ろくなことが起こらないんだよなあ）

　不安を感じた達哉の目が、ロケ地の一角に止まる。

「あれ？」

　山名プロデューサーに、見知らぬスーツ姿の男が話しかけていた。かなりの年配なのだが、妙に浮うわついた雰ふん囲い気きがある。

『どうした、タツヤ？』

『あーいや、あの軽そうなおっさんが、初めて見る顔だと思ってさ。あんな人スタッフにいたっけ？』

『……ワタナベ・シンイチ。主演女優、カンナ・アヤセのマネージャー』

　何気なく尋たずねた達哉に答えたのは、サミーラの淡たん々たんとした声だった。

『……カンナ・アヤセだけでなく、彼女の所属するアイドルグループのプロデュースを取り仕切っている』

『何でお前、そんなこと知ってるんだよ？　ひょっとしてそのグループのファンとか？』

『……情報収集は侍じ女じよの嗜たしなみ』

　サミーラはピッと指を立てて答える。相変わらずの無表情だが、どこか満足そうに見える。

『ふ、全く私には過ぎた臣よ』

『……恐きよう悦えつ至し極ごく』

「大変だな、メイドって稼か業ぎようも」




「ちょっと待ってください渡辺わたなべさん、今さらそいつは無理ですよ」

「そこを何とか頼たのむよ、山名ちゃん」

　困こん惑わくする山名プロデューサーに、渡辺マネージャーは馴なれ馴れしく話しかける。

「綾瀬だけじゃなくってさあ、他ほかの子たちもこの映画で使ってあげてくれないかなあ。この子たち、今うちの会社でのイチオシでねえ」

「そりゃあそちらのプロダクションにはお世話になっていますし、お引き受けしたいのは山々なんですけど、もう脚きやく本ほんもスタッフも上がっていますし」

「そんな固いこと言わないでよ。ね、綾瀬もみんなと一いつ緒しよのほうが、お仕事やりやすいよね、ね？」

「別に綾瀬、ピンで仕事できるんですけどぉー」

　煽あおるマネージャーとは裏腹に、綾瀬自身はチームメイトの参加には乗り気でないようだ。

「まー、それはそれとして──ほら、悪役のテロリスト組織があるじゃない。そこに入れるってのはどうかな？　悪の美少女テロリスト軍団とか、コレ絶対ウケルって！　どうよどうよ!?」

「それなら別に構わないかなぁ。主役はあくまで綾瀬だし」

「────」

「うーん」

　詰つめ寄られた山名プロデューサーはしぶしぶとうなずいた。

「わかりました、それで行きましょう」




「お断りします」

　控ひかえ室で告げられたシナリオの変更に、吉良浩介はきっぱりとそう答えた。

「そ、そこを何とか」

　汗あせをふきながら弁明するプロデューサーを一いち瞥べつし、強い口調で言う。

「僕はですね、この映画では本格派の演技を目指しているんですよ。分かりますか、本格派です」

「ええ、それはもちろん」

「それを、役者未満のアイドルのＰＶみたいな代しろ物ものにされるなんて、冗じよう談だんじゃない。こんなことなら僕はこの映画を降りますからね」

「ちょ、ちょっと待ってください吉良さん」

　腰こしを浮うかせた浩介に、山名は慌あわてる。

「確かに不本意なのは理解できますが、その、吉良さんの価値が落ちるわけではありません。むしろ彼女との絡からみもあって、シーン自体は大おお幅はばに増やす方向性で」

「──分かりました」

　いかにも不承不承といった様子で、浩介はうなずく。

「だが役の上では、僕が上司で彼女たちは部下、十じつ把ぱ一ひと絡からげの添そえ物みたいなものだ。そのことは、はっきりとさせてもらいたい」

「つ、つまり？」

「こういうことですよ──」




『どうも、丸川映画の山名です』

「はい、メイプルです。その、改かい訂てい版の台本を拝見しました」

『ありがとうございます。それで、どうでしょうか？』

「──今さらＡＳだのテロリストだの宿命の対決だのにつっこみを入れても始まりませんけど、さすがに気になる点がいくつかありまして」

『どこです？』

「ほら、中ちゆう盤ばんで敵の全ぜん貌ぼうが明らかになるシーンですよ。一人につき一分の自己紹しよう介かいが四七分も延々と続くとか、はっきり言って正気の沙さ汰たではないんですけど」

『いやあ、せっかく話題のアイドルグループを使うのですから、ちゃんと一人一人に見せ場を用意しませんと』

「そもそも何で、全員を使わないといけないんですか？」

『…………』

「…………」

『……他には何か？』

「……続けます。その後の日下部の大演説って、全っ然っ空気が読めていませんよね。流れとしても変ですし。ていうかシェイクスピア？」

『は、ははは、仮にも吉良浩介の独演ですよ。まさにクライマックスへの盛り上げという点では──』

「吉良浩介の本格演技って、ぶっちゃけ相当に微び妙みようですよね。学校の後こう輩はいがあの人の大ファンなんで、あまり言いたくないんですけど」

『ええとですね、これは高度に政治的な案件でありまして。ああいや、政治と言ってもあくまで比ひ喩ゆ表現ですよ。ですが、社内や社外における派は閥ばつ関係や組織力学等を考こう慮りよいたしますと、その、中々──』

「……要するに、今さら変えられないと」

『……要するに、その通りです』
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「こりゃまたずいぶんと変わったものだな」

　自宅の居間で台本をパラパラめくりながら、達哉は呆あきれたように言った。

「うわあ、吉良さんの出番がこんなに一いつ杯ぱい。しかもこんな良い役で──」

「良い役なのか、これ？」

　後ろから台本をのぞきこんだ由加里が、目をキラキラ輝かがやかせている。達哉のつっこみも、全く聞こえていないようだ。

『それにしてもさ、これじゃあシーンの追加や撮とり直しが大変だろ？　現場の方は大だい丈じよう夫ぶなのか？』

　達哉の問いに、アデリーナは顔を上げた。

『詳くわしいことは分からないが、かなりスケジュールが押しているようだな。最近、スタッフが殺気立ってきた。それにしても──』

　天てん井じようを見上げたアデリーナが、何やら拳こぶしを造る。

『雇やとわれの身であっても、ああいった意見具申は可能なのか。うむ、ならば──』

『確かにな。おしむらくはあの映画、演出がいささか猥わい雑ざつにすぎる。今少し、正しき法と道を世に知らしめるようできぬものか』

　ユースフまで尻しり馬うまに乗るかのように、腕うでを組んで考えこんでいる。

『おい、何を考えているんだお前ら？』

　達哉は、何やらひどく嫌いやな予感がした。




「これ以上のＡＳの追加!?　無理ですよ坂上さん！」

　坂上監かん督とくの無茶な要望に、山名プロデューサーは悲鳴じみた声を上げた。

「そこを何とかならんかね、山名くん」

　四角いあごに手を当て、監督は横車を押し通す。そのまま、後ろに控えたアデリーナに目をやる。

「このお嬢じようさんから色々聞いてね。もう一度頼むよ、ケレンスカヤくん」

『うむ』

　軽くうなずいたアデリーナが、ペラペラと英語で並べ立てる。山名は慌てて、ヒアリングに集中した。

『あの状じよう況きようで、主人公のＡＳが単独行動を取るなどあり得ない。最低でも、二機一組ツーマンセルでの分隊行動は取るべきだ』

『あー、いや、そのですね、あくまでそれは演出といいますか』

『そうである以上は、敵もそれに対応した戦力を投入するだろう。必勝を期すならば、三倍の六機。小隊編制が三機か四機かで差さ違いはあるが、基本的な戦術はおそらく──』

　ついに地図まで広げて、アデリーナは図上演習じみた説明を行なう。それを見ながら、坂上監督はにやりと笑う。

「どうだい。こいつを聞いてね、どうしてもこう、撮りたい絵が閃ひらめいちゃってねえ。そのためにはどうしても、後Ｍ９が一機に〈シャドウ〉が二機、それと〈サベージ〉四機がいるんだよ」

「駄だ目めですよ。ただでさえ予算もスケジュールも押しているのに。そうですね、ＣＧ合成とかは駄目ですか？　それでも、かなり厳しいですが」

　そう妥だ協きよう案を振ふってみるが、坂上はきっぱりと首を横に振る。

「いや、駄目だ。今回の撮さつ影えいでよく分かったよ。やはりＡＳは実機に限る」

「とは言ってもですね、ない袖そではどうやっても振れませんから」

「──ならば、そこは私に任せてもらおう」

　やたらと流りゆう暢ちような日本語で、今まで黙だまっていたユースフが話に割りこんできた。

「監督、良き作品を作らんと欲ほつするそなたの志、感じ入った。なればこそ、私も一ひと肌はだ脱ぬがせて頂こう」

「はあ」

　やたらと大おお仰ぎような物言いに、山名も坂上も啞あ然ぜんとした。

「えーっと、ひょっとして格安でＡＳを貸してくれるとか？」

「ふっ、今の私は一いつ介かいのＡＳインストラクター、ユースフ・ビン・ムハンマドだ。そのような権限、持っていようはずがない」

　じゃあ、何しに来たんだ、あんた──そう思っても、なぜか山名はそれを口に出せなかった。ユースフの、尊大だが堂に入った立たち居い振ふる舞まいに、すっかり気け圧おされてしまっている。

「だが、ここまで深入りした以上、私も真の姿に立ち返らざるを得まい」

　言うなりユースフが取り出したのは、国内最大手銀行の小切手だった。

「何これ──ってええ!?」

　記された〇の桁けた数すうに、山名は絶句する。

「急ぎ手配させたため些さ少しような額で心苦しいが、手付けと思って頂きたい」

　あっさりとそう言ったユースフを、山名は呆ぼう然ぜんと見つめた。

「あなた、一体何者ですか？」

「そうだな、ここは叔お父じ御ごのひそみに倣ならい、通りすがりの酔すい狂きよう者と名乗っておこう。だがな──」

　ユースフの切れ長の瞳ひとみが、鋭するどく細められる。

「仮にもこの私、ユースフ・ビン・ムハンマド・ビン・カーリム・アル・ケートリーの名の下もとに映画を作る以上、無道や不徳を広めるようなものは認められぬ。よろしいかな？」

「えーっと、具体的には？」

「なに、大したことではない。まずは──」




『どうも、丸川映画の山名です』

「はい、メイプルです。その、何のご用でしょうか？」

『それがですね、実は、大変心苦しいのですが──』

「え？」

『実はですね、いくつかシーンを削さく除じよすることになりまして』

「ど、どこをですか!?」

『とりあえず、その、真一と美奈の二人が、お店から持ち出したお酒をこっそり飲むシーンですね』

「ちょっと、困りますそれ!?　あれは私にとって──じゃなくて、話の流れでとても大事な部分なんですよ。ほら、あれをきっかけに二人の距きよ離りが近づき始めて──」

『はい、それはよく分かります。よく分かりますとも。でもですね最近、未成年の飲酒となりますと世間の目が大変に厳しいんですよ。思いも寄らぬところから批判がこないとも限りませんし、そうなると映画自体に最悪のことが起こることすら考えられましてですねえ、これが』

「そんなあ──何で、今になってそんなことを。せめてもっと早くから言ってもらえれば、代案だって出せたのに」

『本当に申し訳ありません。ですがスポンサーサイドが、ことのほかそういったモラルの問題に厳しい方でして』

「…………」

『ご納なつ得とく、いただけませんでしょうか。今はとにかく、きちんと映画を最後まで撮りきり、形にするのが大事なんです』

「……分かり、ました」

『おお。これはありがとうございます、メイプルさん』

「本当に──本当に、これが最後ですからね！」

『もちろんですとも、はい』
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「いらっしゃいませ」

　案内の声に誘さそわれるように、〈ホワイトファング〉こと日下部遼は、その居酒屋へと足を踏ふみ入れた。

　雑然とした店内は男女別の席に整然と分けられており、喧けん噪そうの中で客たちは、コーヒーや水タバコを静かに楽しんでいる。

　そんな店の隅すみに腰こしを下ろし、日下部はさりげなく周囲を見回す。

　いつもの彼ならば寄りつきもしないこの手の店に足を踏み入れたのは、決行の直前にもう一度だけ、直じかに標的の姿を確かめるためだった。

（あれだな）

　日下部の目が、猛もう禽きんのように鋭く細まる。そのまなざしは、三輪美奈のベールにすっかり隠かくされた愛らしい顔立ちを、真まっ直すぐに射い貫ぬいていた。




「何なんですかぁ、これ!?」

　美奈役の神奈綾瀬は叫さけぶなり、手にしたベールをスタジオの床ゆかに叩たたきつけた。

「これじゃあ綾瀬の顔がぁ、スクリーンに映らないじゃないですかぁ！　どうなってるんです、プロデューサー！」

　問い詰つめられた山名は、慌あわてて答える。

「ええ、まあ──その通りですね、はい」

「でしょう！　だったらぁ──」

「いや、でも、秘するが花と言いますか、夜目遠目に傘かさの内と言いますか。むしろ直接に見せないことで、綾瀬さんの可か憐れんさをよりいっそう引き立てる演出でして」

「ことわざの使い方間ま違ちがってますよ」

　汗あせをふく山名に、今度は浩介が憮ぶ然ぜんと言った。

「というかこのシーンは、綾瀬くんの意見の方が正しいでしょう。ただ日下部が美奈の実家の居酒屋に潜せん入にゆうするってだけの話なのに、何でこんな妙みようちきりんなことになっているんですか？」

「いや、それがですね、実は新しいスポンサーの意向でして。飲酒の場を大々的に映すことは罷まかり成ならぬ、ましてやその場で婦女子が顔をさらすなど以もつての外ほか──とのことでして、はい」

「はあ、何よそのスポンサー？」

　それを聞いた綾瀬は、思いっきり顔をしかめた。

「もういい、よく分かったからぁ。綾瀬がその時代錯さく誤ご野や郎ろうと話をつけてくる」

　憤ふん然ぜんと立ち上がった綾瀬に、山名は慌てる。

「いや、ちょっと待ってください綾瀬さん、そのスポンサーというのが、少々やんごとない立場におられる方でして」

「やんごとあろうがなかろうがぁ、関係ないから！　今日も来てるんでしょう、そのアホスポンサー！」

「は、はあ。確か来らい賓ひん室の方に」

　それを聞くなり綾瀬は、返事もせずにスタジオから飛び出した。彼女のマネージャーと山名が、慌ててその後を追う。

　残された浩介は、大きく肩かたをすくめた。




　それからおよそ十数分後──

「戻もどってきたのかい、綾瀬く……ん」

　再びスタジオに現れた綾瀬の姿に、浩介は驚おどろいた。

「はぁい、お騒さわがせしてぇ申しわけありませぇん」

　人気アイドルの姿は、一変していた。上気した頰ほおに潤うるんだ瞳、そして甘い吐と息いき──

「すっごぉいイケメン。顔もだけど、オーラっていうかぁそういうのがぜんっぜん違うの。うん、あの方のためならぁ綾瀬、覆ふく面めんしてぇＡＫ持ってぇ泥どろの中を転げ回ってもＯＫ！」

　すっかり恋こいする乙女おとめの表情で、綾瀬は語った。

「ちょっと待つんだ綾瀬くん、もっと落ち着いてだね──」

「大だい丈じよう夫ぶだからぁ吉良さん。ユースフ様に任せたらぁ問題なんてないんだからぁ。そう綾瀬のハートが言ってるの!!　ああもう、第五夫人でも第六夫人でもいいからぁ、綾瀬あの方のぉ子供が欲ほしい」

　もし彼女のＣＤやグッズに○○万円つっこんでる熱ねつ烈れつな信者がこの情景を見たら、発はつ狂きようもしくは憤ふん死ししただろう。

「そ、そうかい」

　浩介は、啞然とうなずくことしかできなかった。




『有意義な会談であったな』

『…………』

　応接室のソファーにもたれかかりながら、ユースフはつぶやいた。

『夫以外の男性に肌はだを晒さらしても恥はじぬこの国の女性であっても、諄じゆん々じゆんと諭さとせば貞てい潔けつや婦徳の何たるかを理解できるか。良きことだ、実にな』

『…………』

　得意げに語るユースフの姿に、サミーラはパチパチと手を叩く。

『……コーヒー一いつ杯ぱいで籠ろう絡らく、さすが若』

『何、ただ胸きよう襟きんを開き、誠まことを尽つくして語っただけのことよ。それよりアデリーナよ、そなたの方はどうだ？』

『問題ない』

　話を振ふられたアデリーナが、携けい帯たいをしまって満足げにうなずく。

『ＡＳとオペレータの手配は無事に終わった。明日あした、到とう着ちやくする予定だ』

『そうか、ギリギリで間に合ったな』




　そして迎むかえた、撮さつ影えい最終日──

「一体全体、何でこうなった？」

　久しぶりのロケ地で、達哉は啞あ然ぜんとしていた。

　駐ちゆう機き姿勢を取った、一〇機あまりのＡＳ。その足あし下もとではＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のＡＳオペレータたちが、思い思いの格好で『振り付け』の確かく認にんをしていた。

　達哉やアデリーナたち第三班の人員では足りないので、他班からも助すけっ人とが集まっている。

『えらい大事になったものだな。何があったんだ、一体』

　第三班班長であるバクスターの問いに、達哉は肩をすくめた。

『いや、何が何だか俺にもさっぱり──』

　そこに響ひびく、やたらと軽快な銃じゆう声せい。

『これも撮影か？』

『ええ、あそこっす』

　達哉が、ロケ地の一角を指さす。

　全身を迷めい彩さい服と覆面でくまなく覆おおった美少女（なのかどうか外見では全く判断できない）テロリスト四七人が、今まさにキルゾーンへと誘いこまれ、殲せん滅めつされている真っ最中だった。

　無む慈じ悲ひな十字砲ほう火かに晒され、バタバタと撃うち倒たおされるアイドルグループの姿は、異様にシュールだ。

　その付近では監かん督とくのすぐ脇わきに控ひかえたアデリーナが、あれやこれやと話しかけている。

『いつからアドバイザーになったんだ、あいつは？』

『さあ、それも俺にはさっぱりっす』

　と、そのアデリーナが早足でこっちに駆かけ寄ってきた。

『バクスター班長、次のシーンからだ』

『おう、出番だぞ野や郎ろうども！』

　バクスターの大声に、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のオペレータたちはそれぞれの乗機に向かう。達哉も自分の〈サベージ〉に急ぎ──ふとそこで、台本に目を落とした。

『どうした、タツヤ？』

　怪け訝げんそうな声でアデリーナはそう尋たずねる。

『いやな、ユースフのせいで没ぼつになった主人公の飲酒シーンだけどさ、前によく似たことがあったんだよ』

『ほう、それは珍めずらしい偶ぐう然ぜんだな』

『まあな。楓の家が居酒屋やってるんだけど、二年の時にさ──』

　そこで達哉は我に返った。

『──てなこと言ってる場合じゃないな。最後の最後だ、きっちり締しめないと』
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『ああ、その通りだ』




「おう、やっとるな」

「これは社長」

　背後からの声に、山名プロデューサーは振り返った。丸川映画社長が、満足げな笑え顔がおで立っていた。

「珍しいですね。わざわざロケ地まで来るとは」

「なあに、たまには現場の空気を味わわんとな」

　そう言いながら社長は、ＡＳ同士の乱戦をじっと見ながら、何度もしきりにうなずく。

「いいじゃないか、うむ。どうだ、儂わしの言った通りだったろう」

「ええ、ま、確かに──」

　曖あい昧まいに同意しながら、山名はしきりにハンカチで汗をぬぐう。

　崖がけっぷちでの迷走を何度も繰くり返し、何とかこの映画を形に出来たのだ。これ以上、余計なことは言いたくない。

「しかしだね、こうもいい出来だと、アレを狙ねらってみたくなるな」

「アレとは？」

「決まっているじゃないかね山名くん。アレと言えばアレ、──続編だよ」

「……は？」

　ポカンと口を開いた山名を尻しり目めに、社長は調子よく言った。

「坂上監督も乗り気みたいじゃないか。もう一丁やってみようじゃないか」

「えーっと、あのですね、社長」

「そうそう原作者のメイプル先生だったかな。あの人にももう一ひと肌はだ脱ぬいでもらわねば。どうだね、今度は最初から脚きやく本ほんを書いてもらうというのは？」

「…………」

　しばしの沈ちん黙もくの後、ようやく山名は一言だけ答えた。

「……善処します」




『どうも、丸山映画の山名です』

「メイプルですが、今度は何です？」

『いえ、ようやく撮影が終わりましたので、ご報告をと思いまして』

「そーですか、それはお疲つかれ様でした」

『いえいえ、何よりもメイプルさんの原作あっての作品ですから』

「もう原型、残ってませんけどね」

『それでですね、社長も映画の出来をずいぶん喜んでまして、続編の話が持ち上がったんですよ』

「……は？」

『坂上監督も乗り気でしてね。それでメイプルさんには、脚本をお願いしたいのですが、どうでしょうか？　いや、受験でお忙いそがしいのは承知してますが、ここは一つ曲げて──』

「山名さん！」

『はい』

「じょ、冗じよう談だんじゃありませんよ！　私これから先、金輪際もう映画には関かかわりませんからね！」

『そ、そこを、そこを何とか──』

「絶対にＮＯ!!」
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　一〇〇万ＰＶ突とつ破ぱの大人気ネット小説、待望の映画化!!

「なぜ戦うか」と問われれば「運命さだめゆえ」と答えよう。

　失って初めて気づく、大切なもの。

　冷たい鉄の棺かん桶おけに包まれ、少年は思う。

　あの戦場にこそ、自分の全すべてがあったのだと。

『夕ゆう陽ひのサンクチュアリ』来年春、全国公開!!

　地じ獄ごくの業火こそ、命の灯ともし火び──




　陣代高校の教室、派手な宣伝文句の躍おどる映画雑誌を手に、楓は机に突つっ伏ぷした。

「はう……」

　半開きの口元から、かすれた呻うめきが漏もれる。半分、魂たましいが抜ぬけ出しているかのようだ。

「今度はどうしたんだろうね、楓さん」

「さあな」

　健司の言葉に生返事で答えながら、達哉はノートの切れ端はしにシャープペンシルを走らせる。スケジュールを確認しながら、頭の中で素す早ばやく計算。

「よし、出席日数ＯＫ！」

「おめでとう、何とか卒業できそうだね」

　片手でガッツポーズをつくった達哉に、健司は苦く笑しようした。

「これで心置きなく、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ってところの仕事に行けるのか」

「ああ、早さつ速そく来週からアフリカだ。ええっと、確かマラ……なんちゃらって国だったな」

「そりゃまたずいぶん遠いね。例の映画の仕事は？」

「こないだ終わったよ。ひどい映画だった──だがまあ、悪い話じゃなかったな」

「……え？」

　その言葉に、深々とうつむいてた楓が顔を上げる。

「どういうことだい、それって？」

「いや、あんまり無茶苦茶な映画だったもんだから逆に興味がわいてさ、原作を読んでみたんだよ」

　どうせ無タ料ダのネット小説だし、という言葉は飲みこむ。

「いや、読んでみて驚おどろいたぞ。ほとんど丸っきり別物の話だ。ＡＳのエの字さえ出てこないんだからな」

「そ、それはすごいね」

「共通してるのなんて、キャラの名前くらいだったな。それさえも、中身や設定は完全に別人だし」

「…………」
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　そう話す達哉を、楓は無言のままじっと見ていた。何かに怯おびえるような、あるいは何かを期待するような、そんな目で。

「で、その原作はどうだったんだい？」

「うーん、まあ、悪くなかったかな」

　健司の問いに達哉は首を軽く傾かしげるものの、あっさりとそう答えた。

「ちょっと最後ができすぎだったけどさ、何か読んでて懐なつかしくなったんだ。ああ、けっこう読めたよ」

「ま、市之瀬が活字を最後まで読めたってだけで、大したものなんだろうとは思うよ」

「悪かったな。どうせ俺は、ろくに小説なんて読まねえよ」

　憮ぶ然ぜんと答えた達哉が、ふと振り向いた。

「どうした、楓？」

　楓が眼鏡越ごしに、じっと達哉を見つめていた。その瞳ひとみが潤うるむと、目め尻じりから透とう明めいな滴しずくが流れ出て、頰ほおを滑すべり落ちる。

　ただ、一ひと滴しずくだけ。

「ど、どうしたんだい楓さん？」

「お、お前、何があった!?　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　慌あわてふためく達哉と健司の前で、楓は眼鏡を取ると涙なみだをふいた。

「ううん、何でもない。何でもないよ」

　その口元が、柔やわらかにほころぶ。

「何でもないけど──本当にありがとう、タッくん」

「おう」

　幼おさな馴な染じみの少女が久しぶりに見せたいつもの笑顔に、達哉もにやりと笑い返した。




　邦ほう画が『夕陽のサンクチュアリ』の結果は、惨さん憺たんたるものだった。

　興行は大失敗、映像メディアの販はん売ばい数も全く伸のびず、評論家からもネットからも集中砲ほう火かで叩たたかれっぱなし。

　ただし、一部の軍事マニアやＡＳファンからだけは『恐おそろしくハイレベルなＡＳマニューバを収録した動画集』として、カルト的な人気を博している。








第二話　砂さ塵じんの国









　　　　１




〈シャドウ〉の狭せまいコクピットに、ライフルの砲ほう声せいが鋭するどく響ひびいた。

　メインスクリーンに映った〈サベージ〉が、まるで糸の切れた人形のように崩くずれ落ちる様を、ユースフは目に焼き付けた。その背部には、三七ミリ砲ほう弾だんの弾だん痕こんが深々と穿うがたれている。

〈サベージ〉の向こうには、両りよう腕うでを失った青いＡＳアーム・スレイブが横転している。敵との交戦で無力化された僚りよう機き、その機体に迫せまっていた敵〈サベージ〉のコクピットを、ユースフは背後から狙い撃うったのだ。

　敵のオペレータは、間ま違ちがいなく即そく死しだろう。

『ユースフ、か？』

「危き機き一いつ髪ぱつであったな」

　平静を装よそおった声で戦友からの通信に答えながら、ユースフは今しがた引いたトリガーの感かん触しよくを思い出す。

　これまでに幾いく度どとなく繰くり返してきた訓練や演習と、何ら変わらない。全く同じ感触だった。

　ただそれがもたらした結果だけが、全く異なっていたのだ。

　故郷ふるさとを離はなれた異国で迎むかえた、思いもかけぬ初うい陣じんの機会。そこで仲間の命を救うため、敵兵の命を奪うばう。

　自分の為なしたことの意味が、ひどく重かった。




「……若」

「…………」

　静かな少女の声が、ユースフを現実へと引き戻もどした。

　柔らかなソファーから、若々しくしなやかな長身を起こす。高級ホテルの一室を思わせる豪ごう奢しやな内装の空間、傍かたわらの窓からは眼下に青い海がのぞいていた。

　ここは、ユースフ自身が所有する個人用プライベートジェット機のキャビンだ。ソファーの傍らには、侍じ女じよのお仕着せを着た少女──サミーラが控ひかえている。

　ユースフにとっては物心つく前から共に育った乳ち兄妹きようだいであり、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置く従者の一人だ。

「紅こう海かいか」

「……もうじき、アラビア」

「そうか」

　サミーラの言葉に、そっとユースフは目を閉じる。思い浮うかぶのはどこまでも広がる砂さ漠ばくと空、そして苛か烈れつな陽光と風だった。

「まさか、このような形で戻ることになるとはな」

　端たん整せいな唇くちびるが、自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。

　ユースフ・ビン・ムハンマド・ビン・カーリム・アル・ケートリーは、アラビア半島の新興国、ラシッド王国の第三王子だ。

　産油国であるラシッドは、その莫ばく大だいな富を投じて急激な近代化を進めており、ユースフはその一いつ環かんとして軍人への道を歩むことになった。まだ十代の若さでありながらヨーロッパの士官学校で将校としての高等教育を受け、卒業後は大たい佐さとしてＡＳ教導団の司令に任じられた。

　だが今年の八月、ユースフに大きな転機が訪おとずれた。ＡＳ戦術を学ぶために招しよう聘へいした米国の民間軍事会社ＰＭＣＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスとの演習における失態を理由に、教導団司令の地位を解任されたのだ。

　失意のユースフは逆にＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．へと派は遣けんされるものの、今度はそこで社長であるメリッサ・マオのスカウトを受け、インストラクターとして採用された。

　のみならずつい先日、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の業務として訪れたアフリカのマランパ共和国では政府軍と反乱軍の内戦に巻きこまれ、初の実戦を体験することとなった。

　ユースフにしてみれば、どれも良かれと思っての行動であり、その結果だ。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．への入社はより高度なＡＳ技術を学ぶためであるし、マランパでの戦せん闘とうは降りかかる火の粉を払はらったまでのこと。とはいえ本国の意向を無視した独断専行であるのもまた事実である。

「……表おもて沙ざ汰たにはなっていないけど、王宮や政府の一部では若を非難する声も上がり始めている」

「それらの声を無視できなかった故ゆえ、父上から私に本国召しよう還かんの命が下されたわけか」

　ムハンマド国王マリクによる直じき々じきの査問への出頭命令。しかもそれを伝えに来た使者がサミーラとあれば、従う他ほかにない。

「首都の──ハーイルの情勢は？　この査問会とやらを、王宮ではどのように見ておるのだ？」

「……親おや父じ殿どのの話だと、形勢は良くない」

　ユースフの問いに、サミーラは答える。サミーラの父であるハッサンはラシッド陸軍の中ちゆう佐さであり、ユースフを幼いころから育てた守もり役である。

「……ハマド殿でん下かが、若をケートル王家から追放するべきだと主張している。同意する取り巻きも少なくない」

「兄上らしいな。さぞや息巻いておられるだろう」

　苦く笑しようするユースフを、サミーラはじっと見つめている。

「……表立って若を弁護する人は、今のところいない。そもそもハーイルは今、ＷＡＭＦでお祭まつり騒さわぎだし」

「なるほど、確かにそろそろＷＡＭＦのラシッド杯はいだな」

　ユースフの言葉に、サミーラは小さくうなずいた。

　ＷＡＭＦ──World Armslave Match Federationとは、ＡＳを用いた格かく闘とう競技だ。厳密には統とう括かつする団体の組織名なのだが、競技自体の通つう称しようとして広まっている。

　ＡＳ所持への法的規制から、ＷＡＭＦの大会は主要先進国で大々的に開かい催さいするのが難しい。そのため主に、東南アジアや中東のリゾート都市などで興行が行なわれている。

　ラシッドもＷＡＭＦの大会を観光産業の柱の一つと見なし、力を注いでいる。国民にも熱ねつ狂きよう的てきなファンは多い。

　秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうや、兵の先頭で軍務に精勤する姿から、ラシッド国内でのユースフの人気は非常に高い。反ユースフの陣じん営えいとしては、国民の注目がＷＡＭＦへと集まっている隙すきに、処分を下したいのだろう。

「やれやれ、これは進しん退たい窮きわまったか」

　そうつぶやくとユースフは、再びソファーに体を預けた。

「……若、自や棄けは禁物」

「分かっておるよ。この身一つのことですむならともかく、今まで私について来てくれた者たちまで巻きこむことはできぬ」

　そうつぶやいたユースフが、ふと押し黙だまる。ややあって、静かに口を開いた。

「マルヤムは元気にしておるか？」

「……不実な良人おつとを待ちわびているにしては」

　答えるサミーラの声は、なぜか冷たい。

「……きっと毎夜、枕まくらを涙で濡ぬらしている。それを悟さとらせないマルヤムさま、とても健けな気げ。なんてかわいそうなお方。るーるーるー」

「人聞きの悪いことを申すでない」

　珍めずらしく多弁を弄ろうしながら、サミーラは白々しく目元をぬぐう。その姿に、ユースフは顔をしかめた。




　その後の旅路は大過なく、ユースフたちを乗せたプライベートジェット機は無事に着陸した。

　ラシッド王国首都ハーイル市の郊こう外がい、ユースフの私し邸ていに附ふ属ぞくした滑かつ走そう路ろへと、ジェット機は降り立つ。不ふ可か避ひの振しん動どうが機体と乗客を揺ゆさぶるものの、それらは全くの問題外だった。

「ふむ」

　機内でユースフは軽く首を回すと、シートベルトを外した。そんな主君の姿を、サミーラはじっと見つめている。

「……若、まずマルヤム様に一言あるべき」

「分かっておるよ──」

　ユースフの手荷物をまとめながら、サミーラが一言釘くぎを刺さす。肩かたをすくめたユースフの眼前で、ジェット機の出入り口が開いた。

「お帰りなさいませ、殿下」

「──なんと」

　深々と一礼した人ひと影かげに、ユースフは言葉を失った。

　ぴしりと背筋を伸のばした、瘦やせぎすな女性だった。柔にゆう和わな笑みを浮かべた顔には、いくつもの深いしわが刻まれている。

「ま、まさか、私が国を離れていたわずかな時間で、そのような姿に成り果てるとは。苦労をかけたようだな。真に相済まぬ」

「は？」

　ユースフは女性の手を取り、涙なみだを流さんばかりに悔かい恨こんの言葉を述べる。対して当の女性は、控えめながら困こん惑わくの表情を浮かべていた。

「……若」

　見かねたサミーラが、ぽつりとつぶやく。

「……それ、私のお袋ふくろ様さま」

「む──」

　静かなつっこみにユースフは眼前の女性をしげしげと眺ながめ、不意にぽんと手を打ち合わせた。

「おお、言われてみれば確かにファタハではないか」

「お久しぶりでございます」

　女性──サミーラの母であり、ユースフの乳う母ばのファタハは、内心を毛筋ほども表情に出さず一礼した。

　その背後には、一個小隊ほどの男女がずらりと列をつくっていた。その全員が久々に戻った主あるじを出で迎むかえるために、しわ一つないお仕着せを身につけてぴしりと背筋を伸ばしている。

「「「お帰りなさいませ、殿下」」」

「おお」

　唱和しながら一いつ斉せいに頭を下げる人波に、ユースフは手を上げて答える。

　そのまま早足でタラップを駆かけ下り、女性の一人の手を取った。

「出迎え、ご苦労。しばらく見ぬ間にずいぶんと背が伸びたな、マルヤム」

「殿下、わたくしは女中のラティファでございますが」

「ああ、こっちか。ずいぶんと筋張った手に──」

「ユースフ様、あたしは台所見習いのアミナです」

「む、すまぬ。ではこちらか…………髭ひげ？」

「殿下、あっしは庭番のハキムですだよ」

「わ、分かっておる！　ええっと──」

「ユースフ様!!」

　不意に、まだ幼い少女の声が響ひびき渡わたる。

「お待ちしておりました、我が背の君様!!」

「ぬおっ!?」

　不意に視界が閉とざされ、上体がきつく締しめ付けられた。完全に不意をつかれたユースフは、そのまま足を踏ふみ外はずしてしまう。

「むわっ！」

「きゃあっ！」

　派手に横転するユースフ。だが混乱の中でもとっさに襲しゆう撃げき者の小さな体を抱だきしめ、辛かろうじて庇かばうことに成功した。

　激しい衝しよう撃げき。頭を打ち、一いつ瞬しゆんだがユースフは気が遠くなる。

「……大だい胆たん」

「あらあら、いけませんよ奥方様」

　笑いを含ふくんだファタハの声と共に、ようやく視界が開けた。ユースフにひしとすがりついていた襲撃者が、優やさしく引き離はなされたのだ。

「う、うーむ──」

　ようやく解放され、体を起こしたユースフがまず目にしたのは地面に這はいつくばった十歳前後の少女の姿だった。

「そ、その、久々のお戻もどりですので『さぷらいず』というものを狙ねらってみたのですが、ま、まさかこのような事態になろうとは。お、お怪け我がはございませぬか？」

「…………フッ」

　少女の声や仕草があまりにも真しん剣けんなのが逆に面おも白しろく、ユースフはつい吹ふき出してしまった。口元を押さえたまま、肩を震ふるわせる。

「ユースフ様？」

「もうよい、面おもてを上げよ」

　その言葉に少女は、恐おそる恐る顔を上げる。

「怒おこって、おりませぬか？」

「当然、怒っておるとも」

　わざと顔をしかめたユースフは、やや乱暴な手つきで少女の体を抱き寄せた。

「きゃっ？」

「マルヤムよ、もしそなたがこのようなことで怪我でもすれば、私を信じてそなたを嫁とつがせてくれたアブドゥラ殿に申し訳が立たぬではないか」

　そのままユースフは少女を──自身の妻であるマルヤム・ビント・アブドゥラを抱き寄せた。

「お、おやめくださいませユースフ様。ご、ご無体な」

「何が無体か。我らは夫ふう婦ふぞ」

　そう告げるとユースフは、ごく間近からマルヤムの顔を見下ろす。

　まだ幼いものの、彫ほりが深く整った顔立ち。星のように輝かがやく黒い瞳ひとみは、陶とう然ぜんとユースフの姿を映している。

「お帰りなさいませ、我が君」

「ああ」

　そう答えながら、ユースフはマルヤムの背を撫なでさすった。と──

「……コホン」

　わざとらしいせき払ばらいに、ユースフは声の方向を見上げた。大荷物を背負ったサミーラが、タラップの上段からこちらを見下ろしている。

「……若もマルヤム様も、ちょっと邪じや魔ま」

「う、うむ、すまぬな」

「ごめんなさい、サミーラ」

　ユースフもマルヤムも立ち上がり、そそくさと道を空けた。タラップから降りたサミーラは、母であるファタハの前で軽く頭を下げる。

「……お袋様、ただいま」

「お役目、大たい儀ぎでしたね」

　そう答えるなり、ファタハがぱんぱんと手を打ち合わせる。

「さあさあ、つもる話も多いでしょうが、まずは屋や敷しきの中でお休みください。特に殿でん下かは、長旅の疲つかれを癒いやしませんとね」

　今のファタハは家政婦として、この邸やしきの奥向きを取り仕切っている。その指示に従い、使用人たちは一斉に動き出した。

「殿下、まずはこちらへ。湯ゆ浴あみの用意が調ととのっております」

「お召めし物は、いかがなさいましょうか」

「サミーラ殿どの、荷物はわたくしどもがお預かりしましょう」

「うむ、大儀」

　鷹おう揚ようにうなずいたユースフが歩き出すと、サミーラが静かに寄り添そった。

「……夕過ぎには、親おや父じ殿がお味方をお連れしてくる手て筈はず」

「それはありがたい。是ぜ非ひとも今後の対策を練らねばな」

　うなずくユースフや周囲の人の流れを、マルヤムはどこか切なげに見やる。

「──わたくしでは、ユースフ様のお役に立てぬのですね」

　か細い声は風に消え、誰だれの耳にも届かなかった。




　その日、ラシッド王国首都ハーイルの市街は、沸ふつ々ふつとたぎる熱気によって満たされていた。

　市の中央を走る大通りを、鋼はがねの巨きよ人じん──ＡＳが進む。磨みがき抜ぬかれた装そう甲こうは陽光にきらめき、太い足が路面を踏みしめるたびに沿道が揺れる。

　それも、一機だけではない。アメリカのＭ６〈ブッシュネル〉、ロシアのRk─99〈サベージ〉、フランスの〈ミストラル２〉など、多種多様な機種が数十機も行進していた。

　中には数こそ少ないものの、Ｍ９〈ガーンズバック〉やZy─99〈シャドウ〉といった、最さい新しん鋭えいの第三世代型ＡＳさえ混じっている。

　本日開かい催さいされるＷＡＭＦラシッド杯はいの開会式、それに先立つ出場ＡＳのパレードだ。

　ＡＳの大半は機体に派手な塗と装そうや装そう飾しよくを施ほどこしており、中にはスポンサーのロゴを堂々とつけている機体さえある。

　エンジンの唸うなり、オイルの臭しゆう気き──沿道に詰つめかけた観衆は、惜おしみない歓かん声せいを浴びせる。ラシッド国民のみならず、わざわざ生で見るために訪おとずれた外国人観光客の姿も少なくない。

　さらにそれらを当て込んでいくつもの屋台や出店が軒のきを連ねているため、群衆の混雑はとんでもないことになっている。警備や整理に当たる警官たちは、顔を真っ赤にして笛を吹き鳴らし、誘ゆう導どう灯とうを振ふり回していた。

　尽つきぬ歓声の中、ＡＳの隊列は北から南へと市街を縦断し、郊こう外がいの多目的競技場──カーリム記念スタジアムを目指していた。




（やれやれ、このような折に）

　カーリム記念スタジアムの貴き賓ひん室しつ、続々と入場するＡＳの姿を窓まど越ごしに見下ろしながら、ハッサン・ビン・ジャスイーム中ちゆう佐さは内心でつぶやいた。

　温厚な顔立ちにはどこか悄しよう然ぜんとした表情が浮うかんでおり、恰かつ幅ぷくの良い体つきも一回り縮んで見える。

（殿下に、何と申し上げればよいか）

　ハッサンは幼いころからユースフを育てた守もり役であり、妻のファタハや娘むすめのサミーラと共に今でも側近として仕えている。

　今回の査問に際しても、ユースフの立場を守るため駆け回っているのだが──

（まさか、誰だれ一人ひとりとして招きに応じてくれぬとは）

「ふははははは、どうしたのだハッサン」

（ナブハン族のアブドゥラ族長──マルヤム様のお父君すら門もん前ぜん払ばらい同様か。殿下の舅しゆうとが情けない）

「あの愚ぐ弟ていめが帰ってくるというのに、ずいぶんと浮かぬ顔ではないか」

（いやいや、ここで弱気は禁物）

「いたしかたあるまい、貴様は乗る船を間ま違ちがえたのだからな」

（そう、今こそ殿下への一層の忠を──）

「どうだ、今ならまだ乗り換かえる目も──ええい、聞かぬか!!」

「……おお、これはしたり」

　不意に（ハッサンの主観では）背後から響いた怒ど声せいに、慌あわてて振り向く。

　声の主はアラブの民族衣い装しようである丈たけ長ながの白い長衣を着こんだ若者だった。

「これは申し訳ございませぬ。何用でございましょうか、ハマド殿下」

　ハマド・ビン・ムハンマド・ビン・カーリム・アル・ケートリー王子。ユースフの腹違いの兄である。年ねん齢れいは二五歳。背丈こそ長身のユースフよりやや低めではあるものの、狩しゆ猟りようや乗馬で鍛きたえられた壮そう健けんな体たい軀くをしていた。

　ムハンマド国王マリクの第二子だが、長兄のイドリス王子が病弱なこともあり、次期国王の最有力候補と見なされていた。今も背後には、多くの取り巻きを従えている。

　荒あらく肩かたを上下させるハマドの姿を、ハッサンは気づかった。

「ずいぶんとお疲れのようですが、いかがなされました？」

「──貴様、よもや分かって言っておるのではあるまいな？」

「…………？」

　心底から不思議そうなハッサンの物もの腰ごしに、ハマドは肩を落とす。

「いや、分かっておる。言ってみただけだ。貴様にそんな器用な真ま似ねができるとは思っておらん」

「よく分かりませぬが、不調法の儀ぎはご容よう赦しやあれ」

　馬ば鹿か正直にそう答えながらも、ハッサンは改めて気を引き締め直す。

　何せハマドは以前より度たび々たび、ユースフに対して攻こう撃げきをしかけてきた政敵なのだ。以前に教導団司令を解任された件しかり、そして今回の件もしかり。

「そうだな、貴様はそういう男だった」

「は？」

「いや、何でもない。忘れろ」

　妙みように疲れた声で、ハマドが答えた時だった。貴賓室の扉とびらが、重々しく開かれる。

「ただいまより、ムハンマド陛下が御ご出しゆつ座ざあそばれます。方々、ご起立を」

　近この衛え兵へいの呼び声に、談だん笑しようしていた族長や閣かく僚りようたちが背筋を伸のばす。ハッサンやハマドも、慌ててそれに倣ならった。そして、側近や護衛の集団を引き連れ、ムハンマド国王が貴賓室に姿を現す。

　ラシッド王国二代目国王ムハンマド・ビン・カーリム・ビン・トゥルキー・アル・ケートリーは、今年で五五歳になる。

　ラシッドの独立直後に逝せい去きよした初代カーリム王の後を継ついで即そく位いし、一五年間この国を治めている。

　湾岸ガルフ諸国が湾わん岸がん戦争におけるクウェートへの核かく攻こう撃げきや第五次中東戦争、冷戦終結に揺ゆれる中、厳しい舵かじ取とりを迫せまられてきたためか、豊かな髪かみも髭ひげも半ば白くなっていた。

「汝の上にアツサラーム平穏あれ・アレイクム」

　厳おごそかな声で、ムハンマド国王はそう告げる。一同がそれに和す中、ふと国王の視線がハッサンに止まる。

　部族意識が強いラシッドだが、ハッサンの家は古くから直接ケートル家に仕えてきた家いえ柄がらだ。守り役としてユースフの養育を任されたのも、代々の忠勤を認められてのことである。

（陛下──）

　だが国王はわずかな一いち瞥べつだけを残すと、バルコニーへと向かった。ＷＡＭＦ開会の挨あい拶さつのためだ。

「フッハハハハハッ!!　当てが外れたようだなハッサン」

　失意に肩を落とすハッサンを、あからさまな笑声が打った。

「だから言ったのだ。今さら悔くいても遅おそいぞ。ハァッハハハハハハハハ」

　あからさまな嘲ちよう弄ろうすら、今のハッサンには届いていない。

「フンハッハッハッハッハッハッハッハッ──はぎゃ!?」

「ど、どうなさいました、ハマド殿下？」

「ひゃ、ひゃぎょぎゃ……」

「い、いかん、笑いすぎであごが外れたようだ！」

「医者だ、医者を呼べ！」

　そんな寸劇にも気づかぬまま、ハッサンはため息まじりに国王の背を見やっていた。




　　　　２




　その夜、久方ぶりに主あるじを迎むかえ、屋敷の広間は美しく飾かざり立てられていた。

　ランプの光に影かげが戯たわむれ、細身の円柱やアーチ、複雑な菱ひし形がたをした窓格こう子しを照らし出す。壁へき面めんに沿って並べられた長なが椅い子すには美しく刺し繡しゆうされた絹のクッションが置かれ、肌はだを撫なでる空気にも甘やかな香こう料りようが焚たきこめられていた。

「さあ、始めましょう！」

　マルヤムの声は、そんな官能的な空気にはいささか不似合いなほどに元気だった。

「今日の宴えん席せきは、不ふ肖しようこのマルヤムが取り仕切ってみせます！」

「……え？」

　心底から意外そうなサミーラの声に、たちまちマルヤムの顔は真っ赤になる。

「な、何ですかその反応は!?　いいですからサミーラ、早く皆みな様さまにスープをお注つぎしなさい」

　自信満々に命じたマルヤムだが、サミーラはあっさりと首を横に振った。

「……まず、コーヒーが先だと思う」

「そ、そうですわね。ではコーヒーの準備……はっ！　まずはお湯を沸わかさねば！」

「……大だい丈じよう夫ぶ、そこで沸いてるから」

「あら本当。ええと、では豆とポット、豆とポット」

「……準備はこちらで出来ている。雑事は私たちに任せて、マルヤム様はどっしりと構えていて欲しい」

「……はい」

　サミーラから言外に『邪じや魔まだから大人しくしていろ』と告げられ、すっかり意い気き消しよう沈ちんしたマルヤムは、席で小さくなってしまった。

　そんな妻の姿に、ユースフは小さく苦笑する。

「落ちこむでない。そもそも今宵こよいは、ごく身内の席なのだからな」

　見回した広間は、ひどく閑かん散さんとしていた。席に着いているのが、ユースフ、マルヤム、ハッサンの三人しかいないのだ。

「申し訳ありませぬ」

　向かいに座ったハッサンが、深々と頭を下げる。

「アブドゥラ殿どのをお連れすることが叶かなわなかったのは、偏ひとえにそれがしの不徳の致いたすところです」

「わたくしは、父上が情けのうございます」

　マルヤムもまた、表情を曇くもらせていた。

「父が娘を、舅が婿むこを、訪ねることに何の問題がありましょう。ただでさえユースフ様が苦難にあっておりますのに」

「あまり舅殿を責めるな」

　静かな声で、ユースフはマルヤムを諭さとす。

「あの方も、部族の者を背負っておるのだ。いたしかたあるまいて」

　アブドゥラ族長はムハンマド国王の近代化政策の支持者であるが、他ほかの族長にはアラブの伝統的な価値観・風習を唱えて反対する者も少なくない。

　そういった政敵の存在と、後うしろ楯だてになっていたユースフに瑕か瑾きんが生じたことを合わせれば、立たち居い振ふる舞まいが慎しん重ちようになったとしてもおかしくない。

「しかし、あまり悠ゆう然ぜんと構えておりましても。確かに焦あせりは禁物ですが」

「まあよい。難しい話は後にして、まずは夕ゆう餉げにしようではないか」

　と、サミーラたちが料理の載のった盆ぼんを運んでくる。

「久しぶりのファタハの料理だ。堪たん能のうさせてもらうとしよう」

　どこか太平楽なユースフの言葉に、マルヤムとハッサンは顔を見合わせた。




「要するにだ、私がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で得たものを、父上や皆みなに示せばよいのだ」

　サフランで甘く煮にた羊肉を口に運びながら、ユースフは言った。

「言うは易やすしですが、いかなる形でありましょうか」

　あえて渋じゆう面めんをつくり、ハッサンは諫かん言げんする。

「国王陛下による殿でん下かへの査問は、予定通り来週に行なわれる予定なのですぞ」

「ＷＡＭＦの閉会後か。他には？」

「まずそもそも、これより先についての殿下の御存念をお聞かせ願いたい。やはりこの後も、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に身を置き続けるおつもりでありましょうか？」

「無論」

　その問いに、ユースフは即そく断だんで返す。

「先日、マランパでの戦いくさを通じてますます感じた。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の一員としてあることで、今まで見えぬことにも目が広がった。ただ私個人の武功や経験ではない。ひいてはそれが将来のラシッドのためと思うからこそ、私は今しばらくＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．と共にありたいのだ」

「うーむ」

　その答えにハッサンは腕うでを組み、マルヤムは嘆たん息そくする。

「正直、わたくしはユースフ様が謹きん慎しん等を自発的になさることで、陛下の寛かん恕じよを請こい願う──といった流れを考えておりました」

「それがしも奥方様に賛同いたします。殿下、ここは一つ曲げて──」

「……私は、若に賛成」

「こ、これ」

　いきなり口を挟はさんだサミーラに、ハッサンは目を丸くした。

「……ここは退くのではなく、己おのが意を通さんがため、あえて前へ出る。実にご立派」

「た、確かに！　それこそ王道というものかもしれませんね！」

　あっという間に感化されたマルヤムを、ハッサンは慌あわててたしなめる。

「ですが奥方様。若気や意気の一つで横車を押し通せるほど、政まつりごととは容易たやすいものではありませぬぞ」

「あう──」

　押し黙だまるマルヤムから、目線をユースフに向ける。

「それとも殿下、何か腹案がおありなのですかな」

「そのことだがな」

　得たりとばかりに、ユースフはぴっと指を立てる。

「一つばかり、試ためしてみたい手がある」




　最後に甘い揚あげ菓が子しと果くだ物ものがたっぷり出され、夕餉は終わった。

「では、お休みなさいませ」

　まだ幼いマルヤムは、一礼すると寝しん室しつに向かう。サミーラは、散らかったテーブルの上を片付けていた。

「……何とかなる？」

「さあな。全すべては明日以降よ」

　心配げな様子を──全く浮うかべていないサミーラにそう答え、ユースフは小さくあくびをした。

「休むなら、寝しん所じよの用意は出来ている」

「すまぬな」

　相変わらず手回しのいい侍じ女じよに礼を言い、ユースフは寝室に向かった。その背に向かって、サミーラがぽつりとつぶやく。

「……今宵はお楽しみ」

「何がだ？」

「……いえ、別に」




　寝室で、ユースフは夜着に着き替がえた。

　以前は小こ姓しように手伝わせていたのだが、軍人生活に慣れてからはすっかり一人での着替えに慣れてしまった。脱ぬいだ衣服も脱ぎ散らかしにはせず、きちんとたたんで一まとめにしておく。

「やれやれ、すっかり私も所帯じみたものだ」

　苦く笑しようしながら天てん蓋がい付きの豪ごう奢しやなベッドへ向かおうとし──ユースフはぴたりと足を止めた。

（曲くせ者もの？）

　寝室の中で、明らかに自分以外の気配を感じる。息を吞のみながらもユースフは、なるべく平静を装よそおって部屋を探さぐる。

　静せい寂じやくの中に響ひびく、かすかな呼吸音と衣きぬ擦ずれの音。何とも大だい胆たんなことに、侵しん入にゆう者はユースフのベッドの中に潜ひそんでいるようだ。

（まさかこの屋や敷しきの警備をかいくぐってここまで忍しのびこむとは、何と恐おそるべき手て練だれか）

　戦せん慄りつしながらもユースフは、人を呼ぼうとはしなかった。護身用の拳けん銃じゆうを確かめ、静かな足取りでベッドへ向かう。

　一いつ瞬しゆんだけ呼吸を止め、左手で毛布をはぎ取った。

「何者か！」

「ひゃうわっ!?」

　ユースフの鋭するどい誰何すいかと、刺し客かくらしからぬ悲鳴が交差する。

「…………」

「…………」

　ややあって、ユースフはため息まじりにベッドを見下ろす。

「何をやっておるのだ、そなたは」

　そこには緊きん張ちようで全身を強こわ張ばらせたマルヤムが横たわっていた。

　肌も露あらわな薄うす衣ぎぬ一枚という普ふ通つうなら扇せん情じよう的な格好なのだが、凹おう凸とつが限りなくないに等しい二次性せい徴ちよう以前の体つきなため、色気も何もあったものではない。

「そ、その、わたくしたちは夫ふう婦ふですし、やはり閨ねやは共にするべきかと」

「サミーラの入れ知ぢ恵えか？」

「そ、それは……」

　明後日あさつての方向を向いてはぐらかそうとするマルヤムだが、何も言わずともその表情だけで雄ゆう弁べんに肯こう定ていしていた。
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「全く、あやつは何を考えておるのだ」

　頭痛を感じながら、ユースフはベッドの端はしに腰こしかけた。

　ちなみに当然ながら、ユースフとマルヤムは未いまだ本当の意味では夫婦の契ちぎりを交かわしていない。西洋風に言うならば『白い結けつ婚こん』のままである。

「まだそなたに夜よ伽とぎは早いと申したであろう。つまらぬ悪戯いたずらは止やめぬか」

　その言葉に、マルヤムは目を瞬しばたたかせた。ややあって、桜色の唇くちびるを尖とがらせる。

「つまらなくなど、ありませぬ」

「ほう」

　がばっと身を起こしたマルヤムに、ユースフはそう言った。

「そそそその、ユ、ユースフ様のお──おお、お……」

「お？」

「……お──御お胤たねが頂ちよう戴だいしたいとは申しませぬ。ですがせめて、臥所ふしどで肌はだの温ぬくもりを感じるくらいならば──へくちん」

「ふっ」

　可愛かわいらしいくしゃみをするマルヤムに、ユースフは思わず吹ふき出した。

「わ、笑わないでくださいませ。怒おこりますよ！」

「いやいやすまぬ。そうよな、そのような格好で風か邪ぜでもひいては一大事よ」

　言うなりユースフは、マルヤムのすぐ側そばに寝ね転ころがる。

「ユ、ユースフ様？」

「夫婦らしく、寝所を共にしたいのであろう。それとも、やはり嫌いやか？」

「いえ、決してそのようなことは」

　満面の笑えみでマルヤムは、ユースフの体に飛びつく。ユースフは毛布を、二人の肩かたまで上げた。

「申し訳ありません。このように、妻とは名ばかりの身で……」

「なに、それでは私とて夫の務めを果たしておるとはお世辞にも言えぬよ。だがまあ、さりとて──」

　ふと、小さな思いつきがユースフの心中に生まれた。

「どうだマルヤム、明日は夫婦らしく共に外出せぬか？」

「外出……わたくしと、ユースフ様が？」

「ああ、そなたが良ければだが」

「行きます!!」

　ひどく真しん剣けんな顔で、マルヤムはユースフに迫せまった。

「行きますとも！　ええ、本当に──」

「そうか、ならばよい。そなたがそこまで喜んでくれるのであれば、幸いだ……」

　幼い妻の背を撫なでさすりながら、ユースフは心ここ地ちよい睡すい魔まに身を委ゆだねた。




　ちなみにそれから日も変わった夜よ更ふけ──

　蹴けり落とされた床ゆかの上で、ユースフはマルヤムの寝ね相ぞうがあまりよろしくないことを知ったのだった。




　　　　３




　ラシッド王国はイスラム教徒が人口の大多数を占しめるムスリム国家ではあるものの、隣りん国ごくのサウジアラビアやペルシア湾わんを挟んだイランのように、厳格にイシスヤラームリ法アが適用されているわけではない。

　むしろ司法や警察、教育の現場では、可能な限り宗教色を薄うすめる政策が取られている。観光客向けの酒場は珍めずらしくないし、女性のほとんどは開放的な服装で街を歩いている。そういった雰ふん囲い気きを好んでか、休日のたびにサウジから『息いき抜ぬき』で訪おとずれる観光客も大勢いるくらいだ。

　こういったムハンマド国王の政策は、一部の神学者や長老衆といった保守派から、世せ俗ぞく主義的だと非難されることもある。だが国民の多くは、国王による上からの改革を概おおむね支持していた。現に実学中心の教育を受けた世代からは中ちゆう堅けんどころの官かん僚りようや技術者が生まれており、社会の第一線で働いている。

　古くからの地ち縁えん・血けつ縁えん的な部族主義と、根付きつつある国民意識の奇き妙みような混こん淆こう。そんな過か渡と期きのハーイル市で、その一団は非常に人目を引いていた。

「あ、あの、ユースフ様……」

　蚊かの鳴くような声に、ユースフは振ふり向いた。

「いかがした？」

　そこにいたのは、二人の少女だった。二人とも頭から足先まで、目元をのぞいて黒い布ですっぽりと覆おおわれている。アバヤと呼ばれる、アラビア半島の伝統的な民族衣い装しようだ。

　言わずと知れた、マルヤムとサミーラだった。

「確かに、その、顔かたちを隠かくすには最適やもしれませぬが──」

「……かえって目立っている。若、再考を要求」

　視線を避さけるように身をくねらせるマルヤムと、単刀直入に言葉を引き継つぐサミーラ。そんな二人の姿に、ユースフは眉まゆをひそめた。

「何を言っておる。その姿は女性の変装には最適なのだぞ」

　ユースフ自身にも、乳う母ばであるファタハの手によって変装やメーキャップが施ほどこされている。アバヤも、ファタハが用意したものだ。

　もっとも、娘むすめからは全くの不評だったが。

「……本当に？」

「うむ」

　疑わしげなサミーラに、ユースフは大おお仰ぎような仕草でうなずいた。そのままどこか遠い目で、雲一つない空を見上げる。

「かつて我が母上も、その姿で父上と微び行こうなされたらしい。限られた逢おう瀬せの機会を、共に過ごされたのだ」

「何と、そうでありましたか」

　ユースフの言葉にマルヤムは、黒衣からわずかにのぞいた両目を丸くする。

「そのような実績がありましたとは、わたくし思いも寄りませんでした。申し訳ありませぬ、ユースフ様」

「いやいや、分かればよいのだ。先を急ごう」

「はい」

「…………」

　仲むつまじく寄り添そう夫ふう婦ふの姿を半眼で見やりながら、サミーラは後を追う。その先には、カーリム記念スタジアムが見えた。




　大だい歓かん声せいを圧して、鋼はがねと鋼がぶつかり合う異音が響き渡わたる。

　スタジアムの中央で、二機のＡＳ──Ｍ６と〈サベージ〉が向き合っていた。Ｍ６が繰くり出した拳こぶしを、〈サベージ〉は交差した腕うでで受け止める。

　続けて二撃、三撃。立て続けの打だ撃げきを浴びせられ、〈サベージ〉は防ぼう御ぎよしつつも後退する。

　攻せめ立てるＭ６の機体は派手な原色の塗と装そうが施され、いくつもスポンサー名が書かれている。対する〈サベージ〉は通常のサンドカラーのまま、鷹たかに剣けんというラシッド王国の紋もん章しようが描えがかれていた。

　地元選手の劣れつ勢せいに、観客席からは悲鳴のような声が上がっていた。

「こ、これが──」

「うむ、これがＡＳというものだ」

　最前列のかぶりつきで観戦しながら、満足げにユースフがうなずく。その傍かたわらでは、初めて見るＡＳの迫はく力りよくにマルヤムが目を丸くしていた。

　お忍しのびの真っ最中、ＡＳ観戦に夢中の二人に、サミーラは小さく咳せき払ばらいをする。

「……やはり危険に過ぎる。貴き賓ひん席せきで観戦した方が安全」

「分かっておらぬな、そなたは」

　そっと苦言を耳打ちするサミーラに、ユースフは肩をすくめた。

「このように市井しせいに分け入り、民たみの声に耳を傾かたむけるのもまた貴き顕けんの務めぞ。そう、例えばヨルダンのアブドゥラ陛下は、自ら運転手や記者に変装して国民の生の声を聞かんと努力しておるのだぞ。だからこそ豊かとは言えぬ国の王でありながら、国民からあれほど敬愛されておるのだ。そのひそみに倣ならわねば」

「……その国王、変装の甘さで何度かばれているはず」

「なに、些さ細さいなことよ──お」

　と、並べたてた屁へ理り屈くつをかき消すかのように、どっと歓かん声せいが沸わき上がった。見ればラシッド側の〈サベージ〉が、一転して攻こう勢せいに出ていた。

　やや単調になったＭ６の攻め、その隙すきをついて大おお振ぶりになった拳をかわしざま、ぐっと踏ふみこんで機体を肩から叩たたきつける。

　強きよう烈れつなタックルによろめくＭ６。素す早ばやく身をかがめた〈サベージ〉は、そのままＭ６の両りよう脚あしに組み付き、押し倒たおす。

　完全に機体のバランスを失ったＭ６は、双もろ手て刈がりの姿勢であえなく転てん倒とうする。そのまま〈サベージ〉はＭ６にのしかかり、易やす々やすと組み伏ふせた。

　未練がましく抵てい抗こうする敵機のコクピットに、〈サベージ〉は冷静に肘ひじを落とす。その一撃で、Ｍ６は大人しくなった。

「勝った！　勝ちましたわ！」

　すっかり興奮したマルヤムが、周囲に混じって声を上げている。

「当然だ。主しゆ催さい側として恥はじは見せられぬからな。我がラシッドのチームには、国軍の精せい鋭えいを選せん抜ばつしておるのだ」

「……正直、大人げない」

　満まん悦えつなユースフとは裏腹に、サミーラは呆あきれ混じりの様子で言った。

　ＷＡＭＦの各チームを運営するには、莫ばく大だいな資金や専門的な技術が必要だ。そのためアメリカのジオトロンやロシアのゼーヤといったＡＳの製造元では、自前のチームを抱かかえているところも多い。

　各企き業ぎようとも宣伝や機体のテストとして格好の場であるため、多くの資金や機体、そしてオペレータを始めとするスタッフまで提供している。もっともその一方で、中古の〈サベージ〉を一機維い持じするだけで精せい一いつ杯ぱいの零れい細さいチームも珍しくないが。

「いたしかたあるまい、そういった強きよう豪ごうと伍ごするには、官製のお手盛りとならざるを得ぬのだ」

　そう言いながらも、ユースフの顔には満足気な笑えみが浮うかんでいる。単に故国の勝利を喜んでいるのではない、もっと意味深な──

「どうなさいました？」

「いや、なんでもない。それよりもだな」

　けげんそうなマルヤムの肩に手を置き、ユースフは勝利した〈サベージ〉の方を見やった。

『勝者、ラシッド選抜チームのアリー中ちゆう佐さ!!』

　貴賓席に向かってひざまずいた〈サベージ〉のコクピットハッチが開く。身を起こしたオペレータは、観戦していたムハンマド国王に一礼する。

「素敵、素敵です」

　盛さかんに拍はく手しゆを送るマルヤムを、ユースフは微笑ほほえましそうに見やる。

「さて、見るべきものは見た。と──」

　身を翻ひるがえして歩き出したユースフだが、ほんの数歩で足を止めて何やら考えこむ。

「……何用？」

「いや、どうせついでだ。勝者への陣じん中ちゆう見み舞まいとでも思うてな」




「あの馬ば鹿か者ものめが」

　貴き賓ひん室しつのバルコニーで手を振りながら、ムハンマド王は渋しぶい声でつぶやいた。

　猛もう禽きんを思わせる鋭するどい眼まな差ざしは、観客席の一角を射い貫ぬいている。

「あれはそちの差し金か」

「はてさて、何をおっしゃいますのやら」

　王の問いに、控ひかえていたハッサンはしれっと答えた。

「一体、何をお目になさったのですかな」

「ふん、まあよい」

　室内に戻もどった国王は、長なが椅い子すに腰こしを下ろした。

「今少しは、あやつの遊びを見ておくとしよう」




　スタジアムの外周には、仮設の整備場パドツクが設営されている。

　ラシッド軍工兵隊の手によるもので、仮設とはいえプレハブの中々に立派な設備だ。当然ながら参加した全すべてのチームに開放されている。

「うわあ──」

　人間用の入り口から中に入るなり、マルヤムは目を丸くした。

　燃料やオイルの鼻をつくような臭におい。各種エンジンや工具類の撒まき散らす騒そう音おん。そこかしこで、激しい火花が散っている。

　暴力的なまでの喧けん噪そうは、ユースフやサミーラにとっては馴な染じみのものではあるものの、マルヤムには刺し激げきが強すぎたようだ。

「さて、行くぞ」

　明らかに気き後おくれしたマルヤムの手を引き、ユースフは歩き出す。

「ど、どちらへ？」

「言ったであろう、勝者への労ねぎらいを」

「わわ、お待ちください」

　できるだけゆっくり歩いているユースフだが、やはり脚あしの長さが違ちがいすぎるためマルヤムは自然と小走りになった。その後を、サミーラは静々と追う。

　そんな妙みようちきりんな一行に奇き異いの目を向けるスタッフもいたが、ほとんどがそれどころではないと作業に戻る。例外は──

「で、殿でん下か──いえ、司令!?」

　整備場の一角、ラシッドチーム用のエリア。ユースフの姿に気づいた整備士の一人が、目と口を丸くする。

「久しいな、ナブサム軍ぐん曹そう。ああよい、今は忍びの身だ。騒さわぐでない」

　慌あわててひざまずこうとするその整備士を、苦く笑しようしながら止める。

　繰り返すがこの大会で勝利をつかむため、ラシッドは軍の最精鋭を送り込んでいた。王国陸軍ＡＳ教導団──かつてユースフが指揮を執とっていた部隊である。

「ただ一言、勝利を祝いに来ただけよ。大事にはしたくない。アリーを呼んではくれぬか？」

「中佐を、でありますか。それは──」

「その必要はありませぬ」

　うっそりとした声と共に、操縦服姿のオペレータが姿を現した。年の頃ころは二〇代の後半、無む駄だな筋肉のない引き締しまった体つきの、いかにもＡＳオペレータらしい男だった。

「おお、アリー少佐──いや、中佐に昇しよう進しんしたのか。実にめでたい」

「…………」

「妻のマルヤムだ。そなたの戦い振りに感かん銘めいを受けたようでな」

「…………」

「見事な戦い振りであったぞ。いや、隊で唯ゆい一いつ私に勝ち越こしていた男に不覚を取られては、私の株までさがるところであったわ」

「…………」

「どうした？」

「…………」

　ユースフが差し出した手を取ろうともしないまま、アリーは無言で立っている。いや、アリーばかりではない。

　周囲のスタッフたち、すなわちユースフのかつての部下も、作業の手を休めて遠巻きにこちらを見ている。まるで、腫はれ物に触さわるかのような目で。

「殿下、その……」

　ためらいがちにアリーが口を開こうとした時だった。

「何をしておる」

　あざけりの響ひびきを孕はらんだ声に、一同は背筋を伸のばした。ユースフも、ゆっくりとした仕草で振ふり返る。

「ハマド兄上」

　多数の取り巻きを従えた次兄の姿を目にし、ユースフは馬ば鹿か丁てい寧ねいに一礼する。

「久しいな、ユースフ」

「兄上もお変わりないようで、何よりです」

「貴様、このようなところで何をしておる。せめて館やかたで謹きん慎しんして査問を待つ程度の殊しゆ勝しようさはないのか」

「お言葉ではございますが、まだ父上からは何も命じられておりませぬので」

「何？」

　歯をむき出すハマドに対し、ユースフはいくらか辟へき易えきとした様子で答える。

「結けつ婚こん以来、新妻を甘えさせることさえろくにできませんでしたからな。よい機会かと思い、少々羽を伸ばさせていただきました」

「ふん」

「その折、かつての部下の活かつ躍やくを目まの当たりにしましてな。一言、激げき励れいをいたしたいと思いましてまかり越しました」

「不要だ」

　にべもなく、ハマドは申し出を拒こばんだ。

「部下だと、何を今さら申しておる。おこがましいわ！　貴様、己おのれがとうに教導団司令の職を解かれていたことを忘れたか！」

「それは──」

「──それは、おかしゅうございます」

　言葉に詰つまったユースフに代わって、高い少女の声が響いた。

　マルヤムだった。まるで夫を庇かばうかのように、すっと前に出る。

「ハマド殿下のお言葉、真にごもっとも、だといたしましても、かつてこの者らが我が夫の部下であった事実は変わりませぬ」

　一いつ瞬しゆんだけ振り向いたマルヤムに、アリーがそっと感謝の目配せをした。

「女であるわたくしに、軍のことはわかりかねます。ですが共に肩かたを並べ、同じものを食し、ラシッドの国防のためＡＳの戦技を磨みがいた仲と聞き及およびまする。せめて一言の労ねぎらいくらい、お許しくださいませぬか？」

「む、む──」

　今度は逆に、ハマドが言葉に詰まる番だった。

　口をへの字に曲げたまま、右を向き、左を向き、上を向き──そして最後になぜか顔を赤らめてうなずく。

「好きにするがよい」

「ありがたきお言葉。さあ、ユースフ様」

「お、おう」

　笑え顔がおのマルヤムにうながされ、ユースフは何となく釈しやく然ぜんとしないままアリーに向き直った。

「今度は、受けてもらえるかな？」

「はっ」

　差し出したユースフの手を、アリーはしっかりと握にぎり返す。

「殿との方がたの友ゆう誼ぎというのも素す敵てきですね、サミーラ。そうは思いませんか？」

「……少し、違うと思う」

　拍手するマルヤムに、サミーラは首を傾かしげた。

「さあ、用はすんだであろう。ならばさっさと──」

「いえ兄上、実は今一つ所用がありまして」

　言うなりユースフは、隠かくし持っていた短たん剣けんを抜ぬき放つ。

「…………!?」

　稲いな妻ずまのような緊きん張ちようが、場に走った。

「ら、乱心したか!?」

　青ざめたハマドと取り巻きたちが立ちつくす。手はずを知っているサミーラも、マルヤムを背に被かぶった。

「何のご冗じよう談だんですかな、司令？」

　実際に刃やいばを向けられたアリーの態度は、平静そのものだった。ユースフは芝しば居いがかった仕草で短剣をかざす。

「我が哀あわれなる刃に、一いつ騎き討うちの栄えい誉よを垂れたまえ」

　決けつ闘とうの誓せい言ごんだった。

　啞あ然ぜんとする一同の前で、ユースフは兄を振り向く。

「私がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に身を投じたことが父上の不興を買っておる──違いありませぬな」

「そ、そうだ！　下げ賤せんな傭よう兵へいどもに立ち混じって戦場に赴おもむくなど、このケートル王家の恥はじさらしめが！」

「故ゆえにこそ、示したいのです。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．での経験が、私にとって大きな糧かてとなりましたことを」

「つ、つまり、どういうことだ？」

「ＷＡＭＦの出場枠わく、賜たまわりたくございます」




　　　　４




　およそ五日後──

　ＷＡＭＦラシッド杯はいは後半戦、すなわち第三世代型ＡＳによるリーグ戦を迎むかえていた。

　実のところ、ＷＡＭＦにはモータースポーツのような確固としたレギュレーションが、未いまだ設けられていない。

　精々が第三世代型と第二世代型でそれぞれ別個にトーナメント戦やリーグ戦が組まれている程度で、各機体ごとの性能差は概おおむね放置されている。

　そのため『所しよ詮せんはスポーツではなく見せ物』『ＡＳプロレス』などと揶や揄ゆするものも多い。

　だがそういった機体性能の『揺ゆらぎ』が存在することが、この興行の大きな魅み力りよくでもある。ビールのジョッキ片手に『俺の見立てによれば、あの型の〈サベージ〉は～～』と一席ぶつのは、ＷＡＭＦファンの愉たのしみである。

　無論イスラム教国であるラシッドでは、国民の飲酒は御ご法はつ度とだが。

　それはさておき──

「まさか、本当にあのような手が通りますとは」

　ＷＡＭＦ仮設整備場の一角で、ハッサンは呆あきれたようにつぶやいた。そこには、ユースフの専用機である〈ヴォルフ〉が駐ちゆう機き姿勢を取っている。

「そなたやマルヤムのおかげよ。どうやら、多少は風が吹ふいてきたようだな」

「油断は禁物ですぞ」

　気楽に答えるユースフの傍かたわらで、ハッサンは顔をしかめていた。

「こうなった以上は、ハマド殿下も本気でこちらを潰つぶしにかかるでしょう。甘く見られては──」

「……少し、遅おそかった」

　と、〈ヴォルフ〉の点検をしていたサミーラが、小走りで近づいてくる。心なしか、顔が青ざめていた。

「いかがした!?」

「……〈ヴォルフ〉に、細工が仕込まれている」

「なぬ!?」

　報告に、ユースフもハッサンも顔をひきつらせる。

　サミーラの話はこうだった。

〈ヴォルフ〉の心臓部、パラウム・リアクターの冷れい却きやく装置に細工がされているという。ジェネレーター出力を最大マツクスまで上げると冷却装置が停止し、炉ろ心しん融ゆう解かいを起こしかねないという悪質なものだ。

「……今、総出で修理に当たっているけど、到とう底てい間に合わない」

「やられましたな」

　顔を左手で覆おおい、ハッサンは呻うめく。無言でうなずくユースフも、顔色がすぐれない。

「あきらかに、軍の内部に手が回っております。おそらくは、ハマド殿でん下かの差し金でしょうな」

「そこまでやるか」

　呻くユースフ。

「他ほかの機体の手配は？　この際、〈シャドウ〉であろうとも──いや、無意味か」

「は」

　何せ〈ヴォルフ〉に対してここまでの仕し掛かけを行なう輩やからだ。仮に他のＡＳを調達しても、先んじて手を打たれる公算が大きい。

「殿下、ご無念でしょうがここは棄き権けんなさいませ。追って後日──」

「いや、その必要はない」

　しばし

「……若？」

「あれがあるではないか、あれが」

「あれ、とは？」

　確信に満ちた言葉に、ハッサンはひどく嫌いやな予感を覚えていた。




　サミーラとハッサンが貴き賓ひん室に現れたのは、試合が始まる直前だった。

「ずいぶんと遅かったのですね、サミーラ」

「……ちょっと、野や暮ぼ用があって」

「でも間に合ってよかったです。一いつ緒しよにユースフ様を応おう援えんしましょう」

「…………」

　純じゆん粋すいに瞳ひとみを輝かがやかせるマルヤムから、サミーラは居い心ごこ地ち悪そうに目をそらした。

『選手入場!!』

　スタジアムに、スピーカーから司会の声が朗々と響ひびき渡わたった。

『西門！　ラシッド王国陸軍中ちゆう佐さ、アリー・ビン・ヌワース、乗機──〈シャドウ〉!!』

　沸わき上がる歓かん声せいと共に西のゲートが開き、一機の〈シャドウ〉が姿を現した。

『続いて東門！　つい先日に公表しましたとおり、特別なチャレンジャーを迎えております！　我がラシッド王国第三王子、ユースフ・ビン・ムハンマド・ビン・カーリム・アル・ケートリー殿下!!』

　先ほどに倍する歓声が、スタジアム全体を震ふるわせた。注意すればその多くが、女性のものだと気づくだろう。

「お、おのれいユースフ──」

「殿下、しょせんは女子供の所行です。せいぜい今だけは、束つかの間まの栄光にひたらせておきましょう」

　小声でやりとりを交かわすハマドとその側近を、サミーラは無言でにらんだ。

『乗機──』

　と、司会の声が不意に途と切ぎれる。

　突とつ然ぜんの沈ちん黙もくに観客たちが戸と惑まどう中、東のゲートが開いた。

「え──」

「一体──」

「あ、あれは──」

『それ』を目まの当たりにして、観客席は凍こおりついた。

　つるりとした卵形の胴どうは白銀に塗ぬられ、簡素な造りの手足は真まっ直すぐに伸のばされている。全身に美び麗れいな装そう飾しよくが施ほどこされ、緋ひ色いろのマントを翻ひるがえしたその姿は、まさしくカエルの王子様、としか呼びようのない姿だった。

『た、大変失礼をいたしました。ユースフ殿下、乗機〈サベージ〉』

　そう、入場してきたのは、確かに〈サベージ〉以外の何物でもなかった。

　ラシッド王家専用〈サベージ〉。かつてドイツから〈ヴォルフ〉を購こう入にゆうする以前、儀ぎ仗じよう用に用いられていた機体である。

　期待と予想に比べて斜ななめ下すぎるＡＳの登場に、スタジアム全体が沈黙に閉とざされた。




「見たか、この偉い容ようを」

〈サベージ〉のコクピットで、ユースフは満足げに独りごちた。

　ユースフの愛機である〈ヴォルフ〉同様、この〈サベージ〉も軍が保有しておらず、その運用も王室の資産によって免まぬがれている。妨ぼう害がい工作をすり抜けるには、この機体しかなかったのだ。

「皆みなも感動のあまり、言葉をなくしておるようだな」

　スタジアムで、真っ正面から、第二世代型ＡＳと第三世代型ＡＳによる格かく闘とう戦せん。もはや笑ってしまうほどの戦力差でありながら、ユースフの心は不思議と平静だった。

「とはいえ、ここで退ひくわけにはいかぬ」
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　何と言ってもこの〈サベージ〉は十年近く前、ユースフが初めて乗りこんだ機体なのだ。ハッサンの指導の下もと、汗あせにまみれてＡＳ操縦の基き礎そを学んだ。流した汗は、今もこのコクピットに染みついている。

　ガスタービン・エンジンの唸うなりに記き憶おくをかき立てられながら、ユースフは操縦スティックを強く握にぎり締しめた。




「く、くくくく──ふわっはっはっは！」

　貴賓室に、ハマドの哄こう笑しようが響く。

「まさかまさか、よりによってあの〈サベージ〉とは。ユースフよ、つくづくお前は飽あきさせぬな」

「いやはやまったく、自分から出場を申し出てこの体ていたらくとは、いくら何でも悪ふざけが過ぎましょう」

「なあに、ユースフ殿下渾こん身しんの道化芝居だ。せめて最後まで見届けようではないか」

　取り巻きたちも追従する中、ムハンマド国王がぽつりと言った。

「やはり、あれはよいものだ」

　その一言で、貴賓室の空気が固まった。

「あの堂々たる姿に、威い厳げんあるたたずまい。あれこそが王者の乗機に相応ふさわしい」

「ち、父上……？」

　本気か冗じよう談だんか判じかね、ハマドの顔が神経痛のように引きつる。

「全くですわ」

　そんな中、真っ先にマルヤムが応じた。

　目を輝かせ、うっとりとユースフの〈サベージ〉をながめている。

「ユースフ様、素す敵てきです。まるでゴリアテジヤールートに挑いどむダビデダーウイドのよう」

「……〈サベージ〉の方が〈シャドウ〉より重い」

　サミーラのつっこみも、聞こえていなかった。

「おお、分かるのかそなた。近う寄れ近う寄れ」

「はい、ご無礼いたします。陛下」

　国王に呼ばれ、マルヤムは小走りで近寄る。

「まさか、女子でありながらＡＳの何たるかが分かるとはな」

「夫の薫くん陶とうの賜たま物ものです。付つけ焼やき刃ばの知識で、少々恥はずかしゅうございますが」

「うむうむ」

　ちゃっかりとユースフを立てるマルヤム。そのまま二人は、熱い眼まな差ざしを豪ごう奢しやな専用〈サベージ〉に向ける。

「……どう考えても、変」

「こ、これ、無礼であろう」

　小声でつぶやくサミーラを、ハッサンは慌あわててたしなめた。




　ユースフの〈サベージ〉は、腰こしのハードポイントから大おお振ぶりのサーベルを抜ぬきはなった。対たい峙じするアリーの〈シャドウ〉も、それにならう。

　サーベルはスチール合金から削けずり出された試合用の金属塊かいで、単分子カッターのような『刃は』はついていない。とはいえ人間で言えば刃引きの模造刀で斬きり合うようなものであり、危険度は非常に高いが。

『大体の見当はついておりますが──』

　通信機から、アリーの声が聞こえた。

『だからといって手を抜く筋合いはございませぬ。獲とらせていただきますぞ』

「ご託たくはいい。参れ」

『では、いざ！』

　声と共に、〈シャドウ〉が駆かけ出した。速い。瞬しゆん時じに間を詰つめ、袈け裟さ懸がけに繰くり出される一いち撃げきに、ユースフは辛かろうじて反応する。

　響き渡る異音と共に、〈サベージ〉の機体が後方に弾はじかれる。初撃を受け太だ刀ちで防いだものの、剣けん速そくに差がありすぎる。

　続いて横よこ殴なぐりに繰り出される二の太刀。ユースフは弾かれた勢いを利用し、機体を地面に投げ出した。

〈サベージ〉の真上を剣けん閃せんがかすめる。辛うじてかわし様ざまに機体を後転させ、跳はね起きた瞬間に三撃目が振ふり下ろされた。

「くっ！」

　飛び散る火花と共に、観客席からどよめきが上がった。ユースフの〈サベージ〉は、今度こそ〈シャドウ〉の剣を真っ正面から防いでいたのだ。




「ほうほう」

　鍔つば迫ぜり合いの姿勢となった〈サベージ〉と〈シャドウ〉に、ムハンマド国王は声を上げた。

「これは驚おどろいた。あのような古いＡＳでも、新型と真っ向から力比べができるとはな」

「ユースフ様のお話によると、古いＡＳは『ばいなりー方式』というものを使っていて、いざというときには大きな力を出せるそうです」

「なるほど、『ばいなりー』か。確かに強そうではあるの」

　そんな気の抜けた会話をする嫁よめと舅しゆうとに、サミーラはぽつりとつぶやく。

「……勘かん違ちがいしてる。絶対、勘違いしてる」

　その瞬間、試合が動いた。




『お甘い！』

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきが、〈サベージ〉の機体ごとユースフを揺ゆさぶる。

　鍔迫り合いの姿勢のまま繰り出された〈シャドウ〉の前まえ蹴げりが、容よう赦しやなく〈サベージ〉を吹ふき飛ばしたのだ。金の装飾が機体から引きちぎられ、周囲にばらまかれる。

（ここで倒たおれたら、終わる！）

　ユースフは空中でレバーとペダルを操あやつり、機体を制せい御ぎよ。辛うじて脚あしから着地し、転てん倒とうを免れる。そこに、猛もう然ぜんと突つっこむ〈シャドウ〉。

『お覚かく悟ごを!!』

　大上段に構えた刃やいばが、陽光にきらめいた。




「ああ──」

　夫の窮きゆう地ちに、マルヤムは悲鳴を上げた。

　上段から大きく伸び上がった〈シャドウ〉の機体が、まるで一本の棒のようになって〈サベージ〉へと殺さつ到とうする。

〈サベージ〉も、寸前でそれに応じた。剣先を後ろに向けた脇わき構がまえの姿勢で機体をさらに低く沈しずめる。

「殿でん下か、まさか下から打ち返すおつもりか!?」

「……無む謀ぼう」

　ハッサンもサミーラも、顔色が悪い。

　機体性能は〈シャドウ〉がはるかに〈サベージ〉を圧あつ倒とうしている。さらに加えて、上方から機体の重量をこめた渾こん身しんの振り下ろし。

　このまま、まともに打ち合えば、ユースフの〈サベージ〉は為なす術すべもなく斬り伏ふせられるだろう。

　だが──

　会場に激しい金属音を鳴り響ひびかせ、白はく刃じんが高々とはね上がる。半ばから断ち切られた〈シャドウ〉のサーベルが、軽々と宙を舞まっていた。

「……親おや父じ殿どの、今のは──」

「うむ、見たぞ」

　サーベル同士が打ち合った瞬間、ユースフの太刀筋すじが変化していた。手首の巧たくみなひねりが刀身に伝わり、円えん弧こを描えがいて〈シャドウ〉のサーベルを横合いから襲おそったのだ。

「どこで、あのような技わざを」

　この場にいる、誰だれもが知らない。

　ユースフがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の一員として訪おとずれたマランパ共和国で、迎むかえることとなった初うい陣じん。

　そこで目にした敵兵──三さん条じよう菊きく乃のの精せい妙みような太刀筋を、ユースフは自身の目で盗ぬすみ、技として身につけたのだ

　ユースフの攻せめは、相手のサーベルを断つのみに留とどまらない。ぐんと〈サベージ〉の腕うでが伸のびきり、サーベルが〈シャドウ〉の胸部に突きつけられる。

　もしこれが実戦ならば、装そう甲こうを貫つらぬいた単分子カッターがコクピットブロックやパラジウム・リアクターを引き裂さくだろう。

　ややあって、アリーの〈シャドウ〉が動いた。

　よろけるような足取りで後退し、両手を地面についた駐ちゆう機き姿勢を取る。明らかに、降こう伏ふくの合図だ。

『それまでい!!』

　司会の声に先んじて、堂々たる大音声が響いた。

　いつの間にかバルコニーへと出ていたムハンマド国王が、マイクを片手に大声を張り上げたのだ。

　気づいたユースフも、〈サベージ〉に駐機姿勢を取らせて、コクピットブロックを開放した。父王にひざまずいて恭きよう順じゆんの姿勢を取り、機体のスピーカー越ごしに呼びかける。

『拙つたなき業わざでお目汚よごしをいたしました。お恥はずかしゅうございます、父上』

『いやいや、中々に面おも白しろき芸であったぞ。眼福であった。何か褒ほう美びを取らせねばな』

『身に余るお言葉、恐きよう悦えつ至し極ごく。では、お言葉に甘えまして──』

　芝しば居いがかった父王の調子に、ユースフも合わせることにする。

『先日より続けておりましたＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．での武む者しや修しゆ行ぎよう、なにとぞ続行の許可を賜たまわりたい』

『ほう』

　内心の感情を面おもてに表さぬまま、ムハンマド国王は目だけを鋭するどく細めた。だがそれに臆おくすることなく、ユースフは言葉を続ける。

『父上がお褒ほめになられた今しがたの業は、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．にて身につけたものでございます。今は未熟なこの身を鍛きたえる、得え難がたき機会にございますれば』

『陛下、自分からもお願いいたします』

　敗れたはずのアリーも、それに倣ならった。

『言い逃のがれできぬ完敗、真にユースフ殿下はお強くなられた。これがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．での教練故ゆえというのであれば、それを学ばんとする殿下のお志も当然かと』

『アリー、そなた──』

　わずかに瞑めい目もくしたユースフは、すくっと立ち上がった。周囲を見回し、固かた唾ずを吞のんで状じよう況きようを見守る観客席に語りかける。

「親愛なるラシッドの民たみよ。このユースフ、国を出ていささかながら世界を見た。世界は広く、ラシッドはいまだ小さい。我らはまだ、外に学ばねばならぬことが多々あるのだ。だからこそ──」

　静まりかえったスタジアムに、ユースフの声が朗々と響いた。

「だからこそ、今少し私の我わが儘ままを許してもらえぬだろうか!?」

　歓かん声せいが、爆ばく発はつした。

　すでに地元チーム優勝の美酒と、先ほどの名勝負という肴さかなに半ば酔よっていた観客は、ユースフの演説に賛同の叫さけびで応じる。

『ユースフ!!　ユースフ!!』

『ラシッド!!　ラシッド!!』

　スタジアムそのものを揺るがすような歓かん呼この声。海外からの観光客さえその熱気に当てられ、万ばん雷らいの拍はく手しゆを送っていた。

「こ、これは、一体？」

「へ、陛下？　いかがなさいましょう？」

「少し黙だまっておれ」

　予想外の事態にうろたえる側近たちを尻しり目めに、ムハンマド国王は口の端はしをほんの少しだけほころばせると、無言のまま大きく頷うなずいた。

　──オオオオオオオ!!

　より一層激しさを増す、拍手と歓声。

「有り難くあります、父上。皆みなの者にも感謝を」

　そう答えたユースフは、深々と頭を下げた。




「ふわあ」

　気の抜ぬけた声を上げながら、マルヤムは椅い子すに座りこんだ。ややあって、小さく口を開く。

「ユースフ様は、勝ったのですね」

「その通りだ」

　戻もどってきたムハンマド国王の言葉に、ようやく勝利の実感が湧わいてきた。両手をそっと、薄うすい胸に当てる。

「そなたの夫の誉ほまれだ。誇ほこるがよい」

「はい、陛下」

　見ればハッサンどころかサミーラまで、かすかにだが喜びを露あらわにしている。

「ええい──」

　顔を真っ赤にしたハマドが、手にした杯さかずきを床ゆかに叩たたきつける。

「お、落ち着きなさいませ殿下！」

「こ、これが落ち着いていられるか！　よくも恥はじをかかせ──」

　その瞬間、ハマドの顔色が反転した。

「で、殿下？」

　そのまま真っ青になったハマドは、無言でひっくり返る。

「い、いかん！　殿下が引きつけをおこされたぞ！」

「医者だ！　医者を呼べ！」

　慌あわてふためく取り巻きたちを、サミーラは冷ややかに見やった。

「……自業自得」

「これ、口が過ぎるぞ」

　ひそかにつぶやく娘むすめを、ハッサンが形だけたしなめている。

「まったく、困った馬ば鹿か息子むすこめ」

　思いがけぬ成り行きに困こん惑わくしざわめく周囲を見回しながら、ムハンマド国王は独りごちた。

「祭りの余興とはいえ、ここまで民の心をつかんでみせるとはな。よもや、平時にいらぬ乱を起こす心づもりではあるまいの」

　言葉とは裏腹に、どこか楽しげな声こわ色いろだった。

「そなたには、これでよかったのかな」

「え？」

　ムハンマド国王の言葉に、マルヤムは目を瞬しばたたかせた。国王は、スタジアムで歓声を浴びるユースフをじっと見ている。

「許しを与あたえた以上、あれは明日にでもまた旅立つであろう。そなたとしては、それでよいのか？」

「かまいません、陛下──いえ、お義ち父ち様」

　孫のような幼い少女から義父と呼ばれ、ムハンマド国王の厳いかめしい表情がわずかにほころんだ。

「わたくしでは、ハッサンやサミーラのようにユースフ様のお力にはなれません。だからせめて、あの方を縛しばる鎖くさりや重荷にはなりたくない」

「……ふむ」

「わたくしはファタハらと共に、この国であの方の帰ってくる場所をお守りします。それが内助の功、女の務めですし」

　首を振ふったマルヤムの顔に、満面の笑えみが浮うかぶ。

「わたくしは、ユースフ様の妻ですから」
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第三話　山河燃える









　──あの子に初めて会った時のこと？

　そうねえ、もう五年になるかしら。仕事先で、ちょっとね。そう、カフカスよ。あの子の生まれ故郷。

　そのころはまだＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスも所帯が小さくてね。あたしもちょくちょく、現場に出てたのよ。

　クララもまだ小ちっちゃかったから、あまり長いこと預けるのも不安だったけど、仕方なくてねえ。え、あの宿六？　離り婚こん中よ、確か二度目の。

　話を戻すけど、まだその頃ころはあの子も、本当の子供だったわ。そうそう、言い忘れてたけどその時、私とあの子は──




　　　　１




　敵の攻こう撃げきは、完全に奇き襲しゆうだった。

　旧式ＡＳアーム・スレイブ〈サベージ〉の狭せまいコクピットで、メリッサ・マオは前衛の僚りよう機きが撃うち抜かれるのを目まの当たりにした。

　右前方から飛来した徹てつ甲こう弾だんが、先行していた〈サベージ〉の卵形をした下腹部に直撃した。鋳ちゆう造ぞう装そう甲こうをあっさりと貫かん通つうし、機体の腰よう部ぶを粉ふん砕さいする。

『きょ、教官殿!?　い、一体何が──』

　通信機に入る、僚機の悲鳴。状況が把は握あくできていないのか、その声は完全に裏返っている。

「落ち着きなさい、パビルア少しよう尉い！　まずは駐ちゆう機き姿勢を取って、機体を支えなさい」

『りょ、りょうか──うわぁぁぁっ、ダメだぁぁぁっ!?』

　マオの指示も虚むなしく、パビルア少尉の〈サベージ〉は、狭い山道で横転した。オイルを鮮せん血けつのように撒まき散らしながら崖がけ下したへと転落する。

「訓練生各員に告げる！　二時方向より敵てき襲しゆう！　これは演習ではない！」

　とっさに機体を翻ひるがえして遮しや蔽へいを取りつつ、マオは通信機にそう叫んだ。だが後続の訓練生たち──カフカス現地政府軍の〈サベージ〉隊十数機は、その大半が事態の急変に対応できず、棒立ちになっている。

（やばい……！）

　短い警告音。

　コクピット内に増設された、指揮官用の機体間データリンク用コンソールが明めい滅めつする。訓練生の〈サベージ〉の一機が、敵機による照準用レーダの照射を受けたのだ。なすすべもなく立ちつくす機体に、狡こう猾かつな狙そ撃げき手しゆの放った必殺の砲ほう弾だんが──

『ぼさっとしてるんじゃねえ！』

　通信機越しの怒ど鳴なり声は、部下であるカルロス・メンドーサのものだった。同時に彼の操縦する〈サベージ〉が、狙ねらわれていた僚機を蹴けり飛ばす。

　もんどりうって横転した〈サベージ〉のすぐ脇わきに、五七ミリ砲弾の弾だん痕こんが穿うがたれる。乱暴だが、適切な判断だ。

　同時に通信回線を、同じく部下であるダグラス・バクスターの野太い大声が走った。

『落ち着け、ヒヨッコども。訓練通り、散開して遮蔽を取れ。敵機は二時方向だ。索さく敵てきを怠おこたるなよ』

『は、はい。了りよう解かいしました、教官殿』

　深みのあるバリトンで指示を出され、訓練生の〈サベージ〉はぎこちないながらも動き出した。

　よろしい。少なくともマオ本来の部下は、状況に対処している。

「こちらウルズ２。オシラ１、このままヒヨッコ連れて後退できそう？」

『難しいでしょうな。下手に動けば七面鳥撃ちの的です』

　オシラ１ことバクスターはマオの問いに、落ち着いた声で答えた。

『先ほど撃げき破はされた〈サベージ〉ですが、オペレータのパビルア少尉は目を回しているだけのようですな。こちらも拾って帰りませんと』

「ヘリが欲ほしいわね。この状じよう況きようで呼んでも、それこそディナーの丸焼きにされるのがオチでしょうけど」

『それならば』

「ええ、やるしかないわね」

　方針は決まった。

「オシラ１は隊をまとめてバックアップを。オシラ２はあたしに続きなさい」

『了解』

『で、俺は何すれば良いんでしょうか。社長』

　オシラ２ことカルロスの嫌いやそうな声に、マオは小さく笑う。

「決まってるでしょう。あの生意気なスナイパーに、ちょっとお灸きゆうを据すえてあげるのよ」

　今までの砲撃やレーダから、敵スナイパーのおおまかな位置は割り出している。無論、現在は狙撃ポイントを変へん更こうしているだろうが、予想は可能だ。

『契けい約やく違い反はんだ。ボーナスはたっぷり弾はずんでもらいますよ』

「働きによっては考えてもいいわ。気張って稼かせぎなさい、新入り」




　カフカスという地域がある。

　ヨーロッパロシアの南東、黒こつ海かいとカスピ海に挟はさまれた山さん岳がく地帯だ。アジアとヨーロッパの境界に位置し、古くから様々な民族が往来してきた『文明の十字路』である。

　だがそれは同時にカフカスが、無数の戦乱に晒さらされてきた悲ひ哀あいの地であることを意味している。

　古代ローマ帝てい国こくとパルティア王国による争そう奪だつ戦せん、はるか東方より来らい寇こうしたモンゴル帝国の支配、イスラム諸王朝との絶え間ない接せつ触しよく、そして南下するロシア帝国による征せい服ふく──そのたびに、無数の血が流されてきた。

　二一世紀を迎むかえた現代でも、それは変わらない。

　南カフカスのコルキス共和国。

　かつてソビエト連れん邦ぽうを構成していた一五の共和国の一つであり、ソ連崩ほう壊かいによって念願の独立を果たしたはずのこの国は、昏こん迷めいの渦か中ちゆうにあった。

　ソ連時代の末期、コルキス人の間ではモスクワ中央への反発から、民族主義や愛国主義が昂こう揚ようしていった。そのナショナリズムが独立後、国内に存在する少数民族の圧あつ迫ぱくへと転じたのだ。

　ソ連体制下では認められていた自治権の剝はく奪だつや、コルキス化教育の強要。それらの政策は、少数民族の反発を呼ぶ。自衛のための武装と抵てい抗こう、政府による弾だん圧あつ、それらが繰くり返される中、事態は急速にエスカレートしていった。

　対立が対立を呼ぶ、民族紛ふん争そうの厭いとわしい負の連れん鎖さ──

　少数民族側は、ロシアを後うしろ楯だてにコルキスからの独立を目指した。結果、ロシアと国境を接するコルキス北部に、複数の独立自治州が誕生する。

　ロシアへの対たい抗こう上、コルキス政府はアメリカを始めとした西側諸国への傾けい斜しやを明確にしていった。

　コルキス国内の民族紛争は、米ロ両国の代理戦争の様相すら見せ始めた。ロシアは平和維い持じ軍ぐんの名目で自治州に兵力を送りこみ、アメリカもまたコルキス政府のため大統領の訪問や各種の援えん助じよを行なう。

　メリッサ・マオ率いる民間軍事会社ＰＭＣＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が、アメリカの斡あつ旋せんによってコルキスの政府軍にＡＳ戦の訓練を施ほどこしているのも、その一いつ環かんだった。




『ったく、一応は停戦中だってのに、反政府軍の連中はずいぶんと強気っすね』

　先行するカルロス機からマオに入った通信は、かなり愚ぐ痴ちじみていた。

　峻しゆん険けんな山やま間あいを、二機の〈サベージ〉は疾しつ駆くしている。機体の腰こしを屈かがめた前ぜん傾けい姿勢。構えたライフルの弾だん倉そうには訓練用のペイント弾ではなく、すでに実弾が装そう塡てんされている。

『連中、そんなに戦争がしたいんですかねえ』

「無む駄だ口ぐち叩たたいてる暇ひまがあったら、もっと急ぎなさい」

『ヘイヘイ』

　だがそんな態度を取りつつも、カルロス機の動きは中々のものだったのだ。要所要所で警けい戒かいを怠らず、かつ速度も落としていない。巧たくみに地形を読んでルートを算定し、予想される敵機の後方へと回りこんでいる。

　二足歩行によりいかなる地形でも踏とう破は可能なＡＳだが、山間部では機体の機動にある程度の制限がかかる。それを感じさせないカルロスの腕うでは、確かなものだ。

（やるじゃない）

　どうやら『コロンビア軍時代、ＡＳの山岳戦に熟練した』という売り文句は、吹ふかしではなかったらしい。マオが頭の中でカルロスの勤務評定を上方に修正したところで、バクスターから通信が入った。

『オシラ１よりウルズ２へ！　敵の攻撃が集中しとります！　このままではヒヨッコども、あまり長持ちしませんよ……』

「いいから、あと五分だけ保もたせなさい」

　非情にマオはそう告げる。

　敵の攻撃がバクスターや訓練生に集中しているということは、逆に敵機はマオやカルロスの接近に気づいていない公算が大きい。

『分かりました、やってみます』

『頼たのむぜ旦だん那な、オイシイところは俺たちで頂くからよ』

『無駄口叩いてる暇があるなら、しっかり働け新入り!!』

『ったく、旦那も社長と同じこと言ってやがる。人使いが荒あらいったら──』

　不意に途と切ぎれる軽口。立ち止まったカルロス機が、腰を落とす。

『いました。野や郎ろう、まだ俺らには気づいてねえ』

　慎しん重ちように、だが素す早ばやく、マオの〈サベージ〉は前進した。カルロス機の示した方向に頭部のメインセンサを向ける。敵機発見。

　コクピットのスクリーンには、稜りよう線せんに身を隠かくした二機のＡＳが映っていた。両機とも、こちらと同じ〈サベージ〉だ。

　一機は膝ひざ撃うち姿勢で長大な狙そ撃げき砲ほうを構え、もう一機はＡＳ用のＢＫライフルを構えて周囲を警戒している。

『狙撃手スナイパーと、護衛兼けん観測手スポツターってところですかね？』

「そんなところかしらね。ここから狙うわよ」

　素早くＢＫライフルを構えるマオ機に、カルロスの〈サベージ〉も倣ならった。

〈サベージ〉のライフルでは有効射程ギリギリの距離だが、これ以上接近すれば敵から発見される恐おそれがある。

「オシラ２は護衛を狙って。狙撃手はあたしが仕留める」

『了解』

「カウント３で行くわよ。３──２──」

　スクリーンのＨＵＤ上で、〈サベージ〉のターゲット・ボックスに、ライフルの照準先を示すレティクルが重なった。小さな電子音が響ひびく。確実な照準ＶＡＬＩＤ　ＡＩＭ──

　と、ほぼ同時に狙撃手役の〈サベージ〉がこちらを振ふり向いた。勘かんの良いオペレータだが、もう遅おそい。

「──Ｆｉｒｅ！」

　トリガーを引いた途と端たん、マオは目を見はった。敵の〈サベージ〉は瞬しゆん時じに機体を地面に投げ出し、マオ機の射線から身を逸そらしたのだ。素晴らしい反応だ。

　カルロスの掃そう射しやをもろに浴びた護衛の〈サベージ〉は、ごくあっさりと崩くずれ落ちる。だがもう一機の〈サベージ〉は、教科書通りの見事なＪロール機動でマオの射しや撃げきを回かい避ひしつつ、そのまま狙撃砲で撃うち返してきた。

『うおっ!?』

「カルロス！」

　そんな不安定な応射でありながら、敵機の反撃は一撃でカルロスを捉とらえていた。左ひだり腕うでを吹き飛ばされた〈サベージ〉は、その場に膝をつく。

『畜ちく生しよう！　やりやがったなクソッタレ！』

「アタシが突つっこむ！　オシラ２はその場で援えん護ご！」

　通信機に向かってそう叫さけぶなり、マオはペダルを踏ふみこんだ。躍おどり出した〈サベージ〉は、敵機目指して全力で駆かけ出す。

　すでに敵の〈サベージ〉も跳はね起きている。この距離での撃ち合いになれば、狙撃砲装備の敵機が有利だ。

　敵〈サベージ〉の狙撃を、乱数機動で回避。牽けん制せい射撃で応じつつ全速力で接近する。カルロス機も片腕ながら、マオを援護している。

　敵機の動きに、初めて動どう揺ようが生じた。狙撃砲を放ほうり捨て、動かない僚りよう機きのライフルを拾い上げる。接近戦にそなえるつもりなのだろう。

　だが──

「甘い！」

　フルオート掃射を、マオの〈サベージ〉はＪロールで回避。地面を転がる勢いを利用して素早く膝立ちになり、三点射バーストで撃ち返した。

　敵機の頭部と右みぎ肩かた、そして腰に命中した。バランスを崩した〈サベージ〉の機体は、大きく揺ゆらぐ。

　絶好のチャンス。

　地を蹴けったマオの〈サベージ〉が、瞬時に敵機へと肉にく薄はくする。右手で手品のように閃ひらめいた単分子カッターが、一撃で頭部を斬きり飛ばした。

　視界を失った敵機の後方に回りこみ、さらにもう一撃。正確な刺し突とつが、狙ねらい過あやまたず背後から腰よう部ぶ──そしてその奥の中ちゆう枢すうユニットを貫つらぬく。

　急所を破は壊かいされた首無し〈サベージ〉は、よろよろと二、三歩後退すると、そのまま横転して動かなくなった。




「ウルズ２より各機へ。敵機は撃破したわ。今のうちに撤てつ退たいなさい」

　そう告げると、通信機越ごしに歓かん声せいが聞こえる。

『オシラ１、了りよう解かいしました。こちらには以降の被ひ害がいは出ておりません。撃破されたパビルア少しよう尉いの〈サベージ〉も回収しました。ヘリと合流次し第だい、撤退します』

　バクスターの報告に、マオはうなずく。

「了解。敵主力に動きは見えないけど、慎重にね。ルートは２Ｃを使って。それとヘリはこちらにも回して。確保した捕ほ虜りよを──」

　てきぱき指示を出していたマオの言葉が、ふと途切れた。

　横転した狙撃手の〈サベージ〉は、頭部をコクピットの天てん井じようごと斬り飛ばされている。そのためマオ機が少し腰を屈めれば、コクピット内部をのぞけるのだ。

　マスター・スーツで体を機体に固定されたオペレータは、ぴくりとも動かない。どうやら完全に、気絶しているようだ。画像を拡大する。

「これって──」

　オペレータの姿を目にして、マオは思わず息を吞のむ。小こ柄がらな体たい軀く、乱れた長い金きん髪ぱつ、幼さの残る顔立ち──

『おいおい、まだガキじゃねえかよ』

　そう、〈サベージ〉のオペレータは、年とし端はもいかない少女だったのだ。

「……最低ね」

　苦い声で、マオはつぶやく。それが子供相手に手こずらされた自分たちに対してのものなのか、それとも子供を戦場に立たせる自治州に対してのものなのか、彼女自身にも分からなかった。




　　　　２




　マオたちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は現在、ゴリ市郊こう外がいの陸軍基地に駐ちゆう屯とんしていた。

　ゴリはコルキス中央部の中ちゆう核かく都市だが、同時に南へと張り出したイロン自治州との停戦ラインから、ほんの三〇キロほどしか離はなれていない。将来的に自治州の再併へい合ごうを目指すコルキス軍にとって、最前線を担になう重要拠きよ点てんである。

「つまり、攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのはイロン側から、ということだね。君たちの部隊はまだ停戦ラインのこちら側にいたのにもかかわらず、一方的な襲しゆう撃げきを受けたと」

　訓練生たちを連れてゴリ基地に帰投したマオを待っていたのは、基地司令による事情聴ちよう取しゆだった。

「ええ、確かにその通りです」

「ふむふむ、なるほどね」

　無む闇やみに広い司令室で、中年の司令はうなずいた。眼鏡を直しながらマオの報告書に目を通し、間延びした声でいくつかの質問をする。

　そういった緊きん張ちよう感かんに欠けた振る舞まいにより、マオの苛いら立だちは加速度的に高まってきた。内心を表情に出さないよう注意しながら、自身の意見を述べる。

「事前に申し上げましたが、停戦ライン付近での演習など正気の沙さ汰たとは思えません。ＡＳによる山さん岳がく戦の訓練は重要ですが、他ほかの場所をあたるべきです。そもそもイロンからは挑ちよう発はつにしか見えない以上、強行すればその度たびに──」

　そう言いながらマオは、司令の締しまりのない表情が気になった。

（まさか）

　ふと思いついた考えを、そのままぶつけてみた。

「まさか、これを狙っていたわけではありませんよね？」

「…………」

　いつになく固い語調のマオに、司令は目を逸らす。

「イロンの目と鼻の先でこれ見よがしの演習を行なって挑発し、向こうから停戦を破らせる。そんな絵を描えがいていたわけではありませんよね」

「ま、まあ落ち着きたまえ、マオ社長。結局の所、戦死者は出なかったのだろう？　ならば、問題ないではないかね」

　マオに詰つめ寄られた司令は、薄うすい笑えみを浮うかべながら答える。

「小規模な遭そう遇ぐう戦せんとはいえ、イロンが停戦を破ったというこの事実は、我が国の正当性を内外にアピールする良い機会だろう。要するに政治だよ、せい──」

　鈍にぶい音が、司令の言葉を遮さえぎった。マオの振り下ろした拳こぶしが、ぶ厚いデスクに叩たたきつけられたのだ。

「いいでしょうか、大たい佐さ殿どの。我々Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が訓練生を預かっているのは、一人前のＡＳオペレータとして育て上げるためです。決して、撒まき餌えとして使い潰つぶす為ためではありません」

「う、うむ……」

　表面上は丁てい寧ねいな言葉づかいのまま、表情筋だけで無理矢理に笑顔をつくって、マオは司令に詰め寄った。

　青ざめた司令は、機械的な仕草で何度もうなずく。

「わ、分かっているとも。だが──」

「分かっていただけるならば結構です。さもなければ、それ相応の対応を考こう慮りよせねばなりませんでしたから」

　ほとんど脅きよう迫はくじみた態度は、とても雇やとわれたＰＭＣの社長とは思えない。とはいえ今回の報ほう酬しゆうはコルキスではなく、アメリカから出ているのだ。

　マオにとっては遠えん慮りよする筋合いなど、どこにもない。

「では、以上でよろしいでしょうか？　今後の訓練メニューや、スケジュールの見直しがありますので」

「ああ、行ってよろしい。マオ社長」

「失礼します」

　咳せき払ばらいをした司令は、懸けん命めいに威い厳げんを取り繕つくろおうとそう答えた。ごく軽く一礼したマオは、そのまま退出する。

　司令室のドアを閉める音は、必要以上に大きかった。




「うーし、次はポイント03ａ─32ｃまでの行進間射撃だ！　気張って行けよ！」

「ほう、少しは教官役が板についてきたな」

「フ、これから俺のことはマスター・メンドーサと呼んでくれ……おお、何か語ご呂ろが良いじゃねえか」

「貴様からフォースは感じんぞ」

　基地の演習所では、カルロスとバクスターが別班の指導に移っていた。

「おーっす、やってるわねチンピラども」

「これは社長」

　大おお股またで近づいてきたマオに、バクスターはタブレットＰＣを差し出した。成績を確かく認にんしたマオが、顔をしかめる。

「やっぱり低いわね」

「まあ、現状ではこんなものでしょう」

　不満げなマオをなだめるように、バクスターは言った。

「むしろ独立後のごたごたでソ連軍時代のベテランが大勢離れたにしては、まだマシな方とも言えます」

「とは言っても、上もまだ混乱してるじゃない」

「長年続けてきたソ連式のドクトリンを、ＮＡＴＯ式に切り替かえようと言うのですから、当然でしょう」

　と、通信機片手にあれこれ怒ど鳴なっていたカルロスが、二人を振ふり返る。

「でもよお、これからは西側のやり方でドンパチすると言っても、得物はあれだぜ」

　カルロスが親指で差した先には、演習場を行進する〈サベージ〉の姿があった。

　コルキス軍は、装備も欧おう米べい製のものに切り替えていくとの方針を示している。例えば歩兵用のライフルは、ＡＫに代わってアメリカ製のＭ４カービンが採用された。

　だが予算その他諸もろ々もろの不足から、戦車やＡＳと言った『大物』は、いまだ従来のままだ。ソ連軍時代のＴ─72や〈サベージ〉が、主力なのである。

「何つーか、どうも戦術と装備がちぐはぐな気がするんですがね」

「まあ、そう言うな。過か渡と期きの軍隊というのは、どこもそんなものだ。それに、ああいう例外もある」

　ＡＳの足音が、重々しく響ひびく。四機のＡＳが、こちらに近づいていた。

　より人体に近づいたスマートな機き影えいは、第三世代型ＡＳのものだ。細身の胴どうや手て脚あしに比べて、肩けん部ぶや腰部は大きく角張った造りになっている。

「イギリスの〈サイファー〉か。無む償しようの援えん助じよとはいえ、ずいぶん変わった機体を採用したものね」

「機動性だけならば、第三世代機でもトップクラスですからな。山岳戦を重視した結果だそうですが」

「あの機体、どうも扱あつかいづらくて苦手なんだよなあ」

　ぼやくカルロスの前で、〈サイファー〉の一機が駐ちゆう機き姿勢を取った。コクピットが開放され、オペレータたちが地面に降り立つ。

「ここにおられましたか、教官殿」

　ぴしりと敬礼したのは、大おお柄がらな少尉だった。純じゆん朴ぼくそうな、まだそばかすの残る顔には、少年の面おも影かげを残している。

　ギオルギ・パビルア少尉。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．からＡＳ戦せん闘とうを教わる訓練生の一員だ。先ほどの『演習』中、乗っていた〈サベージ〉を撃破されたのは彼である。

　砕くだけた答礼をマオが返すと、カルロスがパビルアの頭に巻かれた包帯を、しげしげと見やる。

「医務室で休んどかなくていいのかよ？」

「はあ、軍医からはそう言われたのですが、新型のＡＳに触さわれると思うと、居ても立ってもいられなくなりまして」

　照れくさそうに笑いながら、パビルアは〈サイファー〉を見上げた。マオも困ったように苦く笑しようする。

「まあ、今日は〈サイファー〉は搬はん入にゆうするだけの予定だし、大だい丈じよう夫ぶでしょ。明日あしたからの実機訓練に備えて、体を休めておきなさい」

「了りよう解かいしました」

　再び敬礼したパビルアが、乗機に戻もどろうとして、その弾はずみにふとつぶやく。

「そう言えば自分を撃うった〈サベージ〉のオペレータ、まだほんの子供だったのですね。いやはや、情けない」

「……会ったの？」

「ええ、自分より先に起きていたらしく、尋じん問もんを受けております。一言も喋しやべっていないようですが」

　マオのやや気ぜわしげな声に、パビルアはうなずいた。

「あんな子供にあまり厳しい取り調べはできないので、難なん儀ぎしているようです」

「ふーん」

　気のない態度を装よそおいながら、マオは話を切り出す。

「なんならあたしも手伝おうか？」

「教官殿が、ですか？」

　パビルアは目を瞬しばたたかせ、バクスターとカルロスの表情にも驚おどろきが過よぎる。

「そ。あたしもその手の訓練は受けてるしさ」

「はあ……」

　マオは便べん宜ぎ上じよう、政府軍から大たい尉いの階級を与あたえられているものの、実際には部外者だ。戸と惑まどうパビルアに、マオは続ける。

「それに同じ女性なら、向こうもつい油断して、何か話してくれるんじゃないかって思うのよ」

「はあ、そういうことでしたら……」

　まだ困こん惑わくを引きずりながら、パビルアはうなずく。

「上の方に、話は通しておきます。結果は期待しないでくださいよ」

「分かってるって、うん」

　にんまりと笑うマオに、バクスターとカルロスは、揃そろって肩をすくめた。

「また始まったな、社長の気まぐれが」

「ひょっとしてうちの社長、いつもこんなノリなんですかい？」

「…………まあな」




　結果として、マオの要よう請せいはごくあっさりと受け入れられた。

「こちらです」

　係官に誘ゆう導どうされ、マオは地下の尋問室に向かった。マジックミラー越ごしに室内を確認すると、少女が一人パイプ椅い子すに腰こしかけている。

　あらためてその姿を目にして、マオはぽつりとつぶやいた。

「本当に、まだ子供よねえ」

　固く張り詰めた表情をしているが、顔立ちは秀しゆう麗れいに整っている。まだ幼さは残っているものの、くっきりとした目鼻立ちは同性の目から見ても魅み力りよく的だった。肩までの金きん髪ぱつは、ポニーテールにまとめられている。

「名前も何も言わんものでして、往生しとりますよ。上としちゃ『子供を戦場に立たせるイロン独立派の非道！』てな感じで宣伝したいそうですが、ある程度の素す性じようが分からんと宣伝しようがありませんし」

「ＯＫ、じゃあちょっとやってみるから」

「頼たのみましたよ、大尉殿どの」

　マオが尋問室に入ると、少女は顔を上げた。むっつりとした無表情のまま、青味がかった灰色の瞳ひとみがマオをにらむ。

「ずいぶん粘ねばってるみたいじゃない、お嬢じようちゃん」

「…………」

　できるだけ気さくに声をかけてみたが、少女は沈ちん黙もくを続けている。向かいのパイプ椅子に腰かけつつ、マオは言葉を重ねる。

「一応、聞いておくけど氏名と生年月日、もしあれば階級を言ってくれないかしら？」

「…………」

「あらあらだんまり？　これって捕ほ虜りよとしての義務なんだけど、ひょっとしてそういうの習わなかったの？」

「…………」

「言わないと、あなたにとっても困ったことになるわよ？　そもそも向こうさんに、あなたが捕虜になったって通告できないし」

「…………」

　通り一いつ辺ぺん倒とうのことを並べ立ててみたが、少女は頑かたくなに口を閉とざしている。

「それはそれとして、あの時のあなた、まだ荒あら削けずりだけど中々いいセンスしてたわよ」

「────」

　初めて少女の表情が動いた。ここが当たりか？──そう見当をつけたマオは、さらに言葉でつついてみる。

「ただ、まだまだ甘いわね。狙撃手が周辺の索さく敵てきを怠おこたって、敵の接近を見過ごしたのはいただけないわ。もっと早く私たちに気づいていれば、色々と手は打てたはずよ」

「────あ」

　引き結ばれた少女の唇くちびるがわずかに歪ゆがみ、小さな声が漏もれた。後もう一歩だ。

「ひょっとして、自分が猟りよう師しのつもりだったのかしら？　それじゃ駄だ目めよ。常に自分が獲え物ものだという、臆おく病びようさと用心を心がけないと」

「──あの〈サベージ〉のオペレータは、あなたなのか？」

　思わず、といった調子で少女は尋たずねた。

「まーね」

　野戦服の胸ポケットからタバコを取り出しつつ、マオは人の悪い笑えみを浮うかべた。壁かべのマジックミラーを一いつ瞬しゆんだけ見やり、その向こうにいるであろう係員に目線で『問題ない』と告げる。

（さてと、どうかしら？）

　一度でも自分から声を発した以上、これ以上の沈黙を保ち続けることは難しい。それが、人の心理というものだ。

　案の定、さして長くないだんまりの後、少女は再び口を開く。

「……どこで、あれだけの技術を身につけた？」

　黙もく秘ひを押し通すという意志よりも、困惑と、若じやつ干かんの好こう奇き心しんが勝まさったのだろうか。どうやら脈はありそうだと、マオは判断する。

「そうねえ、基き礎そを学んだのは、やっぱ米軍の海兵隊かしら」

「アメリカ兵？　それがなぜ、この国に──」

「ぶっぶー、外れ。今は違ちがうわ」

　はぐらかしたマオに、少女は少しムッとしたようだった。

「ならば、いったい？」

「そもそも、あたしがあなたの名前を聞いてるんだけど？　質問に質問で答えるなって、ママは教えてくれなかったの？」

「…………」

　その手には乗らない、と言わんばかりに少女は再び沈黙する。ここはまず、こちらから歩み寄る局面だろう。

「私は、メリッサ・マオ。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ってＰＭＣの社長をやってるわ」

「ＰＭＣ？」

　怪け訝げんそうに、少女はそう言った。

「Private Military Company──民間軍事会社よ。この国でのお仕事は、政府軍にＡＳの操縦を教えること。ま、たまに鉄火場に放ほうりこまれることもあるけどね」

「傭よう兵へいなのか？」

「だからＰＭＣって言ってるでしょ。今時は、そう名乗るのが流は行やりなのよ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　不ふ審しんげな感情を隠かくそうともせず、少女はそう言った。

「……何をしに来た？」

「さっきも言ったでしょ。この国の軍にＡＳの──」

「そのことじゃない。なぜわざわざ、わたしに会いにきた？」

「ああ、そういうこと」

　小さく、マオは笑う。

「ちょっとした好奇心かな」

「好奇心？」

「そ、さっきも言ったでしょう。あの時のあなた、センスがあったって。あれだけ手こずったのは久しぶり」

　褒ほめられたのが意外だったのか、少女はぽかんと口を開けた。

「その相手がこんなに可愛かわいい女の子だったなんて、そりゃ話の一つもしてみたくなるじゃない」

「か、からかっているのか？」

「本気よ、全部ね」

　少女の初うい々ういしい反応に、マオはにんまりと笑う。

「もう一度だけ忠告しておくけど、捕虜として扱あつかわれたいのなら、名前や階級は答えておきなさい。この国にはまだ体てい裁さいを取り繕つくろう余よ裕ゆうがあるみたいだし、そちらの方が利口なはずよ」

「…………ふん」

　鼻を鳴らした少女だが、やがてぽつりと口を開く。

「ナターシャも、そう言っていた」

「あなたの上官？　──ああ、答えなくてもいいわよ。そういった情報は、捕虜でも黙秘する権利があるし」

「へんな女だな。わたしを尋問しにきたのだろう？」

「変わってるって言うなら、あなたも相当だと思うけどね」

「…………むう」

　嫌いやそうに顔をしかめながら、それでも少女は言った。

「……アデリーナだ」

（アデリーナ──か。ロシア系の名前ね）

　この南カフカスでロシア系の住民は、少数民族の中でもさらに少数派だ。だがイロン人やアプスア人の名を冠かんした自治州であっても、ロシア本国が後うしろ楯だてになっていることもあり、内部ではロシア人が大きな発言権を持っているらしい。

「アデリーナ・アレクサンドロヴナ・ケレンスカヤ。イロン自警軍の訓練生だ。まだ、階級は与えられていない」

「ふーん、中々いい名前じゃない。よくできました、お嬢ちゃん」

「…………」

　そっぽを向く少女を残し、マオは尋じん問もん室を後にした。




　ステファン・イリイチ・ミハイロフ大尉がその報告を受け取ったのは、イロン独立自治州州都郊こう外がいの仮設基地でのことだった。

「西の停戦ライン付近でＡＳ戦だと？」

　吹ふきつける乾かわいた風の中、ミハイロフは太い眉まゆをひそめた。すぐ側そばを通り過ぎた〈サベージ〉のエンジン音と足音が、低い声をかき消す。

　基地とはいっても、周囲で目立つ建物はプレハブの司令部棟とうくらいのもの。兵士たち（その多くは訓練中の民兵）は天幕で寝ね泊とまりし、ＡＳや装そう甲こう車は露ろ天てんの駐ちゆう機き場じよう・駐車場で野ざらしにされている。

　これが、自治州軍の現状だった。

「どういうことだ」

　ミハイロフは報告者に先を促うながす。

　ロシア軍特殊部隊スペツナズに所属するミハイロフは、ソ連時代のアフガン再侵しん攻こうからＡＳに乗ってきた、叩たたき上げのベテランだ。実戦を経験したオペレータとしては、最古参の部類に入る。

　現在は、ロシア本国から派は遣けんされた『平和維い持じ軍ぐん』の一員として、ここイロン自治州に駐留している。ＡＳ部隊の指揮および、建設されつつある自治州軍への指導・教育を任されていた。

「停戦ライン付近で哨しよう戒かいにあたっていた自治州軍の〈サベージ〉が、政府軍側の侵攻を発見。独断で先制攻こう撃げきを仕し掛かけたそうです」

　淡たん々たんとした声で、ナタリア・イワノヴナ・ヤコブレワ中ちゆう尉いが報告する。

　まだ若い、赤毛の女性将校である。コルキスのロシア系住民の出身で、独立後も帰郷せずロシア軍に残ったらしい。その経歴と土と地ち勘かん等を買われて、ミハイロフの部下につけられていた。

「政府軍の侵攻か」

　ミハイロフは脳内で、周囲の地図を開く。

　現在の州都は、自治州全体から見ると極きよく端たんに南に位置している。なんせほんの一〇キロほど南下すれば、政府側との停戦ラインなのだから。そこを越こえればコルキスの重要拠きよ点てんであるゴリまで三〇キロほどの距きよ離りしかない。

　しかも市の郊外には、飛び地のような形で政府側の支配地域がいくつも点在していた。いわば州都であるにもかかわらず、常に政府軍の包囲下にあると言える。

「今の状じよう況きようで、しかも西から山やま越ごえ──ありえんだろう」

「同感です。演習、もしくは挑ちよう発はつ行動と見るのが妥だ当とうでしょう」

「まんまと乗せられたというわけか」

　ミハイロフの声には、苦いものが混じっていた。

　表面上は停戦が続いているものの、政府軍と自治州軍の間では、水面下の小こ競ぜり合いが頻ひん発ぱつしている。その情勢下で自治州軍側が政府軍に対して先制攻撃を仕掛けたという事実は、政府側にとって大きな宣伝材料になるだろう。

「それで、その間ま抜ぬけはどこの誰だれだ？」

「自治政府軍のアルセン・トメノフ軍ぐん曹そう、および訓練生アデリーナ・ケレンスカヤの両名です」

「訓練生だと？──いや、待て」

　ナタリアの口にした名が、ミハイロフの記き憶おくを刺し激げきした。

「あの時、拾った娘むすめか。もう実戦に出していたのか」

「はい。非常に優ゆう秀しゆうな成績で、訓練過程を終しゆう了りようしたそうです。すでに生身での偵てい察さつ任務中に、政府軍との遭そう遇ぐう戦せんを経験しているようですね」

「とはいえ、まだ子供だろう」

　そうつぶやくミハイロフの声は、苦い響ひびきがある。

「その結果、返り討うちにあったのでは意味があるまい」

「相手が悪かったのでしょう。遭そう遇ぐうしたコルキス軍部隊に、どうやらあのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が混じっていたそうです」

「例のＰＭＣか」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の存在は、ミハイロフも報告を受けていた。彼らによる訓練プログラムが開始されて以来、コルキス軍の練度は目に見えて上じよう昇しようしているのだ。

　その全すべてがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の功績ではないにしても、厄やつ介かいな相手であることに間ま違ちがいはない。

「何か、手を打つ必要があるな」




　　　　３




　深夜の眠ねむりは、突とつ然ぜんの警報によって破られた。

「何!?」

　そう叫さけびながらマオは、狭せまいベッドから跳はね起きた。

　大たい尉い待たい遇ぐうであり、かつ女性であるマオは、宿舎の個室を提供されている。窓の外はサーチライトで煌こう々こうと照らし出され、甲かん高だかいサイレンやＡＳ・装甲車のエンジン音が激しく鳴り響いている。

「これって、まさか──」

　瞬しゆん時じに覚かく醒せいした脳のう裏りを嫌な想像が過よぎり、マオはすっくと立ち上がった。スポーツブラにビキニのショーツという、あられもない姿。まるで雌め豹ひようのように鋭するどく引き締しまった肢し体たいは、とても三〇半ばの経産婦とは思えない。

「社長！──と、失礼」

　部屋に駆かけこんできたバクスターが、半はん裸らのマオから慌あわてて目を逸そらし、背を向ける。とはいえマオも、今さら恥はずかしがるような歳としでもない。

　素す早ばやく野戦服を着こみながら、バクスターに尋たずねる。

「それで、状況は？」

「は、あの捕ほ虜りよの娘が脱だつ走そうしました。確か、ケレンスカヤと言いましたか」

　やはり──当たった悪い予感に、マオは内心でほぞを嚙かむ。

「しかも何をどうやったのか、基地の格納庫に忍しのびこみ、盗ぬすんだ〈サベージ〉で逃にげ出したというのですから」

「それはまずいわね」

　ここまで派手な真ま似ねをされては、コルキス軍にも面子メンツがある。可能な限りの戦力を注ぎこんで、アデリーナと〈サベージ〉を追うだろう。

　当然、撃げき墜ついも辞さずに。

「我々にも出撃の要よう請せいが出ておりますが、どういたします？」

「出るわよ、もちろん」

　手て櫛ぐしで乱れた髪かみを直しながら、ごくあっさりとマオは言った。

「そういうと思っていました。ずいぶんとあの娘こにご執しゆう心しんのようでしたからな」

　苦く笑しようしながらバクスターが差し出した通信機を、マオは手に取る。
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「はーい、ダニエラ。状況は分かってる？」

『一応は。えらいことになってるけど、こっちは無事さね』

　整備班長のダニエラ・コールマンが、打てば響くように答える。

『ひょっとして、出るのかい社長？』

「ええ、早さつ速そくで悪いんだけど、〈シャドウ〉を起こしてちょうだい。一〇分でね」

『五分もあれば十じゆう分ぶんだよ。社長こそ急ぎな』




　ハア、ハア、ハア──

〈サベージ〉のコクピットには、アデリーナ自身の激しい息づかいが満ちていた。

　月の無い夜の暗い山中、道無き道を〈サベージ〉は進む。ゴリ基地からイロン自治州まで直線距離で三〇キロほどだが、最短のルートは平へい坦たんな田園地帯が続いており、直進してはあっという間に捕ほ捉そくされてしまう。

　アデリーナはそれを避さけて、西に大きく迂う回かいし山中に踏ふみ行ったのだ。

　ここはまだコルキス軍の勢力圏けん、敵の目を避けるために頭部サーチライトは使えない。旧式の暗視装置と当てにならないＧＰＳ、そしてアデリーナ自身の記憶と勘かんだけが頼たよりだ。

（早く、イロンに戻もどらないと）

　自分から自治州軍に、救助を求めるわけにはいかない。無線機の周波数は、コルキス軍の帯域に合わせっぱなしのままだ。切れ切れの通信を傍ぼう受じゆすると、政府軍も相当に混乱していることが分かる。

　首しゆ尾びよく敵の基地から脱走できたことが、信じられないほどの幸運の連続だということは、アデリーナも理解している。だがそれがいつまでも続くと思えるほど、バカでも楽観的でもない。

　追っ手はいまこの瞬間も、アデリーナに迫せまっているはずだ。

　パッシブ系のセンサを全開にし、〈サベージ〉の貧弱な目と耳を可能な限りこらす。まだ、追っ手の兆候は見えない。

　暗い夜空を切り取ってそびえる、黒々とした峰みねの影かげ。それを目にしたアデリーナが、小さく安あん堵どの息をつく。彼女の記憶が正しければ、あの山峰は停戦ラインの一部だったはず。ならばこの先の峠とうげを越えれば、自治州の領域だ。

（後、少し）

　そう緩ゆるみかけたアデリーナの脳裏を、激しい警報が走った。咄とつ嗟さにペダルを踏みこむ。跳ちよう躍やくする〈サベージ〉。ほぼ同時にその足あし下もとすれすれを、背後から飛んできた何かが擦さつ過かしていった。

　爆ばく発はつ──

　すぐ前方で上がった紅ぐ蓮れんの炎ほのおに、アデリーナは呆ぼう然ぜんとした。何が自機を襲おそったのか、ようやく悟さとったのだ。

「対戦車ダガー……」

　喘あえぎながらアデリーナは冷ひや汗あせをかく。危ない所だった。

　少しでも反応が遅おくれていれば、彼女の〈サベージ〉は、対戦車ダガーで脚きやく部ぶを吹ふき飛ばされ、無力化されていただろう。

　いや、本当の危機はまだまだこれからだ。

『いい勘してるじゃない』

　通信機から聞こえる声に、アデリーナの〈サベージ〉は振ふり返る。

　爆ばく炎えんに照らされ、一機のＡＳが立っていた。スマートで均整の取れたシルエットは、アデリーナも見知った機種だった。肩かたに記された、妖よう精せいの翅はねを思わせるシンボル──あの〈サベージ〉と同じそれを別にすれば。

「〈シャドウ〉──それも敵の……」

　Zy─99〈シャドウ〉。ロシア製の第三世代型ＡＳで、自治州に駐留するロシア軍に配備されていたのを見たことがある。
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　その時はあれほど頼たのもしかった同じ機体が、今のアデリーナには死に神に見えた。

『やっぱりあなた、いい素質しているわ』

　声はあのメリッサ・マオとかいう、傭よう兵へいのボスのものだった。

（……勝てるわけがない）

　アデリーナの体に、震ふるえが走る。同じ〈サベージ〉同士の戦いでさえ、歯が立たなかったのだ。ましてや相手が〈シャドウ〉に乗ってる今、万に一つの勝機もない。

『投降なさい。悪いようにはしないから』

　だが不思議なことに、その言葉がアデリーナの心に火をつけた。

「負けない……」

　操縦スティックを握にぎる両手に、力をこめる。前ぜん傾けい姿勢を取った〈サベージ〉は、背部のハードポイントから小型のＨＥＡＴハンマーを手に取った。

「わたしは、負けるわけにはいかない」

　蟷かま螂きりの斧おのを手に、アデリーナと〈サベージ〉は、かつてない強敵と対たい峙じした。




「始まったか」

　機体間のデータリンク機能でマオ機の状じよう況きようを確かく認にんし、バクスターは唸うなった。二メートルを越こえる巨きよ体たいのため、ただでさえ狭い〈シャドウ〉のコクピットが、より狭く感じられてしまう。

「オシラ２、状況は確認したな。俺達も急行するぞ」

『りょーかい、っと』

　カルロス機からも返信が入る。

　脱走したアデリーナの追撃にはゴリ基地配属のＡＳ部隊が投入されているが、その大半が〈サベージ〉だ。結局、最も先行しているのは、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の〈シャドウ〉三機である。

　その中で真っ先にアデリーナを捕捉したのは、マオだった。交戦中の彼女を支し援えんできるのは、バクスターとカルロスしかいない。

『しかし旦だん那な、社長にしちゃずいぶんポカやってるな。普ふ通つうなら瞬しゆん殺さつだろ、これって』

「無傷であの娘を捕つかまえようとして、手間取っているようだな」

『正直、あのガキに入れこみ過ぎじゃねえのか？』

「社長もあれで、一児の母だ。あの歳の子供が兵隊をやってるのを見れば、色々と思う所もあるさ」

『そりゃまあ、ああいうのは嫌いやなもんだが……』

　カルロスの故郷であるコロンビアでも、反政府ゲリラや麻ま薬やくカルテルは少年兵を戦力にしている。かつてコロンビア軍の兵士だったカルロスにとっても、他ひ人と事ごととは言い切れないのだろう。

『ただ、それで任務をしくじったら本ほん末まつ転てん倒とうだろ。俺たちはプロなんだぜ。今ならまだ、笑い話ですむだろうけどよ』

「それは……その通りだ」

　バクスターも、それは懸け念ねんしていた。

　優やさしさと甘さは、似ているようで全く違ちがう。マオに限ってそこを履はき違えることはないだろうが、それでも一いち抹まつの不安がある。

「嫌な予感がする。急ぐぞ！」

『ＯＫ、っと』




「ほんと、いい根こん性じようしてるわね」

〈シャドウ〉のコクピットでマオは、賞賛とも呆あきれともつかない声を上げた。

　アデリーナの〈サベージ〉は、臆おくすることなくＨＥＡＴハンマーを構えている。とはいえ、猪ちよ突とつ猛もう進しんの特とつ攻こうを仕し掛かけてくるわけでもない。マオの出方をうかがいながら、ほんの少しずつだがじりじりと後退している。

　抵てい抗こうと逃とう走そうを天てん秤びんに掛けた、慎しん重ちような立ち回りだ。圧あつ倒とう的てきに格上の相手と対峙しながら、アデリーナは臆するでも自や棄けになるでもなく、兵士としてあるべき判断と行動を積み重ねている。

　その事実がマオには腹立たしく、そしてなぜか哀かなしかった。

「ったく、子供にここまで仕込んでんじゃないわよ」

　毒づきながらマオの〈シャドウ〉は、背部の鞘シースから単分子カッターを抜ぬく。腰こしにマウントしたＡＳ用ライフルは、万が一の流れ弾だまがあるため使用しない。格かく闘とう戦で、確実に無力化する。

　敵機を目指し、〈シャドウ〉は正面から疾しつ走そう。それに応じ、〈サベージ〉がわずかに腰を落とす。その瞬間、マオはペダルを踏みこんだ。

　夜空に高々と、〈シャドウ〉が跳とんだ。空中で体操選手のように機体を回転させつつ、完かん璧ぺきな放物線を描えがいて〈サベージ〉の背後へと舞まい降りる。教科書通りの、見事なジャクソン・アーチ機動だった。

　だが、アデリーナの反応もまた、水みず際ぎわ立だっていた。〈シャドウ〉の姿がスクリーンから消えるのとほぼ同時に、一いつ切さいのためらいなく〈サベージ〉の機体をその場で旋せん回かいさせたのだ。

　瞬時に敵機の背後を取るジャクソン・アーチは、非常に有効なＡＳマニューバだが、読まれると逆に隙すきが生じてしまう。現にマオの〈シャドウ〉は、アデリーナ機の正面に着地寸前の無防備な姿を晒さらしてしまった。

　アデリーナの〈サベージ〉が、ＨＥＡＴハンマーを振り上げる。繰くり出される、起死回生の一いち撃げき。

　そう、マオの読みと寸すん分ぶん違たがわずに。

「甘い」

　異音と共に吹っ飛ばされたのは、〈サベージ〉の方だった。〈シャドウ〉は回転の勢いを殺さないまま、〈サベージ〉のＨＥＡＴハンマーに先んじて空中から蹴けりを繰り出したのだ。

　曲芸じみた不意討うちは、見事に決まった。これ見よがしな囮おとりのジャクソン・アーチにまんまとつられ、〈サベージ〉はしたたかに蹴り飛ばされた。それを尻しり目めに、〈シャドウ〉は静かに舞い降りる。

「戦せん闘とう中よ。相手の行動の一手先じゃなく、その先の先まで予測なさい」

　教官職の癖くせで、マオはそうつぶやく。無様に宙を舞う〈サベージ〉は、そのまま地面に叩たたきつけられるように見えた。だが──

「うそ!?」

　その光景に、マオは思わず目を見はった。

　アデリーナの〈サベージ〉は、頑がん丈じような肩かた口ぐちから接地しつつ、素す早ばやく機体を回転させたのだ。そのまま地面を転がることで、落下の衝しよう撃げきを機体の全身に分散させている。

　受け身を取ったのだ。

　のみならず、Ｊロール機動の要領で地面を転がりながらマオの〈シャドウ〉から距きよ離りを取り、膝ひざ立ちになると同時に右みぎ腕うでを振りかぶった。握られているのは、ＨＥＡＴハンマーではない。ＡＳ用の、大型ハンドグレネードだ。

（なんてことを！）

　この距離であのサイズのグレネードが炸さく裂れつすれば、〈シャドウ〉のみならず〈サベージ〉も巻き添ぞえになる。自じ爆ばくするつもりなのか、それともそこまで考えが回っていないだけか。いずれにせよ、一刻の猶ゆう予よもない。

　ペダルを踏ふみこむ。全速で突とつ撃げきする〈シャドウ〉。闇やみにきらめく単分子カッターの一いつ閃せんが、グレネードごと〈サベージ〉の右手を斬きり飛ばす。

　しかし、遅おそかった。

　すでに信管の作動していたグレネードは、そのまま放物線を描いて地面へと落下する。凍こおりつく〈サベージ〉──

「ああ、もう!!」

　咄とつ嗟さの判断だった。

　脳内であらん限りの罵ば声せいをわめき立てながら、マオの〈シャドウ〉はアデリーナの〈サベージ〉を抱だきかかえ、そのまま崖がけ下したに身を躍おどらせる。

　噴ふき上がった爆ばく炎えんが、コクピットのスクリーンに赤々と焼きついた。




　その爆音は、合流したカルロスとバクスターにも届いていた。

「何だぁ!?」

『社長！』

　データリンクから、マオ機の反応は消失していた。通信機の呼びかけにも、反応は返ってこない。

「こいつはやべえ……」

　崩ほう落らくした崖を目にして、カルロスは呻うめいた。その周囲には、激しいＡＳ戦闘コンバツトの痕こん跡せきが残っている。

　しかも、現場に接近した足あし跡あとは〈シャドウ〉と〈サベージ〉のものがそれぞれ残っているのに、いずれも離り脱だつした形けい跡せきはない。

「まさか、ここから落ちたってのか？　社長も、あのガキも」

　地図を確認すると、この先には峻しゆん険けんな峡きよう谷こくが続いている。崖下を見下ろしても黒々とした深しん淵えんが広がっているのみで、その奥は確認できない。

　赤外線センサに切り替かえる。だが複数の熱源が散乱しており、やはりこの位置からではＡＳを特定できなかった。

「こうしちゃいられねえ！　降りるぞ旦那！」

『待て、危険だ！』

　逸はやるカルロスの〈シャドウ〉を、バクスターが制止した。

『この暗さで、しかも俺たちには土と地ち勘かんがない。下手にうろつき回って停戦ラインを踏み越えた日には、それこそ大事だぞ』

「しかしよお──」

　カルロスが反論しようとした時、機体のパッシブセンサに反応があった。二機の〈シャドウ〉は咄嗟に身を隠かくす。電磁迷彩ＥＣＳは、すでに作動済みだ。

　ほぼ同時に西の空から、ローター音が降ってくる。

『軍用ヘリ……〈ハインド〉だな。ロシア軍が出張ってるのか』

「くそ、何が平和維い持じ軍ぐんだ」

　夜空に半ば溶とけこんだヘリの機体を見上げ、カルロスは罵ののしった。〈シャドウ〉が発見されていない現状では、撃うち落とすのは容易たやすい。だがそれをやってしまえば──

『退くぞ、カルロス』

　バクスターの声は、あくまで冷静だった。

『何も社長を見捨てるわけじゃない。ここは基地に戻もどって、捜そう索さくの態勢を取るべきだ。違うか？』

「…………」

　数瞬の沈ちん黙もくの後、カルロスは同意する。

「……ああ、確かに旦那の言う通りだ」

　カルロスは、ついつい軽口を叩く。

「そもそもあのタフな社長が、この程度でくたばるわけねえしな」

『当然だ、バカモンが』




　　　　４




「我々は、孤こ立りつしています」

　赤毛の女性将校の声は、あくまで静かで冷静だった。

「現状の戦力では、あなた方を保護したまま本隊と合流するのは難しいでしょう」

　その声に、村人の列から声にならないざわめきが上がる。

　だが、当然の言葉でもある。将校の指揮する兵は、ほんの十人足らず。しかも半数が傷ついている。

　その乏とぼしい戦力で村人を守り、『敵』の勢力圏を抜けねばならないのだから。

「ですから、あなた方の中から臨時の志願兵を募つのりたい。兵役の経験者はいますか」

　今度上がったのは、明らかな不安と不満の声だった。

　これもまた、当然の反応だ。生活の基き盤ばんである村を捨てるのみならず、危険の矢や面おもてに立たねばならない──そう告げられたのだから。

　不安そうに、あるいは探さぐるように、村の大人たちは互たがいの顔や表情をうかがっている。誰だれ一人ひとりとして、挙手する者はいない。

　それを見た女性将校は、小さくため息をついた。

「いたしかたありません。では──」

　そう言い終わる直前、将校は軽く目を見はった。周囲の視線も、彼女に集中する。ざわめきが広がった。

　まあ、当たり前だろう──一人起立し、挙手したまま、彼女はそう思う。自分が年とし端はもいかない少女だという自覚は、彼女にもある。

「アデリーナ・ケレンスカヤ……志願します、ええっと──ヤコブレワ少しよう尉い殿どの」




「────！」

　回想は、あっという間に終わった。

〈サベージ〉のコクピットで、アデリーナは我に返る。どうやら転落の衝撃でほんのわずかな時間、気絶していたようだ。

「くっ」

　レバーを操作するが、機体は全く反応しない。機体管制システムのディスプレイを確かく認にんすると、ガスタービンエンジンが完全に死んでいた。

　コンデンサに残った電力のおかげで車載電子機器ヴエトロニクスは辛かろうじて作動しているものの、この機体はもう動けないだろう。

「敵は!?」

　ようやくそこに思い至った。諸もろ共ともに転落したはずの〈シャドウ〉とそのオペレータは、一体どこに？

　それとほぼ同時に、圧縮空気の吹ふき出す作動音が響ひびく。開くコクピットのハッチ。強制開放レバーを、外部から作動させられたのだ。

「まったく、ずいぶん無茶苦茶するじゃない」

　ハッチからアデリーナを見下ろす人ひと影かげは、やはりあの女だった。

「メリッサ・マオ……」

　応戦しようとしてアデリーナは、自分が拳けん銃じゆうどころかナイフ一本すら持っていないことを思い出す。

（万事休すか？）

　愕がく然ぜんとしながらも抵てい抗こうの手段を模も索さくするアデリーナを尻目に、マオはごく気安い仕草で〈サベージ〉のコクピットをのぞきこむ。ディスプレイの表示を目にして、にんまりと笑った。

「やっぱり、コンデンサは無事か。エンジンはダメだけど」

「……何のつもりだ」

「こっちはちょうど逆なのよねえ。パラジウム・リアクターは動くんだけどコンデンサが逝いっちゃっててね」

「だから、何が言いたい！」

　思わず声を荒あららげたアデリーナの前で、マオは肩かたをすくめる。

「取引きよ」

「……取引き？」

「そ。この谷底から、生身で脱だつ出しゆつは無理そうだし、かと言ってＡＳは二機とも動かない。今のところはね。なら何とかして、ＡＳを動かすしかないでしょ」

　怪け訝げんそうなアデリーナに、マオはあっけらかんと答える。

「その〈サベージ〉からコンデンサブッコ抜ぬいて、あたしの〈シャドウ〉に載のせ換かえる。ま、それで何とかなるでしょう」

「だから、取引きか」

　アデリーナにとって、嫌いやも応もない。むしろこの状じよう況きようでは、信じられないほどの好条件だろう。

　だが──いや、だからこそ、そこに疑問があった。

「なぜ、わざわざ取引きをする？」

「どういう意味？」

「わたしの意志に構わず、制圧して奪うばえばいいだけだろう。なぜそうせず、わざわざ手間を踏ふむ」

「戦争にもね、ルールってものはあるのよ」

　どこか苦い響きの声だった。

「子供を戦場に立たせて恥はじないような連中には、そんなこと教わらなかったでしょうけどね」

「何だと──」

　揶や揄ゆされたのかと思ったアデリーナだが、マオの顔を見て考えを改める。

　その時の彼女は本当に、悲しげな表情をしていたのだ。




「捜索隊は、出せないと」

　ゴリ基地の司令室に、バクスターの押し殺した唸うなり声が響いた。

「当然だろう」

　司令は、不ふ機き嫌げんそうにそう言い捨てる。

「停戦ライン付近だぞ。下手に隊を動かせば、本格的な武力衝しよう突とつになりかねん。たった一人の捜索のため、そんなリスクは冒おかせるはずがない」

「そもそも、おたくが出した業務外の出しゆつ撃げき要よう請せいを受けたおかげで、こんなハメになったんですがねえ」

　続くカルロスの声も、相当に不ふ穏おん当とうだった。

「それを今になって知らんぷりってのは、ちょいと筋ってものが通ってないでしょうが、大たい佐さ殿どのよお」

「深入りしすぎたのは、君たちだろうが。大体、〈シャドウ〉まで出しておいて〈サベージ〉を取り逃にがすなど、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の実力にも疑問が──」

「てめえ!!」

「おちつけ、カルロス」

　司令に詰つめ寄るカルロスを、バクスターが制した。

「は、話にならん！　出て行きたまえ」




　司令室を後にし、バクスターとカルロスは大おお股またで廊ろう下かを進む。

「……すまねえ、旦だん那な」

「かまわん。それよりも、社長をどうするかだ」

「むう」

　再度の探たん索さくをするべきだろうが、場所は停戦ラインの間近なのだ。

「無茶は承知の上だ。もう一度、出るぞ」

「……だよなあ」

　頭をかくカルロス。と、廊下の曲がり角の向こうから、一人の青年が駆かけ寄って来た。

「ここにおられましたか」

　訓練生のパビルア少しよう尉いだった。なぜかＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の整備班長であるダニエラも、ついてきている。

「実はこちらでも、今後の訓練計画を立てまして」

「悪いがな、今はそれどころでは……」

「とにかく、ご覧ください」

　はぐらかそうとするバクスターに、パビルアは計画書を押しつける。根負けしたようにざっと目を通したバクスターの表情が、さっと変わる。

「──なるほど」

　もう一度、今度は最初から熟読する。間ま違ちがいない、これは──

「演習、か」

「ええ、演習です」

　パビルアとうなずき合ったバクスターは、続けて作業着姿のダニエラを見やる。

「行けるのか」

「ああ、任せな」

「どういうこったよ？」

「いいから、読んでみろ」

　一人だけ状況が分からず、怪訝そうなカルロスに、バクスターは計画書を手て渡わたした。




〈シャドウ〉の修理は思いの外ほか、順調に進んだ。

「そこ、もっと右を照らして」

「……分かった」

　マオの指示に従い、アデリーナは手にしたライトをかざす。手早く、正確に作業をこなしていくマオの手先を、じっと見つめている。

「本当に、これで動くのか？　〈シャドウ〉のパーツを〈サベージ〉で代用するなど、聞いたことがない」

「そりゃまあ、トラクターのバッテリーをスポーツカーに乗せ替かえるようなものだし、配線繫つないではいお終しまい、って訳にはいかないわよ。でも同じロシア製同士だし、規格は合っているから……」

　マオはＡＳ操縦の他に、電子戦においてもスペシャリストであり、また工学の修士号も持っている。米国製の第三世代型ＡＳであるＭ９〈ガーンズバック〉の開発にも、あれこれ関かかわっているのだ。

　それらの技能を彼女は今、遺い憾かんなく発揮していた。

「凄すごいな」

　そう、アデリーナはつぶやいた。相変わらず抑よく揚ようのない声だが、その奥には素す直なおな感心の響きがあった。

「知識や技術ってのは、いいものよ。単に役立つってだけじゃない。世界ってものが広がるから」

「世界が、広がる……」

　マオが答えると、アデリーナはうつむいた。

「そういうこと、考えてもみなかった」

　少女の独白に、マオは耳を傾かたむけた。

「銃じゆうの撃うち方、ＡＳの操縦。ただ、身につけるだけで精せい一いつ杯ぱいで。その先のことなんて」

「そう」

　手を止めたマオは、アデリーナを振ふり返る。

「なんなら、あなたもやってみる？」

「え？」

「ほらほら、若いうちは何事も経験よ」

「う、うむ……」

　戸と惑まどい、躊躇ためらっていたアデリーナだが、やがて小さくうなずいた。

「や、やってみる」

「そうこなくっちゃ」

　アデリーナと入れ替わり、今度はマオが後ろからライトを照らす。

「次はそことそこの配線ね。分かる？」

「こ、こうか？」

「そうそう、中々上手じゃない」

　マオの指示に従い、アデリーナはまだ小さな手を器用に動かす。相変わらずのむっつり顔だが、灰色の瞳ひとみには徐じよ々じよに熱がこもってきた。

　やはり──以前から抱いだいていた印象が、マオの中で確信に変わる。このアデリーナという少女は、本質的に兵士に向いていないのではないか、と。

「ねえ、なんであなた兵隊なんかになったの？　アフリカとか南米みたく、誘ゆう拐かいされて無理矢理ってわけでもないんでしょ？」

「…………」

　その問いに、アデリーナは口を閉とざした。マオも答えを急せかそうとはせず、しばらく作業に集中する。

　ややあって、少女は口を開く。

「わたしの村は、コルキス人の民兵に襲しゆう撃げきされた」

　シンプルな、それだけに重い一言だった。

「ロシアの平和維い持じ軍ぐんに救助されて、州都のキャンプまで避ひ難なんすることになったが、戦力が足りず──」

「それで、あなたが志願したってわけ？」

「死んだ父が猟りよう師しだった。猟銃の使い方くらいは分かったし、周囲の地形もよく知っていたから」

　淡たん々たんと、少女は語り続ける。

「村は今、停戦ラインの向こう側だ。慣れないキャンプの生活で、母も妹も体を壊こわして死んだ。家族も故郷も、もうない。全部、コルキスのやつらのせいだ」

「その仇あだ討うち、ってわけね」

　内心でマオは嘆たん息そくする。ふとその脳のう裏りを、誰だれかのにやけた笑い顔が過よぎった。

「あたしの別れた亭てい主しゆも、似たような理由でこの業界に入ったそうよ」

　昔、寝ね物もの語がたりで聞いた話を口にする。

　他人に吹ふい聴ちようするようなことではないと分かってはいるのだが、アデリーナには伝えたいし、伝えても大だい丈じよう夫ぶと思えたのだ。

「両親をテロで殺されて、その仇討ちで中東まで飛んで、傭よう兵へいになったって」

「仇は、討てたのか」

「きっちり落とし前はつけたみたい。とはいっても、それですっきりハッピーエンドとはならなかったみたいだけど」

　その話を聞いて、何か思う所があったのだろうか。少し黙だまった後、アデリーナは話を変えた。

「……結けつ婚こん、していたんだな」

「まーね。こう見えても、娘むすめが一人いるの」

「羨うらやましいな」

　その言葉に、マオは驚おどろいた。はて、この歳としでもう結婚願望があるのだろうか？

　作業の手を止めたアデリーナが、油で汚よごれた顔のまま振り返る。固く引き結ばれていた口元が、緩ゆるやかにほころんだ。

　年ねん齢れい相応の、柔やわらかな笑え顔がおだった。

「あなたの娘ならきっと、幸せなのだろう」

「な、なに生意気言ってるのよ、子供が」

　急に気き恥はずかしくなったマオは、中指と親指を丸めると、アデリーナの額を弾はじいた。

「あう──」

　デコピンを受けたアデリーナの上体が、大きくのけぞる。

「何をする！」

　理り不ふ尽じんな照れ隠かくしで涙なみだ目めになった少女から、マオは目を逸そらした。
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「これでよし、と」

　川かわ面もから立ち上る朝あさ霧ぎりの中、マオは〈シャドウ〉背部のパネルを閉じた。

　ようやく、作業は終しゆう了りようした。すでに夜は明けているものの、この峡きよう谷こくの底までは陽光も届いていない。深い霧の中、マオたちの周囲は曖あい昧まいで薄うすぼんやりした暗がりに閉ざされている。

「本当に、大丈夫なのか？」

「大丈夫よ、任せなさい」

　不安げなアデリーナに軽くウインクすると、マオは〈シャドウ〉のコクピットに乗りこんだ。

　実のところ、マオ自身もかなり不安なのだが、そんな姿をアデリーナには見せられなかった。つまらない見み栄えかもしれないが、それが大人というものだろう。

「頼たのむわよ……」

　半ば祈いのるようにつぶやきながら、マオは補助電源ユニットＡＰＵのスイッチを押した。真っ暗だったディスプレイが明めい滅めつし、灯ひが点ともる。

　青い画面にずらずら並ぶ、白い文字。流れていく数値やチェック項こう目もくを、マオは慎しん重ちように確かく認にんする──問題なし。

　操縦スティックの音声入力スイッチを押しこむと、マオは機体の制せい御ぎよ用ようＡＩへと呼びかけた。

「ハロー、フライデー。気分はどうかしら？」

《最悪》

「そう。生あい憎にくだけど一仕事頼むわよ。あまり長居したい場所じゃないし」
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《了りよう解かい》

　機体が細かく震ふるえ、〈シャドウ〉が本格的に眠ねむりから覚めた。スクリーンが明滅し、光学センサの捉とらえたカラー映像が映し出される。

　画面の中のアデリーナと、目が合った。

『本当に、動いた』

　マイクが拾ったアデリーナの声は、素直な驚きと賞賛の響ひびきがあった。スピーカのスイッチを押しつつ、マオは答える。

「ま、ざっとこんなものよ。言ったでしょ、大船に乗った気でいなさい、って」

　そう言いながら差し出した〈シャドウ〉の手を、アデリーナはじっと見つめる。若じやつ干かん、戸惑っているようだ。

「谷を抜ぬけるまでは乗せてあげるから。その後は自分の足で山を降りるなり、助けを待つなり、好きになさい」

『……見み逃のがしてくれるのか』

「そういう約束でしょ」

　マオの答えに感謝すると思いきや、アデリーナは半眼になってこちらをにらむ。

『なら最初から追いかけてこなければ、こんなことにならなかっただろうに』

「大人にはね、そうはいかない事情ってものがあるの」

　痛い所をつかれ、マオは話を誤ご魔ま化かした。




『そこは、右に回ってくれ』

「了解」

　通信機から聞こえるアデリーナの指示に従い、マオは慎重に操縦スティックを操あやつる。〈シャドウ〉の機体はその動きを忠実に再現し、険しく切り立った崖がけを登っていった。

　マオの〈シャドウ〉は今、左手にアデリーナを乗せている。視界の利きかない霧の中、残る三本の手て脚あしでのクライミングは相当に困難──かと思いきや、実にスムーズに進んでいた。

（優ゆう秀しゆうなナビゲーターのおかげよね）

　スクリーンに映ったアデリーナを見やる。マオが渡わたしておいた通信機を手に、地図と周囲を見比べていた。

『これで一番つらいところは抜けた。後は歩いて進めるはずだ』

　地図や衛星写真だけでは判別できない、様々な迂う回かいルートや裏道。これらをアデリーナから教えてもらわなければ、ずいぶんと手間取っただろう。

　ちなみに手の平という危険かつ不安定な特等席でＡＳクライミングを体験しているにもかかわらず、アデリーナは平然と眉まゆ一つ動かしていない。どうやら、胆たん力りよくの方も大したもののようだ。

『あとは、左の斜しや面めんを登ってくれ。それで峠とうげに出られる』

「アイアイサー、っと」

　最後の一ひと踏ふん張り。マオの〈シャドウ〉は、稜りよう線せんへと乗り上げる。

「あー、疲つかれた」

　気の抜けた声を上げながらも、マオは周囲の地形を確認する。

　アデリーナの言った通り、ちょうど分ぶん水すい嶺れいの峠になっていた。ここから西に下れば政府軍の支配地域に、東なら自治州軍の勢力範はん囲いに、それぞれたどり着く。

〈シャドウ〉に膝ひざをつかせ、アデリーナの乗った左手を地面に下ろす。

「ここでお別れね、ありがとう」

『礼を言われるのも言うのも、おかしいだろう。そもそも、わたしたちは敵同士だぞ』

「それとこれとは別よ」

『むう──』

　それに応じ、アデリーナが口を開きかけた時だった。

「伏ふせなさい！」

『え？』

　叫さけぶと同時に、〈シャドウ〉は身を翻ひるがえして跳ちよう躍やくする。アデリーナも理解できないなりに、マオの指示に従って地面に伏せる。

　次の瞬しゆん間かん、霧の静せい寂じやくを砲ほう声せいが引き裂さいた。断続的に走る火線が、寸前まで〈シャドウ〉の存在していた空間を走る。

　間かん一いつ髪ぱつで奇き襲しゆうを凌しのいだマオの眼前で、霧の向こうから音もなくＡＳの影かげが現れた。スマートなその姿は、マオ機と同じ〈シャドウ〉──だが機体各所の意い匠しようが、ずいぶんと異なっている。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が保有する、輸出仕様のＭ型ではない。

「本国仕様の純正品、ロシア軍ね」

　ほぞを嚙かむマオの背後を塞ふさぐように、もう一機の〈シャドウ〉が現れる。それだけではない、さらにやや遠間から、四機の〈サベージ〉がこちらを包囲していた。これまたＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が使う旧式Ｒｋ─９２ではなく、ＥＣＳを備えた新型Ｒｋ─９６だ。

「あらあら、どなたかと思ったらロシア平和維持軍のお歴々じゃない」

　ＰＫＦの言葉を出して探さぐりを入れるが、眼前の〈シャドウ〉は全く乗ってこない。ただ無言の殺意のみをこめ、マオ機にライフルの砲門を向ける。

（これは、ヤバイかも）

　機体も本調子からは程ほど遠く、しかも多勢に無勢。それでも可能な限り最良の機動を算出しつつ、マオはペダルを──

『待ってくれミハイロフ大たい尉い!!　ヤコブレワ中ちゆう尉いも！』

　大声を上げたのは、アデリーナだった。マオの〈シャドウ〉の前に立つと、大きく両手を広げる。

「ちょ、ちょっと──」

　あっけにとられたマオの眼前で、アデリーナは言葉を重ねた。

「こ、ここは停戦ラインの近辺だ。む、無用な行動は政治的な問題が生じかねない。て、撤てつ退たいすべきと、意見具申する」

　しどろもどろ、途と切ぎれ途切れながら、アデリーナは臆おくすることなく言い切った。とはいえ先日に彼女が仕し掛かけてきた奇襲のことを思うと、『お前が言うな』と突つっこまざるを得ないが。

『そこをどけ、ケレンスカヤ訓練生』

　正面の〈シャドウ〉から、低い男の声がした。おそらく彼が、『ミハイロフ大尉』なのだろう。

『三秒以内に離はなれねば、利り敵てき行こう為いと見なして諸もろ共ともに撃うつ』

（まずい）

　宣告に含ふくまれた本気の響きに、マオは戦せん慄りつする。ここでアデリーナまで巻きこんでしまえば、それこそ本ほん末まつ転てん倒とうだ。

『３──２──』

　刻々と刻まれるカウントダウン。だがアデリーナは、青ざめながらもその場から動こうとしない。

　彼女もまた、本気なのだ。

　どうするべきか？

　いっそ自ら飛び出し、アデリーナから射線を逸らすか？　確実に撃たれるが。

「１──」

　そして破局が訪おとずれようとしたその瞬間──

『ぬ？』

「え？」

『あれは──』

　上空から響く、ロケットエンジンの轟ごう音おんと風切り音。逆落としで舞まい降りる、航空機と呼ぶにはずんぐりと角張った姿を、マオは知っていた。

「あれは──〈サイファー〉じゃない!?」




「間に合ったか！」

〈サイファー〉のコクピットで、バクスターは思わず安あん堵どの唸うなりを上げた。

「オシラ１より各機へ。空挺演習中友軍機を発見した。これより救助行動に移る」

　空々しい建前の通信を、バクスターは僚りよう機きに告げる。続く二機の〈サイファー〉から、カルロスとパビルアの返信が入った。

「お……オシラ２、了解」

『こここ、こちらも了解しました』

　引きつった声を無視し、バクスターは操縦スティックのボタンを押しこんだ。ロックボルト開放。固定翼よくとロケットエンジンによって構成されたフライトユニットが、機体から切り離された。四し肢しを折りたたまれていた〈サイファー〉本体が、虚こ空くうへと放ほうり出される。

　すぐさま機体の各部が展開。細長い手脚が伸しん張ちようし、〈サイファー〉はＡＳ本来の姿を取り戻もどす。

　英国製の第三世代型ＡＳである〈サイファー〉は、空くう挺ていやヘリボーンによる遠えん距きよ離りへの戦力投射能力を重視した機体だ。そのため徹てつ底てい的てきな軽量化が図られたのみならず、四肢を折りたたむことによって輸送スペースを削さく減げんできるよう設計されている。

　その状態で専用のフライトユニットを装備すれば、今回のように擬ぎ似じ的な航空機としての運用さえ可能になるのだ。

　見る見る迫せまってくる地上。最後まで残っていたブースターの一部で逆噴ふん射しやをかけ、着地する。カルロスたちも、それに倣ならった。

『さ、最悪だ……二度と乗らんぞ、こんなアホ機体』

『た、確かに』

　半ばグロッキー状態の二人を無視し、バクスターはマオに通信を繫つなぐ。

「お迎むかえに上がりました、社長」

『ん、ゴクローさんね、チンピラども』

　返信の声は、いつも通りのものだった。

『それじゃあ、ちゃっちゃか片付けて帰りますか』

「了解！」




　地を蹴けって、マオの〈シャドウ〉はミハイロフ機に躍おどりかかる。残る敵機は、バクスターたちに任せて間ま違ちがいあるまい。

　徹てつ底ていした軽量化と特とく殊しゆな関節構造により、〈サイファー〉の機動力は第三世代型ＡＳの中でも屈くつ指しのものだ。とはいえ紙のような装そう甲こうと、劣れつ悪あくな整備性のため、現場の評判は良いとは言えないが。

「フライデー、機体リミッター解除！　社長権限よ」

《了りよう解かい》

　打てば響ひびくような声と共に、〈シャドウ〉の速度が一機に跳はね上がった。

『これは？』

　ミハイロフ機の動きに、初めて戸と惑まどいが生じた。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の保有する〈シャドウ〉は外見こそ輸出仕様だが、その中身はパラジウム・リアクターを始めとして、様々なコネでかき集めた純正品のパーツが使用されている。普ふ段だんは秘ひ匿とくのために施ほどこされている機体のリミッターを、マオはカットしたのだ。

　これで二機の〈シャドウ〉の性能はほぼ互ご角かく、勝敗を決めるのは純じゆん粋すいにオペレータの技量のみ。

「さーて、行くわよ！」




　鳴り響く砲声、唸る単分子カッター──晴れかけた霧きりの中、渡わたり合う二機のＡＳは、まるで躍る影かげ絵え芝しば居いのようだ。

　少なくともアデリーナの目には、そう映った。

「凄すごい……」

　接近し、かと思えば距離を取り、撃ち合い、そして斬きり結ぶ。射しや撃げき戦から白兵戦に至るまで、目まぐるしく戦技を使い分けながら、ありとあらゆる高度な技術を行使して渡り合う二機の〈シャドウ〉。

　自分など及およびもつかない高度な応おう酬しゆうに、アデリーナは拳こぶしを握にぎり締しめた。

　幾いく度ど目の攻こう防ぼうになるだろうか。すれ違う二機は、互たがいに防ぼう御ぎよを考えず単分子カッターを繰くり出す。

　激しいスパークと共に、両機とも左手が断ち切られ、宙を舞った。

「あ──」

　全く互角に見える損傷だが、その結果に大きな差があることに、アデリーナは気がついた。斬り飛ばされた左手に、マオ機は単分子カッターを、ミハイロフ機はライフルを、それぞれ握っていたのだ。

「やった──あ」

　思わず歓かん声せいを上げかけ、アデリーナは慌あわてて自分の口を押さえる。

（あ、あの女は敵なんだぞ）




「どうする、まだ続けるの？」

　射撃兵装を失ったミハイロフの〈シャドウ〉に右手のライフルをつきつけ、マオは選せん択たくを迫る。

　スクリーンに映った敵機は、そのまま後方に跳躍して回かい避ひ機動を取る。どうやら、戦意は衰おとろえていないようだ。

（そう、ならやらせてもらうわ）

　片かた腕うでの損傷による反動補正その他は、すでにＡＩが計算済みだ。この距離とマオの腕ならば、まず外すことはない。コンマ数秒の時間で、照準を〈シャドウ〉に合わせる。

　その瞬間、得体の知れない悪お寒かんがマオの背筋を走った。

「──えっ？」

　半ば本能のまま、直感に従ってマオはペダルを蹴りこんだ。横っ飛びの回避機動をとるマオの〈シャドウ〉。

　だが、遅おそかった。

　機体を襲おそう衝しよう撃げき。コクピットに鳴り響く警告音。着地に失敗した〈シャドウ〉は大きくつんのめり、辛かろうじて転てん倒とうをこらえた。

　同時に〈シャドウ〉の右腕が力なく垂れ下がり、ライフルが地面に落ちた。

「冗じよう談だんでしょ……」

　自機の損傷を確かく認にんし、マオは引きつった笑えみを浮うかべた。

　マオの〈シャドウ〉の右みぎ肩かたを、単分子カッターが深々と貫つらぬいている。敵機が後退しざまに、投げつけた一刀だった。

　本来は投とう擲てき用ではない単分子カッターを、戦せん闘とう機動中の第三世代型ＡＳに直撃させる。尋じん常じような技量ではなかった。マオの戦歴でも、これ程のＡＳオペレータはほんの一ひと握にぎりしか知らない。

「ったく、世界は広いわね」

　瞬しゆん時じの逆転。両腕を失ったマオ機の前で、敵〈シャドウ〉は悠ゆう々ゆうと予備の単分子カッターを抜ぬき構えた。




『さて、続けるかどうかだったかな』

　ミハイロフの〈シャドウ〉が、先ほどの言葉をマオに返す。いつも通りの冷静で低い声には、何の感情も表れていない。

（まずい、まずいぞ）

　それとは対照的に、アデリーナは焦あせりを隠かくせない。敵軍の傭よう兵へいであるはずのメリッサ・マオ──その窮きゆう地ちが、どうしようもなく少女の心を揺ゆさぶるのだ。

　と、そんなアデリーナを、ミハイロフ機が振ふり向く。その時アデリーナには、物言わぬ〈シャドウ〉の顔が笑ったように見えた。

『確かに、潮時か』

　ミハイロフはそう言いながら、〈シャドウ〉の残った右手を上げた。同時に麾き下かのＡＳ隊は一糸乱れぬ動きで撤てつ退たいに移る。

「え？」

　驚おどろく間もなく、アデリーナの傍かたわらにナタリアの〈シャドウ〉が膝ひざをついた。そのまま、右手が差し出される。

『乗りなさい』

「ちゅ、中ちゆう尉い、わたしは──」

『話は後で聞きます』

　ほんの少しためらった後、アデリーナはその手に乗る。彼女を抱かかえ上げ、〈シャドウ〉は駆かけ出した。

　強い合成風力に晒さらされながら、最後に一度だけ、アデリーナはマオの〈シャドウ〉を振り向く。

「すまない……」

　聞こえるはずもない小さなつぶやきが、少女の唇くちびるから漏もれた。




『行ってしまいましたな、あの娘こ』

　撤退するロシア軍部隊を警けい戒かいしながら、バクスターがつぶやく。

「ん、そうね」

『いいのかよ社長？　ずいぶんあのガキに入れこんでたみたいだけどよ』

「仕方ないでしょ、この状じよう況きようじゃどうしようもないんだから。それに──」

『それに？』

「あの子とは、また会える気がするのよ」

　メリッサ・マオにとって、それは確信だった。








第四話　故郷ふるさとは緑なり









　──あの娘に初めて会った時のことだと？

　南カフカスの難民キャンプだ。さすがにあの歳としで民兵に志願したのには、少し驚かされたな。

　ああ、そうだ。子供と知って戦場に立たせた。どこでもある話だ。今も昔も、おそらく未来でもな。

　それに、あの娘は自分で戦うことを選んだ。いいか、自分自身の意志でだ。それを止めることは……

　フン、我ながらつまらん言い訳だな──
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　カフカスの山々に、陰いん鬱うつな雨音が響いていた。

「いやな天気だ」

　人ひと気けのない山中に、一機の古ぼけた〈サベージ〉がうずくまっていた。狭せまいコクピットで、アデリーナはそうつぶやく。

　最さい新しん鋭えいの第三世代型ＡＳアーム・スレイブとは違い、〈サベージ〉のコクピットは完全には密閉されていない。装甲の歪ゆがみからできた機体の隙すき間まや、いくつかの通気口を伝わって、重く湿しめった外気が流れこんできている。

　額に張りつく前まえ髪がみの感かん触しよくが、どうにも不ふ愉ゆ快かいだ。とはいえ、雨中で作戦行動中の友軍歩兵に比べれば、十分ましな環かん境きようではあるが。

（いけない、少し気が立っている）

　アデリーナが反省したのとほとんど同じタイミングで、当の歩兵部隊から定時連れん絡らくが入ってきた。

『こちらДデー分隊、ポイント23─11に「隊商」はいねえ。ルート２は空から振ふりだ』

　通信機から聞こえるかすれ気味の声は、歩兵分隊長であるエレドビ軍ぐん曹そうのものだ。

『以降、ルート３へ転進する』

「チャイカ３了解」

　アデリーナは、コールサインでそう答える。

　ＡＳは極きわめて有用な陸戦兵器だが、同時にＡＳだけで戦争はできない。ＡＳの性能を最大限に引き出すためには、歩兵を始めとした他ほかの兵科・兵器との連れん携けいが不可欠なのだ。

　エレドビ分隊長の歩兵部隊とは、これまでも何度か共同で任務をこなしている。指揮官としての能力に不満はない。ただ──

『ったく、こちらはパンツの中までびしょ濡ぬれだぜ。お嬢じようちゃんはいいよな、ＡＳのコクピットでのんびりお休みかよ』

「そんなこと、わたしに言われても……それにお嬢ちゃんはやめてほしいと、前にも言ったはずだ」

『ああん、そうだっけ？　そいつは悪かったな。以後気をつけるよ、お嬢ちゃん』

　──ただこういった、自分を子供あつかいする物言いは苦手だったが。

　エレドビ分隊長の無ぶ精しよう髭ひげだらけの顔を思い浮かべながら、アデリーナは通信機を憤ふん然ぜんとにらみつける。

（何が『お嬢ちゃん』だ。わたしだって〈サベージ〉で任務に出るようになってから、もう半年に──いけない）

　やはり、気が立っているようだ。アデリーナは頭を冷まそうと、コクピットに吊つり下げられた地図を確認する。

「ルート２も違ったか」

　地図には、色いろ鉛えん筆ぴつでいくつものラインや記号が、細かく書きこまれていた。味方のイロン自治州軍と、敵であるコルキス政府軍の勢力範はん囲いが複雑に入り乱れているのを、可能な限り正確に記したものだ。

　この近辺は自治州の州都郊こう外がいでありながら、コルキス人の集落がいくつも点在している。現在の休戦協定によって、それらの集落は政府側の管理下にあるとされているため、こういうややこしい情勢になっているのだ。

『くそ、政府軍の連中、どこから武器を運びこんでいやがる』

　エレドビ分隊長は、そう低い声でののしった。

　最近、アデリーナたち自治州軍の中では、コルキス人集落の軍事拠きよ点てん化かが問題になってきている。ひそかに政府軍が、州都周辺の集落に武器や弾だん薬やくを運びこんでいるのだ。

　それも拳けん銃じゆうやライフルのみではなく、機き関かん銃じゆうやロケット砲ほうのような重火器も含ふくまれているらしい。

　集落の武装自体は休戦協定のグレーゾーンであるため、自治州側が政府に抗こう議ぎしてもなしのつぶてだ。おそらく州都への攻こう撃げきが目的ということは、見え透すいているのだが。

『いっそ、こちらから集落に乗りこんじまうか？　名目なんぞ、いくらでもこじつけられる──』

「そ、それはやめた方がいい」

　かなり不ふ穏おん当とうな発言まで飛び出し始めたエレドビ分隊長に、アデリーナは慌あわてて意見した。

「こちらから停戦協定を破ったら、政府にいろいろな口実を与あたえることになる。それは、よくないことだ」

『分かってるっての、言ってみただけだ。マジになるなよ、お嬢ちゃん』

「…………」

　エレドビ分隊長のある意味で分かりやすい返答に、アデリーナは押し黙だまった。

（やっぱり、この人は苦手だ）

　現状ではコルキス人集落の軍事拠点化を食い止めるためには、武器の流入を防ぐしかない。だが道路上を行き来する車に対しては検問を設けているし、かといってヘリが離り着ちやく陸りくした形けい跡せきもない。

　考えられる手段は一つ。政府軍は道路を離はなれ、山やま越ごえで物資を運びこんでいるのだ。その手段についても、ある程度の推測は立っている。

（後は、獲え物ものが釣つれるのを待つだけだ）

　はやる心に手た綱づなをかけ、アデリーナは自身にそう言い聞かせた。

　彼女たち自治州軍は事実上、ロシア軍のミハイロフ大たい尉いによって指揮されている（あくまで名目上は『指導』だが）。叩たたき上げの特殊部隊スペツナズ将校であるミハイロフは、非正規戦や情報戦、特にＡＳを用いたそれのエキスパートだ。この手の作戦で、まず読み間ま違ちがえはないだろう。

　果たしてそれからあまり待たされることなく、エレドビ分隊長から通信が入った。

『聞こえているか、チャイカ３。「隊商」を見つけた。ルート３を、北東に移動中』

「了りよう解かい」

　分隊長の声は、緊きん張ちようと興奮で上ずりかけているものの、それを懸けん命めいに押し殺そうとしている。

『ずいぶんと大きい「隊商」だな。「ラクダ」が五匹ひきに──くそ、「馬」も二匹いやがる。話が違うじゃねえか』

（輸送用のＰＳが五機。それに加えて護衛のＡＳが、二機もいるのか？）

　頭の中で、アデリーナは符ふ牒ちようを翻ほん訳やくする。

　現在、付近の自治州軍は、広大な山域に警けい戒かい網もうを敷しいている。そのためアデリーナ機やДデー分隊のように、少数の戦力に分かれて分散していた。

「どうする、味方が集まるまで待つのか？」

『…………いや、このまま放置しては峠とうげを越こえられちまう。戦力の集結を待つだけの余よ裕ゆうはねえ』

　アデリーナの問いにエレドビ分隊長は少し考えこんだが、すぐにきっぱりと答える。

『俺たちだけでしかける。いいな』

「了解した」

　アデリーナは、そう短く答えた。

　Дデー分隊は、対ＡＳ用の重火器も装備している。護衛のＡＳが二機いるとはいえ、先手を取った上で彼らと連携すれば、十分に対処できる──そのはずだ。

（大だい丈じよう夫ぶ、いつも通りにやればいい）

　そう自分に言い聞かせながら、アデリーナはペダルを踏ふみこんだ。

　雨の山中にガスタービンのエンジンが響ひびき、〈サベージ〉が重々しく身を起こす。被かぶっていた森林迷めい彩さいの偽ぎ装そうシートの下から、グレーの機体がのぞいていた。

『せいぜい急いでくれよ。お嬢ちゃんが来ないと始まらねえからな』

「ああ、了解！」

　その返答と同時に、アデリーナの〈サベージ〉は駆け出す。いまだ機体にまとわりつく偽装シートは、まるで雨具のポンチョのようだった。




（…………うん？）

　かすかに感じる違い和わ感かんに、政府軍のパビルア少しよう尉いは周囲を見回した。

　周囲の光景は、今までと変わらない。生暖かい雨の降り注ぐ中、針葉樹の森が広がっている。

「中ちゆう尉い殿どの、よろしいでしょうか」

　言葉にできない衝しよう動どうのまま、パビルアは通信機を使う。護衛の〈サベージ〉が、足を止めぬままパビルアの機体を振ふり向いた。

『どうした、少尉』

「それが──」

　やや要領を得ない声を上げかけて、ようやくパビルアは違和感の正体に気づいた。

　半年前、山地での訓練中に自治州軍から受けた奇き襲しゆう──パビルア自身があっさりと撃げき墜ついされたあの戦場と、ここは地形がよく似ているのだ。

「この地形は危険です。先に斥せつ候こうを出すべきかと」

『ほうほう、さすがは少尉殿です。実戦を経験なされた方は、ずいぶんと言うことが違いますなあ』

　今度の通信は、隊列の最さい後こう尾びを固めるもう一機の〈サベージ〉からのものだった。

『さすが撃墜慣れしているだけのことはあります。たとえＡＳから降りていても、カンだけは衰おとろえない、と言い出したいのですか』

『そこまでにしておけ』

　オペレータである軍曹の態度は、将校相手とは思えない慇いん懃ぎん無礼なものだ。だが、指揮官である中尉もそれを咎とがめようともしない。

　それに、軍曹の言葉は事実でもある。今のパビルアが乗っているのは、ＡＳでなくその技術を流用した二足歩行式重機──ＰＳパワー・スレイブの〈ダイダラ〉なのだ。

〈ダイダラ〉の背中には貨物トラックのコンテナが、まるでリュックサックのように固定されている。その中には、様々な武器や重火器が満まん載さいされていた。

　同様の〈ダイダラ〉が、パビルア機を含めて五機。さらに護衛として、二機の〈サベージ〉が加わっている。民間人の集落に武器や弾薬を運びこむ、政府軍の特別補給部隊だった。

『ただでさえ、雨でスケジュールが遅おくれている。時間を遅らせるわけにはいかん』

「承知しました」

　横おう柄へいな命令だったが、パビルアは素す直なおにうなずいた。中尉の大声が、通信機から響きわたる。

『いいか、以前のような独断専行はゆるさんぞ！』

　二月前パビルアは、教官として赴ふ任にんしてきたＰＭＣの女社長を救助するため、訓練という名目で無断出撃をしたのだ。

　作戦自体は成功したものの、それで無罪放ほう免めんとなるほど軍は甘くない。ＰＭＣである新生Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスは、契けい約やくを打ち切られアメリカに帰国した。パビルア自身も除隊は免まぬがれたものの、ＡＳから降ろされて後方の輸送部隊に配属されることになる。

『とにかくだな──』

　さらに中尉が言い抜ぬけようとした時だった。甲かん高だかい一ひと連つらなりの砲ほう声せいが雨音を圧し、山々に響きわたる。

　ＡＳライフルによる掃そう射しや音。横合いからのフルオート射しや撃げきが、最後尾の〈サベージ〉に浴びせられる。

　あっという間に穿うがたれる、無数の弾だん痕こん。反応さえできぬまま蜂はちの巣すになった〈サベージ〉は、そのまま横転する。

『な、何いぃっ!?』

「今度は──後ろからだと！」

　答える政府軍将校二人の声は、虚むなしく木霊こだました。




「一機撃墜」

　待ち伏せアンブツシユに成功した〈サベージ〉のコクピットで、アデリーナは小さくつぶやいた。

（幸運だったな）

〈サベージ〉はコンデンサ容量や駆く動どう系けいの問題から、無音行動ができない。そのため待ち伏せの最中でもガスタービン・エンジンを止められず、その騒そう音おんを周囲に漏もらしてしまうのだ。

　今回も、政府軍が慎しん重ちように行動していたならば、奇襲前に発見されていた可能性もある。敵の迂う闊かつな行動に、助けられた形だ。

「む？」

　その迂闊な敵の隊列から、残る一機の〈サベージ〉が飛び出してきた。手にしたライフルを乱射しながら、こちらに突とつ撃げきしてくる。

〈ダイダラ〉の護衛という任務を、完全に放ほうり捨てた形だ。よほど頭に血が上っているのだろうか。何にせよ、この好機を見み逃のがす手はない。

　のらりくらりとした回かい避ひ機動で敵機を〈ダイダラ〉から引き剝はがしつつ、アデリーナはエレドビ分隊長に通信を送った。

「手はず通りだ」

『おう、派手に行かせてもらうぜ』

　同時にアデリーナ機が潜ひそんでいたのとは反対のポイントから、いくつもの白はく煙えんが一いつ斉せいに立ち上る。潜んでいたДデー分隊が、ロケット砲による攻こう撃げきを行なったのだ。狙ねらいは、無防備に取り残された〈ダイダラ〉の隊列。

　本来は民生用の重機で、装そう甲こうというものが存在しない〈ダイダラ〉にとっては、旧式のロケット砲でも致ち命めい傷しようだ。五機中二機が、直撃を受けて横転。うち一機は輸送中の弾だん薬やくに引火し、派手に爆ばく散さんする。

　一いつ瞬しゆんの惨さん事じが予想外だったのか、敵の〈サベージ〉が立ちつくす。わずか一瞬のことだったが、今のアデリーナにはその一瞬で十分──

　のらりくらりとした守勢から、一いつ気き呵か成せいの攻こう勢せいに出る。巧たくみな機動で敵の側面に回りこみ、ライフルで照準するまで、ほんの数秒しかかからない。

　トリガーを引くのに、一いつ切さいの躊躇ためらいはなかった。




「中尉殿……」

　動かなくなった〈サベージ〉の姿に、パビルア少尉は唇くちびるを嚙かんだ。

　状じよう況きようは最悪だ。護衛のＡＳは二機とも撃げき破はされ、〈ダイダラ〉は無防備に取り残されている。

（このままでは、全ぜん滅めつだ）

　迷っている時間はない。中尉が戦死した今、隊の指揮権は自分にあるのだ。

「全機撤てつ退たい。コンテナを放ほう棄きして逃にげろ」

　無線機に向かってそう叫さけぶ。もはや、言葉を取り繕つくろう余裕もない。

『し、しかし、それでは──』

「早くしろ！　責任は自分が取る！」

『了解しました！』

　残された部下の〈ダイダラ〉二機は、背部のコンテナを放棄。転げ落ちるような勢いで、濡ぬれた斜しや面めんを滑すべり落ちる。

　それを確かく認にんしてから、パビルアの〈ダイダラ〉も撤退に移る。とは言っても、あえて急ごうとはしない。せめて自機に敵の攻撃を引きつけておき、少しでも部下を安全に逃がさねば──そういう思おも惑わくの下もと、あえてゆっくりと斜面を下る。

　だが、半ば覚かく悟ごしていた敵の追撃はなかった。

　歩兵たちはライフルを散発的に撃うってきているが、〈サベージ〉は動こうとしない。こちらを注視してはいても、砲ほう門もんは下ろしたままだ。

「見逃すと、言うのか……」

　安あん堵どと屈くつ辱じよくがない交ぜになった気持ちに苛さいなまれながら、パビルアの〈ダイダラ〉は部下たちの後を追った。




『──なぜ追わない!?』

〈サベージ〉の無線機に、エレドビ分隊長からの通信が入る。その声は、戦意と興奮で裏返っていた。

「作戦の目標は達した……」

『ふざけるな!!　政府軍は敵だ！　やつらはまだ生きている！』

　コクピットに響く、甲高い叫び声。

『追え！　撃て！　殺せ!!　やつらを──』

「その必要はない」

　怒ど声せいで命じられながらも、アデリーナは従わない。政府軍の〈ダイダラ〉が投とう棄きしたコンテナを、〈サベージ〉で指差す。

「今は深入りするよりも、押収した物資の処置が先だ。それに、敵の援えん軍ぐんがくる可能性だってある」

『────チッ』

　折れたのは、エレドビの方だった。通信機から、露ろ骨こつな舌打ちが聞こえる。

『ああ分かったよ、引き上げだ。クソッタレ』

　エレドビは苛いら立だたしげに、撃破された〈サベージ〉の機体を蹴け飛とばす。

『州都への連れん絡らくは、お嬢じようちゃんがやっとけよ』

「了りよう解かいした」

　そうアデリーナは答えた。〈サベージ〉の通信回線を州都の自治州軍本部へと合わせながら、ふと半年前に言われた言葉を思い出す。

（戦争にもね、ルールってものはあるのよ）

　メリッサ・マオ──半年前、ごくわずかな時間を共有しただけの傭よう兵へいの言葉が、ふと蘇よみがえった。

　情報によると、あのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．とかいうＰＭＣは政府軍との契約を期間の半ばで打ち切られ、この国を去ったらしい。

（たぶんもう二度と会えないだろう）

　そのことがアデリーナには、なぜか残念だった。




　　　　２




　およそ半日後、自治州州都の『平和維い持じ軍ぐん』司令部──

「──敵政府軍から押収した武器は、以上です」

「うむ」

　ナタリアの報告に、ミハイロフはうなずいた。手て渡わたされた書類に、ざっと目を通す。

「コルキスは、どこまで本気だと思う？」

「脅おどしのつもりでしょう、今のところは」

　ミハイロフの問いに、ナタリアはあっさり答えた。副官として配属されて一年余り、互たがいの気心はそれなりに知れている。

「政府軍も後うしろ楯だてになっているＮＡＴＯの手前、自分から火ひ蓋ぶたは切れません。何らかの切っ掛かけがあれば、別ですが」

「なるほど」

　ミハイロフ自身の判断も、ほぼ同様のものだった。特に考えるでもなく、次の問いを口にする。

「自治州軍だが、ずいぶんと使えるようになったな」

「この手の小規模な作戦でしたら。それでもまだ、我々が手た綱づなを握にぎっていることが前提です」

「ふむ」

「まだ人員も装備も練度も不足しています。正面切っての正規戦では、あまり期待できないでしょう」

　ナタリアの言葉に、ミハイロフは慨がい嘆たんする。

「結局、民兵に毛が生えた程度ということか」

「今のところは、ですが」

　平和維持部隊という建前上、自治州に駐ちゆう留りゆうするロシア軍の戦力は一〇〇〇前後に抑おさえられている。その兵力で、三万余りの政府軍と対たい峙じしているのだ。その不足分を少しでも自治州軍が埋うめてくれれば、それだけでもずいぶん楽になるという計算だ。

「まあ、そこは我が国にお任せ下さい」

　今まで沈ちん黙もくを通していた第三の人物が、ようやく発言する。黒いスーツ姿の中年男性だった。名はアレクサンドル・イワノフ。イロン自治政府で保安部長の地位にある、ロシア人だ。

「現在、コルキス政府に対しては、停戦条約の遵じゆん守しゆを呼びかけております。我々の手て応ごたえですと、向こうも概おおむね乗り気のようですな」

「それは頼たのもしいですな、次官」

　意識して表情を消し、平板な声でミハイロフはそう答えた。

（我が国、か──よく言えたものだな、ＫＧＢチエーカー）

　イロン自治政府には、ＫＧＢやその後こう継けい機関であるロシア連邦保安庁ＦＳＢの出身者が、数多く含ふくまれている。さすがに『顔』である首相や閣かく僚りようは地元出身者で固めているものの、実務での要所要所を押さえていた。

　控ひかえめに言っても自治政府は、ロシア情報機関の強い影えい響きよう下にあるのだ。

「では、自分はこれで失礼します」

「ん、ああ──ご苦労だったな、中ちゆう尉い」

　一礼したナタリアを、ミハイロフは見送った。




　州都郊こう外がいの自治州軍基地は、この半年で設備が拡かく充じゆうされていた。

　兵舎や格納庫といった施し設せつが建ち並び、武装した装甲車やＡＳが往来していた。隣りん接せつした演習場も、整備が進められている。

「ずいぶんと活かつ躍やくしているようですね、ケレンスカヤ訓練生」

「ただ、任務を果たしただけだ」

　基地のＡＳ格納庫で、ナタリアの言葉にアデリーナはそっけなくうなずいた。

「もっとも、あの結果を出せる者は、それほどいないと思うがな」

　とはいえまだ薄うすい胸を張るその姿には、自じ慢まんげな内心が透すけて見えていたが。それを見てナタリアの硬かたい表情も、わずかに緩ゆるむ。

「何か、ご褒ほう美びでもいりますか？」

「ご褒美とは何だ。わたしはもう子供じゃないぞ」

　むっとした様子のアデリーナだが、すぐにわざとらしく腕うでを組む。

「……だがナターシャがそこまで言うのなら、一つ頼みがないでもない」

　妙みように尊大な口調のアデリーナに、ナタリアはうなずいてみせる。

　実際、最近のアデリーナが挙げている功績は、何らかの勲くん章しようが授じゆ与よされて然しかるべきものだ。だが形式上、彼女は正式な自治州軍の兵士ではなく訓練生というあつかいのため、叙じよ勲くんの対象にはならない。

　近い将来の正規軍化に向けて自治州軍の組織が改編されつつある今、軍の内部に少年兵を抱かかえているのは外聞が悪い──そういう判断によるものだ。

　まだ十代前半の少女に、組織の矛む盾じゆんを押しつけているという自覚が、ナタリアにはあった。だからせめてアデリーナの個人的な欲よつ求きゆうくらいは叶かなえてあげたかったのだ。

　それが、目先の誤ご魔ま化かしにすぎなくても。

「もちろん、私に可能な範はん囲いでですが。たとえば、今すぐ正規兵にしろと言われても困ります」

「そういうことじゃない──い、一度でいいから……」

　アデリーナは少しばかり言い淀よどんだ。ナタリアはわざわざ急せかそうとせず、無言で続きを待った。

　しばらくして、今度こそアデリーナはきっぱりと言い切る。

「一度でいいから、ナターシャの〈シャドウ〉にわたしも乗ってみたいのだ！」

「…………」

　何とも斜ななめ方向の要求に、今度はナタリアが押し黙だまる。頭痛を覚え、こめかみをもみほぐした。

「あれは個人の私物ではなく、軍の装備です。私の一存で、勝手に扱あつかうことはできません。それくらいは弁わきまえなさい、ケレンスカヤ訓練生」

「……分かった」

「とはいえ──」

　見るからにしょげたアデリーナの前で、咳せき払ばらいを一つ。

「有事に備え、優ゆう秀しゆうなＡＳオペレータの養成は急務です。そのために必要な訓練ならば、問題ないでしょう。たとえ、実機を用いたものでも」

「それは、つまり──」

「了解した、ということです」

　そう答えるとほぼ同時にアデリーナが、ナタリアの両手をしっかりと握った。やや引くほどに真しん剣けんなまなざしの反面、いつもむっつり横一文字な口元は、ほんの少しだけほころんでいた。

「ありがとう。さすがナターシャだ。話が分かる」

　そういうなり、思いっきり両手を上下させる。

「止やめなさい」

　両手を振ふり回されながら、げんなりとナタリアは答えた。なんだか大型犬にじゃれつかれた気分になる。

「では、早さつ速そく──」

「そう言うわけにはいきません。それなりの手続きというものがあります」

　なぜか明後日あさつての方向を指差したアデリーナを、ナタリアは制する。

「むう」

「当たり前でしょう。軍隊というものは、書類とサインで動いているのですから」

　不満げなアデリーナに、ナタリアはきっぱりそう告げた。




　ちなみに上官の許可は、思った以上にあっさりと取れた。

「ほう、味方の自治州軍から優秀なＡＳオペレータを選せん抜ばつし、〈シャドウ〉を用いた訓練を行なう、か。面おも白しろい、やってみろ」

　ナタリアが提出した計画書に、ミハイロフはあっさりとサインした。その態度に、かえってナタリアの方が戸と惑まどってしまう。

「よろしいのですか？」

「ロシアからの増ぞう援えんが見込めん以上、自治州軍の強化は急務だ。〈シャドウ〉くらいは、自前で運用できるようになってもらわんとな。それに──」

　書類に添てん付ぷされた写真の一つに、ミハイロフは視線を落とす。

「あの娘むすめ──アデリーナの腕は本物だ。正直、俺の部下に欲ほしいくらいだよ」

　イロン自治州のみならず、コルキス国内のロシア系住民は、大半がロシア連邦の国こく籍せきを有している。アデリーナもまた、例外ではない。

　ロシア軍への入隊に、問題はなかった──年ねん齢れいという一点を除けば、だが。

「まだ、子供ですよ」

「分かっている、冗じよう談だんだ」

　副官から眼鏡越ごしに冷ややかな目線を向けられ、ミハイロフは全く面白くもなさそうに答える。

「それにしても、やはり情けないです」

　アデリーナの写真を見やりながら、ナタリアはため息をつく。

「仕方あるまい。有能なＡＳオペレータを遊ばせておく余よ裕ゆうはないからな。俺たちにも、この国にも」

「でも、子供を──」

「変わらんさ。能力があり、何より本人に意い欲よくもある以上、止める必要はあるまい。それに、前例もある」

　ふと、手を止めたミハイロフが虚こ空くうを見上げる。その両目は、遠い過去を遡さかのぼって見ていた。

「何か？」

「いや、昔のアフガンで少しな。どうでもいい話だ」

　別の書類を、ミハイロフはナタリアに手て渡わたした。

「子供のお守もりも構わんが、それだけに傾けい注ちゆうされても困るぞ」

「分かっております」




　その夜のアデリーナは、一つの困難を抱えていた。

「……眠ねむれない」

　宿舎の狭せまく固いベッドの上で、何度も寝ね返がえりを打つ。時計を確かく認にんすると、すでに時間は日が変わる寸前だった。

　作戦中であろうと待機中であろうと、兵士の朝は早い。今は眠らなければ明日あしたが辛つらいと頭では分かっているのだが、そう思えば思うほど目が冴さえてしまい、一向に眠気が訪おとずれようとしないのだ。

　原因は、分かっている。

「ああ……〈シャドウ〉」

　来週に決まった特別訓練が楽しみで、すっかり興奮してしまったのだ。

　なんせ最さい新しん鋭えいの第三世代型ＡＳ、それも輸出用に性能を落とされたモンキーモデルではなく、完全な本国仕様機だ。

　今まで乗ってきた〈サベージ〉とは、桁けた違ちがいの性能である。その乗り心ごこ地ちを想像するだけで、今からわくわくする。

　いやもちろん〈サベージ〉も、長年の実績に裏打ちされた名機中の名機だ。その信しん頼らい性せいやタフさは、幾いく度どとなく戦場で自分を救ってくれた。自分もまた、〈サベージ〉を愛していると言ってもいい。そう、〈シャドウ〉への期待は、断じて浮うわ気きなどではない！　いやしかし、女によう房ぼうと畳たたみは新しい方が良い──などという格言が東洋にはあるらしいし……何を言っているのだわたしは!?　そもそもわたし自身が女ではないか！

　──完全に、思考が空回りしていた。

「ふう」

　諦あきらめたような、開き直ったようなため息をつき、アデリーナは足音を立てないようベッドから抜ぬけ出した。どうせ眠れないのならば、せめて少しでも夜気に当たってこようと思ったのだ。

　この大部屋には、基地で生活する女性の大半が寝ね泊とまりしている。ほとんどは戦火で家族や家を失った避ひ難なん民みんだ。基地で下働きや雑用と引き替かえに、食料や住処すみかを得ているものが多いが、アデリーナ同様に兵士として銃じゆうを取るものも少なくはない。

　大部屋から宿舎の廊ろう下かに出た。歩ほ哨しようの立つ玄げん関かんを避さけ、裏口に回る。特に見み咎とがめられたりはしない。
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　自治州軍にはこういった規律の緩ゆるさが、いまだ多く残されていた。

　裏庭に出たアデリーナは、涼すずしい夜風を浴びてほっと息をつく。

　月の美しい夜だった。周囲の茂しげみからは、虫の鳴き声が鈴すずのように鳴り響ひびいている。しばらく耳を傾かたむけていたアデリーナは、小さくあくびをする。

　ようやく、眠気が戻もどってきた。帰るか──と小さく伸のびをしたアデリーナの耳に、営庭の隅すみから足音がする。

　──何者だ？

　ライトを持っていないことを思い出したアデリーナは、慌あわてて物もの陰かげに隠かくれて夜目をこらす。薄ぼんやりとした月つき影かげの下、現れた人影には見覚えがあった。

「エレドビ分隊長？」

　不ふ寝しん番ばんの歩哨だったのだろうか？　アデリーナはほっと安あん堵どするのと同時に、いささかまずい状じよう況きようにあると気づく。

　夜間、勝手に宿舎から抜け出したのだ。いくら規律が緩い自治州軍でも、見つかれば何らかの懲ちよう罰ばつを受けるだろう。

（来週の特別訓練からはずされてしまうかも）

　もしそんなことになったら、目も当てられない。

　幸い、エレドビはまだ彼女に気づいていないようだ。アデリーナはこれ幸いと、手入れされていない植え込みの陰に身を隠す。このままエレドビをやり過ごすことさえできれば、何も問題がない。

　ちなみに今の行動が言い逃のがれようのない不ふ審しん者そのものという自覚は、当のアデリーナになかった。

　近づく足音。そっと顔を上げ、アデリーナは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。エレドビは、一人ではなかったのだ。いや、歩哨ならば二人一組なのは当たり前、問題はその連れの身なりだった。

（誰だれだ？）

　アデリーナの知らない顔だった。

　黒いスーツを身につけた、おそらくはロシア系の男性。立たち居い振ふる舞まいからして、職業軍人ではないだろう。うすら笑いを顔に張りつけ、時おりエレドビに何かを囁ささやいている。声が小さいため、アデリーナに内容は聞こえない。

　一方のエレドビは黙りこくったまま、硬かたい表情で時おりうなずくのみだ。アデリーナの存在に気づかぬまま、二人は眼前を通過する。

「では、期待しているよ。軍ぐん曹そう」

「はっ」

　最後のやり取りだけは、アデリーナにも聞こえた。スーツの男はエレドビの肩かたを叩たたくと、悠ゆう然ぜんと立ち去る。その後ろ姿を目線で追いながら、アデリーナは植え込みの陰から身を乗り出し──

「あ」

「……おい」

　振り返ったエレドビと、ばっちり目が合った。

「お嬢じようちゃん、いたのかよ」

　舌打ちしたエレドビが、大おお股またで近づいてきた。普ふ段だんからあまり人相の良くない、無ぶ精しよう髭ひげだらけの顔が、いつもよりさらに険悪になっている。

　よく分からないが、まずそうだ。何とかこの場を誤ご魔ま化かさねば。

「やあ軍曹、いい夜だな」

「舐なめてるのかテメーは」

　なぜかしくじった。舌打ちしたエレドビは、アデリーナの様子をうかがう。

「こんな夜よ更ふけに何してんだ」

「あまり月が綺き麗れいだから、つい誘さそわれて……」

「今日は新月だろうが」

　エレドビの目が、ますます不審そうになっていく。

「軍曹こそ、夜に男と二人で散歩か？」

「やっぱり見てやがったのか。あれは、昔の知り合いだ」

「知り合い？」

　とてもそうは見えなかった。というか、基地に知り合いをほいほい通すことの方が、よほど問題ではないだろうか。

「いいから、そういうことにしておけ。代わりに俺も、お嬢ちゃんの深夜徘はい徊かいを黙だまっててやるよ」

「むう……」

　そう言われると弱い。アデリーナは渋しぶい顔のまま、小さくうなずく。

「よし、それでいい。それでな」

　人の悪い笑えみを浮うかべたエレドビは、胸ポケットから取り出したタバコをくわえる。続けてライターを──取り出さない。

「あん？」

　顔をしかめて、全身を確かめるエレドビ。だがライターは出てこない。どうやら部屋かどこかに忘れてしまったようだ。

「お嬢ちゃん、火は……持ってないよな？」

「あたりまえだろう」

「そりゃそうだ」

　なおも未練たらしくタバコを見やっていたエレドビだが、渋しぶ々しぶポケットの紙ケースに戻した。

　二人の間に訪おとずれる、奇き妙みような沈ちん黙もく。

（そろそろ、部屋に戻るか）

　アデリーナがそう切り出そうとしたとき、エレドビの方が先にぽつりとつぶやく。

「お嬢ちゃんは確か、アラブネ村の生まれだったな」

「ああ」

　特に隠すことでもない。アデリーナはうなずく。

「分隊長は、州都出身だと聞いた。シティーボーイというやつだな」

「そんな言葉、どこで覚えたんだ？　つーかこんな田舎いなか町で、シティーボーイもクソもねえよ」

　別に詮せん索さくしたわけではない。共同で任務をこなすうちに、互たがいの生い立ちくらいはいつの間にか伝わっていた。

　だからアデリーナは、エレドビが以前は州都の平へい凡ぼんな配管工だったことも知っている。内戦の初期に新しん婚こんの妻を亡なくし、自治州軍に志願したことも。

「なあ、お嬢ちゃん。俺もお前も、家族をコルキスのクソ野や郎ろうどもに無茶苦茶にされた。そうだな？」

「ああ」

「連中は、敵だ。そうだな？」

「……ああ」

「だったら──」

　不意に、エレドビはアデリーナに詰つめ寄った。

「──この前みたいな腑ふ抜ぬけた真ま似ねは、二度とするな」

　押し殺した声でそう言いながら、少女の肩をつかむ。

「こんな生なま温ぬるい休戦は、直すぐに終わる。その時は、コルキスのやつらを徹てつ底てい的てきに叩かなくちゃならねえ。もう二度とあいつらが俺たちや家族に手出しできないよう、徹底的にだ──そうだろう？」

　エレドビの両目で、濁にごった炎ほのおが躍おどっていた。アデリーナの肩をつかむ手に、強い力がこめられる。

「…………っつ」

　アデリーナの呻うめき声に、エレドビははっと我に返った。肩から手を放し、後ずさる。

「その……すまなかったな、お嬢ちゃん」

「ああ」

　顔をしかめたままアデリーナは痛む肩をさする。その視線から逃れるかのように、エレドビは背を向けた。

「先に、戻ってる」

「エレドビ軍曹、その……」

　何かを尋たずねなければならない──そんな衝しよう動どうに、アデリーナは捕とらわれた。だがエレドビの背は、それ以上の言葉を拒こばんでいた。
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　翌週、実際に乗ってみた〈シャドウ〉は、やはり最高だった。

『次、１から７までの標的に対して移動射しや撃げきを行ないなさい。いけますね』

「了りよう解かい！」

　珍めずらしく弾はずんだ声でナタリアに答えながら、アデリーナはペダルを踏ふみこんだ。

　凄すさまじい加速と共に、急速に流れ行く景色。次々と現れるターゲットを、高性能なＦＣＳはしっかりと捉とらえている。発はつ砲ぽう──命中。ハラショーだ。ああ、すまない〈サベージ〉。今だけわたしはお前を忘れる！

　初めて乗る第三世代型ＡＳの性能を、アデリーナは存分に堪たん能のうする。

『全課程修しゆう了りよう──ほぼ満点だ。よくやった』

　通信機から、今度はミハイロフの声が入る。彼もまた自身の〈シャドウ〉に乗りこみ、データリンク機能を介かいしてこの訓練を監かん督とくしていた。

　ミハイロフにしては実に珍しい、賞賛の言葉だった。〈シャドウ〉を振ふり向かせたアデリーナは機体にガッツポーズを取らせる。

『だが、まだ玩具おもちやで遊んでるだけの子供だ。実戦では使い物にならんな』

「…………」

　普段なら納なつ得とくし、従うだろう言葉。だがすっかり舞い上がっていたアデリーナは、強い反発を覚える。

「それなら、遊びではないことを証明してみせよう」

『ほう？』

「大たい尉い、あなたに挑ちよう戦せんする。格上相手の模も擬ぎ戦なら、わたしの実力と覚かく悟ごを証明できるはずだ」

　ミハイロフの指し摘てきに痛い所をつかれた、という自覚もアデリーナにはある。それがかえって、彼女に大だい胆たんな行動をとらせた。

　当然ながら無線機からは、慌あわてたナタリアの声が響ひびく。

『な、何を言っているのです!?　ケレンスカヤ訓練生──』

『いいだろう』

「え？」

　ごくあっさりとした返答に、アデリーナの方が驚おどろいた。同時にミハイロフの〈シャドウ〉が身を起こす。

『……大尉まで』

『なに、ほんの座興だ。だが──』

　ミハイロフ機のカメラアイににらまれ、アデリーナの背筋を寒気が走る。

『今さら、吐はいた唾つばは飲めんぞ。分かっているだろうな』

「と、当然だ」




　約一五分後の、ＡＳ格納庫──

「ま、負けた……」

　モップを手に、がっくりと肩を落とすアデリーナ。目の前に横たわる、頭からペイント弾だんで真っ赤に染まった〈シャドウ〉を、人力でゴシゴシ磨みがく。

「当然です」

　背後で清せい掃そう作業を監督するナタリアは、表情も声も普段以上に硬く、そして冷ややかだった。

「大尉はあなたが生まれる前からＡＳに乗っていた、ベテラン中のベテランですよ。相手になると思ったのですか」

「……まさか、ここまで差があるとは思わなかった」

　隣となりで駐ちゆう機き姿勢を取ったもう一機の〈シャドウ〉は、対照的に染み一つない。機体から降りたミハイロフは、アデリーナを一いち瞥べつすらせずに立ち去る。

「屈くつ辱じよくだ……」

　機体の清掃を続けながら、アデリーナは目線だけでミハイロフの背を追い──

「あれは──」

　格納庫でミハイロフを出で迎むかえた人ひと影かげに、アデリーナは軽く眉まゆをひそめる。昨夜、エレドビと話していた男と同一人物に見えたのだ。

「どうしました？　手が止まっていますよ」

「あ、いや──何でもない」

　作業を再開しながらも、アデリーナは尋ねた。

「その、大尉と一いつ緒しよにいる人は、誰だれだ？」

「……ああ」

　アデリーナの問いに、ナタリアはわずかに顔をしかめた。

「自治政府のお偉えら方がたです。それが、何か？」

「あ、いや……」

　基地で深夜に見かけた──そう言いかけて、アデリーナは言葉を濁す。それこそ、藪やぶをつついて蛇へびが出る、などということになりかねない。

「正直、あまり関かかわらない方がよい相手です」

「分かった」

　アデリーナはとりあえず、素直にうなずいておいた。
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「すまない、少し遅おそくなった」

「構いませんよ、中々に良い物を見せてもらいました。初うい々ういしくて、実によろしい」

　口先だけで詫わびるミハイロフに、イワノフ保安部長は含ふくみ笑いで答える。

「何なら、例の一件に、彼女を混ぜてみてはどうですか？　中々絵になると思いますよ」

「近ごろの保安庁は、宣伝業にまで手を出しているのか」

「それはもう、宣伝も突つき詰めれば情報工作の一いつ環かんですし」

　悪びれずに言い切ったイワノフだが、やや表情を変える。

「冗じよう談だんはさておき、使えるとは思いますよ。大尉にとっても、色々とやりやすくなるのでは？」

「……話にならん」

　きっぱりと、ミハイロフは言い切った。
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　その夜の眠ねむりは、けたたましい騒そう音おんによって破られた。

「まさか!?」

　狭せまい寝ね床どこで、アデリーナは跳はね起きる。基地全体を揺ゆさぶる警報は、緊きん急きゆう出しゆつ撃げきを告げる非常呼集だ。

　宿舎の窓から外を見やり、アデリーナは息を吞のんだ。基地の敷しき地ち内から、いくつも火の手が上がっているのだ。それに時おり響きわたる、この轟ごう音おんは──

　こうしてはいられない。急いで野戦服を着こみ、アデリーナは格納庫へと駆かけ出した。

「来ましたか、ケレンスカヤ訓練生」

「ナターシャ、敵の──政府軍の攻こう撃げきなのか？」

　上官にそう呼びかける。言葉を取り繕つくろう余よ裕ゆうもない。それを咎とがめもせず、ナタリアはうなずいた。

「ええ。コルキス側の村落から、迫はく撃げき砲ほうやロケット砲が撃うちこまれています。この基地のみならず、市街地にまで」

「な──」

　その言葉に、アデリーナは絶句した。

「本気なんだな、連中は」

「我が軍の上層部も、最終的な解決を決断しました。ケレンスカヤ訓練生、あなたも〈シャドウ〉で待機しなさい」

「了解した」

　ナタリアの命令に敬礼で答え、アデリーナはＡＳに駆け寄る。

　だから、気づけなかった。

　彼女に向けられたナタリアの、痛ましげな視線に。




　その光景を、エレドビもまた目にしていた。

　小高い丘おかに停とめられた、装輪装そう甲こう車しやの脇わき。見下ろす州都の街並みは、突とつ然ぜんの戦火に苦く悶もんしている。

「終わりました、分隊長」

「分かった。続けろ」

　部下とのやり取りはひどく不ふ明めい瞭りようで、言葉足らずで、曖あい昧まいだった。誰もが、今の自分たちの所行を、はっきりと言葉にしたくないのだ。

　撃ち尽つくされたロケット砲、いまだ硝しよう煙えんを上げる迫撃砲──これらの重火器はつい今しがた、彼の分隊の手によって火を吹ふいた。他ほかならぬ、州都をその標的として。

　夜闇の中、彼自身がもたらした戦火が、エレドビの顔に複雑な陰いん影えいを投げかけている。眉一つ動かさないまま、エレドビは背後を振り返った。

「これでいいのだな？」

「上出来だよ、まったく」

　エレドビの無感情な声に、随ずい行こうしていたスーツのロシア人──イワノフはうなずいた。

「これで、戦争が続けられるのだな」

　敵である政府軍を装よそおった、自作自演の攻撃で、開戦のきっかけをつくる。その謀ぼう略りやくにエレドビは乗り、生まれ育った州都を焼いたのだ。

「ああ。口うるさい穏おん健けん派にはご退場願い、その責任はコルキスにとっていただく。少々粗あらいシナリオだが、一応の辻つじ褄つまは合わせているよ」

　イワノフの口元が吊つり上がる。嫌いやな笑いだと、エレドビは思った。そう言えばあの夜、この話を持ちかけてきた時も、この男はこんな笑いを浮うかべていた。

　ああ、そう言えばあの夜には──

「もうあまり時間がないんだがね」

　イワノフの声に、エレドビは回想から戻もどってきた。

「例の小道具も、頼たのむよ」

「分かっている」

　暗い声でそう答えて、にこりともせずつぶやいて、エレドビは偵てい察さつ車の荷台を開く。そこには十個前後の『積み荷』が、無造作に積み上げられていた。

　頑がん丈じような袋ふくろで厳重に梱こん包ぽうされた、一ひと抱かかえではきかない大きさの荷物。見る者が見ればその意味に気づき、戦せん慄りつしただろう。

　荷物の一つを、エレドビは引きずり下ろす。両手にずしりと、嫌な重さがかかった。地面に転がし、ファスナーを下ろす。

「ちっ」

　思わず舌打ちがもれる。覚悟していてもやはり、心臓に悪い。土気色の顔をした、死者との対面は。

　積み荷の全すべては、軍用の遺体袋ぶくろだった。それも、中身の詰つまった。それらは全て、軍服を着た政府軍兵士の遺体である。今回の『犯人』として調達された、言わば役者──というより小道具である。

「どうした、始めろ」

　エレドビの命令に、部下たちは陰いん惨さんな作業を開始した。




　エレドビたちが工作を行なっていた小高い丘きゆう陵りようは、停戦協定によってコルキス政府側の支配地区とされている。以前にコルキス人の小さな集落があったからだが、すでに住民は避ひ難なんしており、無人のまま放置されていた。

　だからこそ──政府側の地区であり、かつ人目につかないという条件を兼かね備えているからこそ、この場所が工作の舞ぶ台たいに選ばれたのだ。

　だが、エレドビもイワノフも、気づいていないことが一つあった。

　傾かたむきかけた農家の納な屋やから、一部始終を見ていた人影があったのだ。

「何てことを……」

　双そう眼がん鏡きようで覗のぞいた光景に、政府軍のパビルア少しよう尉いは戦慄する。

　先日の輸送任務失敗後、パビルアはＡＳオペレータに復帰していた。政府軍もここ半年で、戦力や兵員を相当に損そん耗もうしている。その穴あな埋うめのためには、訓練を受けた兵科将校を半ば懲ちよう罰ばつで前線から外す余裕がないのだ。

　現在のパビルアは以前と同様、イギリス製の第三世代型ＡＳ〈サイファー〉を与あたえられている。そして単機での偵察任務中、この奇き禍かに遭そう遇ぐうしたのだった。

「あいつら、とんでもないことを……」

　信じられなかった。彼ら自治州軍の兵士にとって、州都とその市民は何をおいても守るべき対象のはず。それを自ら攻撃し、傷つけるとは。

　パビルアは、政府軍兵士の犠ぎ牲せいに対してだけ憤いきどおっていたのではない。むしろ敵であるはずの州都市民への蛮ばん行こうにこそ、深刻な怒いかりを感じていた。

　今すぐにでも、連中に然しかるべき報むくいを受けさせたい。〈サイファー〉の機体にもどりさえすれば──湧わき上がる衝しよう動どうを、懸けん命めいに押し殺す。

　今はまず、この情報を伝えることが先決だ。

　足音を忍しのばせ、慎しん重ちように納屋を抜ぬけ出そうとする。最後に確かく認にんのため双眼鏡をもう一度のぞき──場ば違ちがいなスーツ姿の男と、目が合った。

（見つかった!?）

　戦慄が背筋を走り、パビルアは駆け出す。次の瞬しゆん間かん、無数の銃じゆう弾だんが納屋を貫つらぬいた。

　薄うすぼんやりとした月明かりの下、納屋から転がり出す。夜の向こうから聞こえる足音と、追ってくる火線。冷ひや汗あせが、背を濡ぬらした。

「逃にがすな！」

「どこへ行った!?」

　どうやら敵にも、多少の混乱はあるようだ。身を低くし、納屋の裏手の斜しや面めんを滑すべり降りた。派手な音が立つ。

「あっちか！」

「いたぞ」

　斜面の上から降ってくる声に追われ、ようやくパビルアは当面の目的にたどり着いた。うずくまった『相棒』の元へと。

　操縦席に乗りこみ、機体を始動させる。間かん一いつ髪ぱつ、ハッチが閉じるのと同時に銃声が降ってきた。銃弾が装甲に弾はじかれる硬かたい音。ほぼ同時にパラジウム・リアクターが駆く動どうする。

「頼むぞ、〈サイファー〉」

　四し肢しを伸のばし、立ち上がる〈サイファー〉。追いついてきた自治州軍の兵士が、啞あ然ぜんと立ち止まってこちらを見上げている。

　もはや、容よう赦しやをする気は、毛頭ない。

『ひ、退ひけ──』

　退たい却きやくする敵に向け、パビルアの〈サイファー〉は機き関かん砲ほうを掃そう射しやした。散開した敵兵士が、バタバタとなぎ倒たおされていく。

「この、思い知ったか」

　思うがまま、怒りを叩たたきつける。報復の快感に、パビルアはわずかな時間だが酔よっていた。

　敵兵の一人が、果か敢かんにライフルで撃ち返してくる。勇気と言うよりは無む謀ぼうと呼ぶべきだろう。いくら〈サイファー〉の装甲が薄くても、歩兵用のライフルではへこみさえつけられない。

　だから次の瞬間、コクピットに響ひびいたアラートに、パビルアは心底から驚おどろいた。機体の損害を確かめ、青ざめる。

「しまった、アンテナが──」

　故意か偶ぐう然ぜんか、敵兵の放った銃弾は、〈サイファー〉の通信アンテナを撃ち抜いていたのだ。これでは味方の基地や部隊に、貴重な情報を伝えることができない。

　熱くなっていた頭を、全力で冷ます。偵察任務の本分を忘れ、戦せん闘とうに夢中になった結果がこのざまだ。こうなっては基地に戻って直接、この陰いん謀ぼうの情報を伝えるしかない。

　それも、可能な限り速すみやかに。

　機体を翻ひるがえしたパビルアの〈サイファー〉は、夜の向こうへと駆け出した。




「ざまあみろ、一発かましてやったぜ」

　撤てつ退たいするＡＳの背をにらみつけ、エレドビは肩かたを激しく上下させた。

　大きく喘あえぐと、濃のう密みつな血けつ臭しゆうが襲おそってきた。こみ上げる吐はき気をこらえる。周囲には、かつて彼の部下だったものの残ざん骸がいが散らばっていた。

　夜闇のベールが惨さん劇げきの場を隠かくしているのは、せめてもの慈じ悲ひだろうか。

「ゲルギエフ、ルスラン、カラエフ……くそ！」

　この内戦を共に戦い抜いてきた彼の分隊は、文字通り全ぜん滅めつしていた。辛かろうじて生き残ったのはエレドビ自身と、あと一人。

「やれやれ。不ふ手て際ぎわだったな、軍ぐん曹そう」

「分かっている」

　平静そのもののイワノフを、エレドビは殺気だった目でにらみつけた。大おお股またで、停めていた装甲車に向かう。

「これで終わるつもりはない。やつを追う。落とし前は、必ずつける」

「結構、その意気だ。私も同行させてもらおう」

　薄うす笑わらいさえ浮かべながら、イワノフは言った。

「もっとも、手は打たせてもらうがね」




「しくじった、だと？」

『そうだ。政府軍のＡＳに現場を目もく撃げきされてね』

　イワノフからの通信に、ミハイロフは奥歯を嚙かみならす。

「火付け強ごう盗とうの真ま似ねまでしておいて、このざまか。どう落とし前をつけるつもりだ」

『今は責任の所在よりも、事態にどう対処するかを優先するべきだと思うがね』

　よくもぬけぬけと──という内心の言葉は口に出さない。責任のなすりつけ合いをしている場合ではないというのには、一理ある。

　それにそもそも、この陰謀に加担した時点で、自分も同じ穴の狢むじなだ。

「その〈サイファー〉は山中を南下して、コルキス側に抜けようとしているのだな？」

『ああ、間違いないだろう、多分』

　通信の声は、雑音や騒そう音おんで歪ゆがんでいる。ディーゼルエンジンの重い唸うなりに、車体の激しい振しん動どう。どうやらイワノフたちの装そう甲こう車は、相当の悪路を走破中のようだ。

「ふん、何ともありがたい情報だな」

　ミハイロフは頭の中で、素す早ばやく計画を立て直す。

　基地の戦力の大半は、所定の計画に従い出で払はらっている。まずは州都周辺で、敵の政府側支配地区を速やかに制圧。続いてゴリから北上する政府軍を迎むかえ撃うち、ロシア本国から増ぞう援えんが到とう着ちやくするまでの時間を稼かせぐ。こういった手て筈はずだ。

　それを踏ふまえた上で、現状を再検討する。現在の配置で、敵の〈サイファー〉を捕ほ捉そくし、かつ対たい抗こうが可能な戦力。手元に残った予備の戦力のうち、使えそうなものは──〈シャドウ〉が三機。

「俺が出よう。〈シャドウ〉ならば、ぎりぎりで捕捉できる」

『おお、大たい尉い自身が出てくれるのか。ありがたい』

　答える声には、露ろ骨こつな安あん堵どの響きがあった。ミハイロフの能力を信しん頼らいしている、というだけではないだろう。

（いざという時、俺に現場の責任を押しつけるつもりか。ＫＧＢらしい処世術だ）

　不ふ愉ゆ快かいだった。

　何より不愉快なのは、それでも全力を尽つくさざるを得ない自分自身の立場だったが。

『こちらも現地に向かっている。後は臨機応変に、かな』

「臨機応変と行き当たりばったりは違ちがうぞ。まあいい、俺も最善は尽くす」

　通信は、それで途と絶だえた。

　手にした通信機を床ゆかに叩きつけたい衝動にかられたが、こらえる。正直、そんなつまらない鬱うつ憤ぷん晴ばらしをしている時間さえ惜おしい。

（出るのは、俺とナタリア、後は──）

　待機要員の確認をし、ミハイロフは今度こそ呻うめいた。

「よりによって、あの娘むすめか……」

　アデリーナ──〈シャドウ〉を動かせるオペレータは、他ほかにいなかった。
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『これは、極ごく秘ひかつ非常に重要な任務だ』

〈シャドウ〉のコクピット、ミハイロフの緊きん迫ぱくした声に、アデリーナは唾つばを飲んだ。待機中でやきもきしていたのが、不意に出動の命令を受けたのだ。それも、ミハイロフやナタリアと共に、だ。

（一体、どんな重要任務なのだ）

『自治州内に潜せん伏ぷくしていた敵ＡＳを、エレドビ軍曹の分隊が発見した。単機での偵てい察さつ任務と見て、間違いないだろう』

「…………」

　想像以上の危あやうい事態に、アデリーナは言葉もない。

『不安ですか、ケレンスカヤ訓練生？』

「あ、いや、そう言うわけでは……」

　強がるアデリーナに、ナタリアがそう言った。彼女の〈シャドウ〉は、大口径の狙そ撃げき砲ほうを装備している。

『第三世代型ＡＳ相手の追撃戦となれば、こちらも〈シャドウ〉でしか対抗できません。期待していますよ』

（ナターシャだけではなく、ミハイロフ大尉まで直々に出る相手とは、一体？）

『遭そう遇ぐうした場合、無理な交戦は必要ない。だが、決して見み逃のがすな。接せつ触しよくを保ち、俺たちの援えん軍ぐんを待て』

「了りよう解かい」

　腑ふに落ちない所はあるが、命令は命令だ。アデリーナの〈シャドウ〉は、指定されたルートを進んだ。




　アデリーナの機き影えいを見送った後、ナタリアは自機の通信機を、ミハイロフ機への秘ひ匿とく回線につないだ。

「少しばかり、シナリオの粗あらが大きすぎるようですが」

『……言うな』

　自覚はあるのだろう。ミハイロフの声には、苦い響きがあった。

「あの子──失礼、ケレンスカヤ訓練生は、まだ子供です。こういった複雑な作戦には、使いたくありません」

『分かっている、だが手て駒ごまが足りん』

「…………」

　そのこと自体は、ナタリアも理解していた。




　夜の山道を、アデリーナの〈シャドウ〉は駆かける。

（似ているな、あの夜と）

　ふとアデリーナは、半年前の追撃戦を思い出した。あの時とは追い追われる立場が、逆になっているが。

（単機での、偵察任務か）

　ＡＳの運用法としてはやや贅ぜい沢たくであるが、珍めずらしいわけではない。電磁迷彩ＥＣＳに身を隠し、卓たく越えつした機動力で移動し、かつ高性能の各種センサを搭とう載さいした第三世代型ＡＳには、そういう使い方もある。

　問題は、敵のルートだった。推定される敵の逃とう走そう路ろを逆算すると、その始点が州都への奇き襲しゆう砲ほう撃げきの火点と重なるのだ。

　これが、単なる偶然だとは思えない。

（だとしたら──）

　とうてい許せない。腹の底から、怒いかりが沸ふつ々ふつと湧わき上がってくる。

　……ＡＳオペレータとして、兵士として、アデリーナは今までいくつもの戦場をくぐり抜ぬけてきた。その経験は確かに、彼女を兵士として成長させてきた。

　だがそれでもアデリーナ自身はいまだ年とし端はもいかない少女であり、またあくまで一兵士としての視点でしか戦場を見ていない。戦場や戦争そのものを俯ふ瞰かんし、判断する視野など、持ち合わせようがないのだ。

　だからこそ、気づきようがなかった。この作戦の裏に隠れた謀ぼう略りやくにも、そして自機の背後に忍しのび寄る影かげにも。

　コクピットに響ひびく、激しい警報。

「敵か!?」

　逃走する敵機に追いついたのか？　いや、この反応は──

「後ろ？──まさか！」

　月を背に、〈シャドウ〉の背後から躍おどりかかる機影。その細身のシルエットは、〈サイファー〉に間違いない。

　待ち伏ぶせられていたのか？　その驚おどろきが、アデリーナの反応をわずかに遅おくらせた。『常に自分が獲え物ものだという、臆おく病びようさと用心を心がけないと』──その警告が、耳に蘇よみがえる。

　それでも咄とつ嗟さに、トリガーを絞しぼる。〈シャドウ〉と〈サイファー〉、双そう方ほうのライフルが火を吹ふいたのは全くの同時だった。

「こちらチャイカ３、敵機を捕捉した！　これより交戦に移る！」

　通信機にそう叫さけぶ。返事を待つ余よ裕ゆうはない。乱数回かい避ひで、敵機の射線から身を──逸そらしきれない。

　コクピットを揺ゆさぶる衝しよう撃げき。再び鳴り響くアラート。右みぎ膝ひざに被ひ弾だんし、砲ほう弾だんが装甲を貫つらぬく。マッスル・パッケージで止まったものの、反応ががくりと落ちた。

「しまった！」

　第三世代型ＡＳの基本に忠実に、運動性能重視の機体として仕上げられた〈シャドウ〉だが、それでも〈サイファー〉には及およばない。今の損傷では、その機動性にさらなる差がついてしまった。

　このままでは、逃にがしてしまう。だが〈サイファー〉の行動は、その当然の行動を取ろうとはしなかった。

　むしろ速力の低下したアデリーナ機に、容よう赦しやなくライフルの掃そう射しやを浴びせ続ける。損傷した片かた脚あしでは、有効な回避機動も、反撃行動も、取ることができない。

　アデリーナの攻こう撃げきはことごとく回避され、逆に〈シャドウ〉へと浴びせられた砲弾が、全身の装甲を削けずり取っていく。

「あう！」

　続けざまの損傷は、機体の衝撃吸収システムの閾いき値ちを越こえていた。コクピットごと激しく揺さぶられ、アデリーナは小さな悲鳴を上げた。

　一いつ瞬しゆんだけ手放した、〈シャドウ〉のコントロール。その隙すきをつき、〈サイファー〉が突つっこんで来た。

　強きよう烈れつなタックル。細身の機体の中で特別に目立つ、ぶ厚く四角い肩けん部ぶが〈シャドウ〉の機体を衝つき上げた。膝を傷つけられた〈シャドウ〉には、その一撃をこらえきることはできない。

　平へい衡こうを崩くずし、たまらず横転した〈シャドウ〉。すぐさま馬乗りになった〈サイファー〉は、右手で単分子カッターを抜いた。逆手に構えた凶きよう刃じんを、〈シャドウ〉のコクピットに向けて振ふり下ろす。背筋を走る死の予感──

「させない」

　咄嗟に伸のばした〈シャドウ〉の左手が、〈サイファー〉の右手首をつかんだ。すんでの所で止めた単分子カッターの刃はにぞっとしつつ、アデリーナは右手の送風スティックを突き出す。

　お返しとばかりに〈シャドウ〉が繰くり出す、単分子カッターの刺し突とつ。だがその一撃も、〈サイファー〉に止められてしまった。それも相手の手首をつかむという、アデリーナと同じ手段で。

「…………くっ」

　双方の単分子カッターの切っ先が、じりじりと上下する。互たがいの命をかけた一いつ髪ぱつ千せん鈞きんの力比べ。腕わん力りよくは〈シャドウ〉が上だが、体勢は〈サイファー〉が有利。

『しぶといじゃないか、ええ？』

　外部音声で響く、〈サイファー〉オペレータの声。激しい憤いきどおりが、そこには秘められている。

「あたりまえだ──」

　その声の感情が、アデリーナの戦意を煽あおる。

「わたしは二度と、貴様らには負けん。貴様らのような、卑ひ怯きよう者には」

『卑怯？──ああ、そういうことか』

　ふと、敵の声の調子が変わった。

『なんだ、知らないのか。まあ、そうだろうね』

　なぶるような笑しよう声せいと、その奥に秘められたしたたるような憎ぞう悪お。

「何を、言っている？」

『大したことじゃない。単にちょっと、面おも白しろいものを見ただけさ──君たちのお仲間が、君たちの州都にロケットや砲弾を撃うちこむのをね』

「────な!?」

　バカな、噓うそをつけ──そんな反論の言葉は、なぜか浮うかばない。

　アデリーナの頭脳が、高速で回転する。断だん片ぺん的な知識や記き憶おくが、敵の言葉で指向性を帯び、そして一つの解へとまとまる。

「そんな、バカな……」

　呻うめき声は、一瞬の自失を伴ともなっていた。操縦スティックを握にぎる手が、わずかに緩ゆるむ。綱つな渡わたりじみた危険な攻こう防ぼうの最中に、それはあまりにも不用意なミスだった。

　わずかな隙をつき、〈サイファー〉の単分子カッターがグンと押しこまれた。

「しまった！」

　機械仕じ掛かけの刃が、〈シャドウ〉の左ひだり肩かたに食いこむ。引き裂さかれる装そう甲こう。次々と断だん裂れつするマッスル・パッケージ。駆く動どう系けいに深刻な損傷を負い、必死に単分子カッターを防ぐ左ひだり腕うでの力そのものが、見る見る衰おとろえていく。

　すでにコクピットの中は、アラートで真っ赤だ。

（このままでは、機体ごと真っ二つにされる）

　全身が凍こおりつくような恐きよう怖ふ。だが、防げない。逃のがれられない。近づく死に神の手が、彼女を顎あごに捕とらえようとする。

　ついに左腕が機能停止、〈サイファー〉が単分子カッターを全力で振り抜く。〈シャドウ〉の左肩から右脇わきに走る、袈け裟さ斬ぎりの一いつ閃せん。

「……生きている？」

　呆ぼう然ぜんと、アデリーナはつぶやく。〈サイファーの〉斬ざん撃げきは〈シャドウ〉のコクピット前面を引き裂いたものの、わずかに浅かった。オペレータまで、刃は届いていない。

　眼前を通過した巨きよ大だいな剣けん風ぷうを思い出し、アデリーナは生なま唾つばを飲みこむ。流れこむねっとりとした夜気。コクピット正面の亀き裂れつからのぞく敵機は──

「え……？」

　戸と惑まどうアデリーナ。絶対優勢のはずの〈サイファー〉は、〈シャドウ〉にとどめをさすでもなく、動きを止めていた。




「あの子は──」

〈サイファー〉のコクピットで、パビルアは掠かすれた声を絞り出した。

　眼前の〈シャドウ〉に与あたえた胸部の損傷、引き裂かれたコクピットから晒さらされたオペレータの姿を、〈サイファー〉のスクリーンは映し出していた。

　まだ小こ柄がらな体たい軀く、金色の髪かみ、幼さの残る顔立ち。間ま違ちがいない、半年前にＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の面々と共に戦った、自治州軍の少女兵士だ。確か名は、アデリーナ・ケレンスカヤと言ったか。

「生きて、いたのか……」

　狂きよう熱ねつにあてられ、沸ふつ騰とうしかけていた頭脳が冷めていく。萎なえかけた自身の戦意に、パビルアは愕がく然ぜんとした。

（何を馬ば鹿かな、たとえ子供でも……敵だぞ！）

　動きの鈍にぶった手て脚あしを[image: しつ]しつ咤たし、〈サイファー〉を操あやつる。死に体の敵機に、今度こそとどめを刺さそうと単分子カッターを振りかぶる。

　その時──

『何をしてやがる、お嬢じようちゃん!!』

　ディーゼルエンジンの唸うなりと、それを圧して響くわめき声。同時に木々の茂しげみを突き破り、崖がけ上うえから一台の装甲車が飛び出した。

『何だ!?』

「エレドビ分隊長!?」

　非常識な光景に、二機のＡＳは凍りついた。




「このまま突っこむぞ!!」

「構わない、やりたまえ」

　エレドビの叫び声に、隣りん席せきのイワノフは不気味なほど平静な声で答えた。

　車体の床ゆかを踏ふみ抜ぬく勢いで、エレドビはアクセルを踏みこんだ。絶ぜつ叫きようするエンジン、宙を舞まう装甲車、眼下には組み合う二機のＡＳが見える。

「────っ!!」

　声にならない絶叫を張り上げる。一瞬の浮ふ遊ゆう感かんの後、車体は狙ねらい過あやまたず〈サイファー〉の上体にぶち当たった。

　十数トンの直撃に耐たえきれず、〈サイファー〉が〈シャドウ〉の上から転がり落ちる。同時に装甲車も地面に落下し、半ば横転。車輪が空転し、漏もれた軽油の異い臭しゆうが周囲に漂ただよった。

「くそったれ……」

　車体のハッチが開かれ、顔を血で真っ赤に染めたエレドビが這はい出す。

『エ、エレドビ軍ぐん曹そう、何て無茶を──』

「言っただろうが、容赦するなと！」

　声を震ふるわすアデリーナの〈シャドウ〉を、エレドビは怒ど鳴なりつけた。

「敵を撃て！　殺せ！　一人でも多く!!」

　喚わめきながら車しや載さい式の重じゆう機き関かん銃じゆうを引っつかみ、その銃口を──

『あの時の指揮官かあ!!』

　それに先んじて、〈サイファー〉の頭部機関砲が火を吹ふいた。降り注ぐ鋼鉄の雨に晒され、エレドビの肉体がボロ屑くずのように吹っ飛ぶ。

　合理性の欠片かけらもない、剝むき出しの戦意と狂きよう気きに支配された空間。その空気に当てられ、アデリーナも叫ぶ。

『あ──ああああああ!!』

　何が何だか分からない叫びを上げ、〈シャドウ〉のまだ動く右手がライフルをつかむ。ようやく〈サイファー〉が気づくが、もう遅おそい。

　発はつ砲ぽう。

　コクピットに砲弾を浴びた〈サイファー〉が崩れ落ちるのと、〈シャドウ〉が今度こそ動かなくなるのは、ほとんど同時だった。




　完全に機能を停止した〈シャドウ〉から、アデリーナは抜け出す。束つかの間まの愛機は、すでに物言わぬ骸むくろと化していた。

　エレドビ分隊長や、名も知らぬ〈サイファー〉のオペレータ同様に。

　アデリーナは、完全に混乱していた。

　乱戦の中、〈サイファー〉のオペレータから告げられた言葉が脳のう裏りを駆かけ巡めぐっている。

「何が、どうなって──」

「もう君にも分かっているのだろう？」

　かけられた声は、場違いなまでに穏おだやかだった。はっと振り返ったアデリーナは、つきつけられた拳けん銃じゆうの銃口を目にする。

「おまえは、あの時の……」

「保安部長の、アレクサンドル・イワノフだよ。初めまして、かな？」

　髪とスーツが少しばかり乱れているが、物もの腰ごしは不気味なまでに平静だ。視線が蛇へびのように、アデリーナの体を這い回る。

「わたしを、撃つのか？」

「仕方がないだろう。君は色々と余計なことを知ってしまったんだ。それを黙だまっていられるほど、器用でも素す直なおでもないようだしね」

「…………」

　立ちつくすアデリーナの背後で、静かに大気が震える。月明かりを遮さえぎり、新たなる巨大な影かげが現れた。

　特殊部隊スペツナズ仕様の〈シャドウ〉だ。片かた膝ひざをついた姿勢で背後のハッチが開き、オペレータが姿を現す。

「大たい尉い……」

　力なくアデリーナは、ミハイロフを見上げる。

「知ってしまったのだな」

　確かく認にんの問いに、アデリーナは肯こう定ていも否定もしない。彼女にできるのはただ、問いを返すことだけだった。

「わたしを……わたしたちを、裏切ったのか？」

　ミハイロフもまた、答えようとしない。

「答えてくれ──ミハイロフ大尉」




　その情景にミハイロフは、不思議な既き視し感かんを抱いだいていた。

「ちょうどいいところに来てくれたね、大尉。君の部下だ、君が処分したまえ」

　不快なＫＧＢの声は、なぜかミハイロフの脳には届かない。彼の耳は、目は、時間と空間を越こえて過去へと遡さかのぼっていた。

　彼の長い軍歴の始まり。あの遠い遠い、アフガニスタンの戦場へと。

　戦火に苦しむ小国──

　戦争への道を開く謀ぼう略りやく──

　そして、巻きこまれた少年兵──

　無論、あの時とは状じよう況きようも背景もまったく異なる。だがそれでも、ミハイロフの中では確かに平ひよう仄そくが合っていた。

（なるほど、そういうことか）

　以前の上官が、なぜあのような行動を取ったのか？──ミハイロフはようやく、その答えが分かった気がした。

　右手で静かに、軍用拳銃を構える。

「それでいい、事故は起きるものだからね」

「ああ、そうだな」

　奇き妙みような諧かい謔ぎやくを感じながら、ミハイロフは引き金の指に力をこめる。

「事故は、起きるものだ」
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　銃声──

　重い音を立て、一秒前までは生者だったはずのものが地面に崩くずれ落ちる。

「…………え？」

　少女の掠れた声は、安あん堵どではなく困こん惑わくのものだった。

　一発で射殺されたイワノフの遺体を、アデリーナは呆然とながめる。

「なん、で？」

「──行け」

「え？」

　ミハイロフのシンプルな言葉を、アデリーナはいまだ理解できない。その眼前でミハイロフは、銃口を夜空に向けた。

「行けと言った！」

　再び銃声が、夜の森に響ひびきわたる。

「────!!」

　その銃声に追われるよう、少女の姿は夜の帳とばりの向こうへと駆け出した。




　惨さん劇げきの場となった戦場で、ミハイロフは機体の通信機を入れた。

「かたはついた、中ちゆう尉い」

『そうですか』

　答えるナタリアの声は、重かった。

『大尉の方は、名演技とはいかなかったようですが』

「何のことやら」

　とぼける声は、確かにわざとらしかった。

『これで、よかったのでしょうか？』

「この先は本物の戦争だ。ＫＧＢにこれ以上かき回されたくない。なに、名目はいくらでも──」

『あの子の──ケレンスカヤ訓練生のことを聞いているのです』

「……さあな」

　珍めずらしく憮ぶ然ぜんとした声で、ミハイロフは返す。

「何にせよ、あの娘むすめは兵隊に向いてない。そのくせ、腕うでだけはヘタにある。そんな半はん端ぱ者に戦場をうろつかれては、迷めい惑わくだ」

『そういうことにしておきます。以上』

　あっさりと切られる無線。ミハイロフは、重く息をついた。

（これからが、本番か）

　イワノフの描えがいたシナリオを受け継つぎ、再演しきらねばならない。開戦の責任をコルキスになすりつけ、非難し、戦せん端たんを開く。その上でロシアからの援えん軍ぐんが到とう着ちやくするまで、自治州を守り抜かねばならないのだ。

　最後に一度だけミハイロフは、夜の向こう側を見やった。

「──死ぬなよ」




　　　　６




　立ち並ぶテントの列。

　力なく、うなだれた人々。

　その情景に、メリッサ・マオはため息をついた。

「……酷ひどいものね」

「まったくですな」

　答えるバクスターの声も重い。

『コルキス戦争』もしくは『五日間戦争』と呼ばれる短い戦いが終わり、およそ一月。マオ率いるＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は、再びコルキスの土を踏んでいた。

　今度の雇やとい主ぬしは、米国でもコルキス政府でもない。人道援えん助じよのためにこの国を訪おとずれた、とあるＮＧＯである。

　戦災の中で援助活動を行なうＮＧＯと、戦争の下した請うけをするＰＭＣとでは水と油のように思える。

　だが紛ふん争そう地帯で活動するＮＧＯに、現地の情勢に通じた警備や護衛は必ひつ須すだ。それらを提供するＰＭＣにとって、ＮＧＯはお得意様でもあるのだ。

　とはいえＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の業務は、後方における訓練や支援活動である。こういった直接的な警備は範はん囲い外がいだ。

　だが、今回に関しては、積極的に引き受けていた。

「ひょっとして、あの娘こですか？」

「まーね」

　コルキスにおける戦争は、初動の成功とロシア本国からの増援もあり、自治州側の勝利に終わった。イロンを始めとした各自治州は、ロシアを後うしろ楯だてに独立を宣言する。承認した国は、極ごく少数に留とどまっているが。

　このキャンプの避ひ難なん民みんも、その際に戦火に追われた人々たちだ。

「自治州軍の兵士たちは、ロシア軍の前衛として半ば使い潰つぶされたそうですからな。あの娘も、どうなったことか」

「そういうこと言わない」

「……失言でした」

　何とはなしに、言葉が途と切ぎれる。マオは気を取り直したように周囲を見回し──

「え？」

　その視線が、一角に止まった。避難民の中に、うずくまっている一人の少女へと。

　薄うす汚よごれた、金の髪かみと白い肌はだ。すりきれ、ボロボロになった服。青みがかった灰色の瞳ひとみは、虚うつろに虚こ空くうを見つめている。

　変わり果てた姿と言っていい。だがそれでも少女の姿は、半年前のマオの記き憶おくに残るそれと一いつ致ちしていた。

「……アデリーナ、だったかしら？」

　その声に、少女はゆっくりと振ふり向く。視線が、合わさった。

「…………あ」

　力のない少女の瞳に、ようやく意志の光が揺ゆれた。腰こしを浮うかせ、周囲を見回し、顔をぬぐう。

　驚おどろいたように、恐おそれるように、恥はじるように、あるいは──喜ぶように。
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「これは、驚きましたな」

　腕を組んだバクスターが、感かん慨がい深ぶかげにうなずく。

「まさか、本当に──いや、そもそもなぜここに？」

「理由なんていいでしょ、野や暮ぼは言いっこなしよ」

　立ちつくす少女の肩かたを、マオは叩たたく。

「久しぶりね、アデリーナ──いえ、リーナでいいかしら？」

「…………」

「とりあえず、コーヒーでもいかがかしら？」

　マオの言葉に、アデリーナは無言でうなずいた。








エピローグ









　──長い追つい憶おくから、少女の心は現在へと戻もどる。

「落ち着きましたか？」

「さあな」

　ナタリアに答えるアデリーナの声はひどく乾かわき、そして震ふるえていた。

「ナターシャ、あなたもあの陰いん謀ぼうを知っていたのだな」

「その通りです。知っていて、あなたに出しゆつ撃げきを命じました」

　平静な返答に思わず唇くちびるを嚙かむ。

「あの戦争の後、あなたとミハイロフは軍を脱だつ走そうしたのだな」

「ええ。戦時中の混乱ならともかく、戦後までイワノフ部長の暗殺を隠かくし通せませんでしたから」

「わたしを見み逃のがしたために、か。だから何だ？　あなたたちに助けられたことを、感謝しろとでも言うのか？」

　西に面した、はめ殺しの窓を見やる。中央アジアの荒こう涼りようとした大地が広がっていた。あの空の彼方かなた、カスピ海を越こえた向こうには、カフカスの山々があるのだ。

　おそらく、二度と戻ることのない故郷ふるさとが。

「お前たちのしたことは、ただの偽ぎ善ぜんだ！」

　上ずりかけた声で、アデリーナはそう断じた。

　視界が歪ゆがむ。こみあげてきた熱いものを、懸けん命めいにこらえる。

「今日は、ここまでにしましょう」

　そう言いながら、ナタリアは席を立つ。

「それと、どんな形であれ、あなたとまた会えて嬉うれしかった。本当ですよ、ケレンスカヤ訓練生──いえ、リーナ」

　その言葉を残し、病室の扉とびらは閉とざされた。同時にこらえかねた涙なみだの一ひと滴しずくが、アデリーナの頰ほおを流れ落ちる。

「タツヤ……」

　つぶやいた少年の名は、彼女自身の耳にすら届かず、儚はかなく消えた。

　──君に、会いたい。








あとがき









　祝！　『フルメタル・パニック！ＲＰＧ』発売!!

　いやはや、学生時代にドップリとはまっていたＴＲＰＧユーザーとしては、実に喜ばしい限りです。

　さっそく先日、某ぼう所しよでプレイ。ベースになった『メタリックガーディアンＲＰＧ』は何度かプレイしてましたので、システムにもすんなり馴な染じめました。

　今はルルブをめくりながら、あれこれＰＣを試作しています。

　残念ながらと言うか、当然と言うべきか──ＴＲＰＧの設定やデータは、フルメタ本編準じゆん拠きよです。ですが、今後追加データなどで、アナザーの世界も楽しめる時がくるかも（？）しれません！　その時を楽しみにしたいと思います！

　……達たつ哉やって、ポイントマンとスカウトのどちらが「らしい」かなあ？




　さて今回の九巻ですが、リーナ主役の過去編に加え、以前ドラマガに掲けい載さいした短編を収録しています。

　それらにつきまして、簡単な解説をば。




『夜明けのサンクチュアリ』

　記念すべき短編一本目。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の絡からんだ映画が、製作の過程で明後日あさつての方向に迷走する──この方向性は早めに決まったものの、具体的な話の流れが中々まとまらずに四苦八苦した記き憶おくがあります。

　そんな中で、賀が東とう先生から勧すすめられた『ラヂオの時間』という映画をモチーフに、一気に書き上げることができました。映画の主役とメイプル女史の姿が、実にぴたりと重なりまして。

　基本的に一人で書く小説でさえ、当初の構想から原げん稿こうの完成までには様々な紆う余よ曲きよく折せつがあります。集団作業の映画やアニメってのは、きっともっと大変なのでしょうね。




『砂さ塵じんの国』

　ユースフ王子主役。彼というキャラクターが生まれてから、一度はこういう話を書いてみたいと思っていました。

　最初は宮きゆう廷てい陰いん謀ぼうだのクーデター騒さわぎだのを構想していましたが、とても短編の尺には収まりきれませんでしたので、ＡＳアーム・スレイブバトリングを交えたコミカルな方向性にシフト。

　見所は何と言っても、カエルの王子様ことラシッド王家専用〈サベージ〉の勇姿でしょう。まさか第二世代型ＡＳがカラーピンナップを飾かざる日が来るとは……

　ちなみにユースフの嫁よめであるマルヤムたんは、この短編が初登場です。彼女を初め、この話で組み上げたラシッドの設定は、本編でもあれこれ登場しています。




　ご存じの方もおられるでしょうが、ドラマガに掲載した短編は二〇一四年一○月現在、あと二本あります。それぞれクララと菊きく乃のを主役にした、コメディー性の高い作品です。

　当初はこれらも九巻に収録する予定でした。ですが、リーナの書き下ろし過去編が、思いもよらずあれよあれよと膨ふくらんでいきまして（汗あせ）。

　結局のところ一話ではまとめきれず二話に分割、合計で既き刊かん一冊の半分という分量に仕上がってしまいました。というわけで、残る二本の収録は、またの機会をお待ちください。




　そのアデリーナ主役の過去編二本ですが、ここでは多くを語りません。まずはご自分の目で、確めて頂ければ幸いです。




　さて、そろそろ紙数も尽つきてきました。いつも通りで恐きよう縮しゆくですが、最後まで読んでくださった読者の皆みな様さまにお礼を申し上げ、筆を置かせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一四年　一○月　大おお黒くろ尚なお人と










解説









　今回お届けのフルメタアナザー九巻は、短編集になります。ドラゴンマガジンに掲けい載さいの短編に加えて、書き下ろしが二本ですね。




『夕ゆう陽ひのサンクチュアリ』

　もともとまともだった原作が、いろんな連中が好き勝手に手を入れてくうちにひどいことに……というお話は昔からよくあります。三み谷たに幸こう喜き氏の『ラヂオの時間』なんかは賀が東とうも大好きな映画でして、なんか、そんな話をやってみようよー、とかいうノリで書いてもらったような記き憶おくが。楽しい話になりましたね。

　けっきょくこの『夕陽の～』の映画の評判は散々だったようですが、ＡＳアーム・スレイブのアクションはマニア垂すい涎ぜん……とかいうのがまたそれっぽいです。昔、トム・クルーズ主演の『トップガン』という戦せん闘とう機アクションの映画がありました。話そのものは単純明快、いろいろツッコミどころの多い内容だったのですが、ガチの軍用機オタクの方々はこの映画をたいてい絶賛します。ストーリーはさておいて、海軍の全面協力だったり、空戦の撮さつ影えい技術がすごかったり、貴重なショットが目白押おしだったからなのですね。ＣＧが当たり前になった現在、ああいう映画はもう二度と撮とれないとまで言われているみたいです。




『砂さ塵じんの国』

　ユースフ殿でん下かの本国でのお話ですね。

　これは以前にも書いたのですが、もともと企き画かく初期のころ、ユースフはヒゲのおじさん王子になる予定だったのですが、改かい稿こうを重ねてもらう内にいまのキャラになりました。

　産油国の美形の王子様、というキャラはフルメタ世界ではかなり珍めずらしいので、当初は「ふっふっふ。どうだ、おもしろいだろ！」と思っていました。ところがある女性イラストレーターさん（四し季きさんではありません）のお話では、女性向けのＢＬ的なジャンルではわりと定番のキャラ設定だそうでして……。うーん、恐おそるべし。

　とはいえユースフはアナザーのキャラの中では賀東もかなりお気に入りです。大おお黒くろくんの持ち味がよく出ています。ユースフとハッサンの浮うき世よ離ばなれした会話は、いつも読んでいて楽しいですね。




『山河燃える』

『故郷ふるさとは緑なり』

　書きおろしの二編です。リーナの過去については、以前から大黒くんが構想を温めていたようなので、ここでどどーんとやっていただきました。そういえばマオ姐ねえさんが出てきたの、久しぶりですね。




　……さて、次回からは長編の続きに戻もどって、いよいよ佳か境きように突とつ入にゆう！　という感じになるかと思います。でもまだ未収録の短編があるんですよね。菊きく乃のと旭あきらのドタバタ話とか。いつお目見えできることやら……。

　あと現在放映中の拙せつ著ちよ原作アニメ『甘あま城ぎブリリアントパーク』に大黒くんが出演してますね。良かったらチェックしてください。っつーかガタイでかっ！




　そんなこんなで、次巻もよろしくお願いいたします。





二〇一四年　一〇月　賀が東とう招しよう二じ
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